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　プロローグ　『浮遊大陸オービエ・クレアＩ─Leon─』






　大たい剣けんを地に刺さしたと同時、包帯の内側から一気に血が噴ふきだした。



「っ……ぐっ」

「まさか傷が開いたのか。おいレオン、なにが完かん璧ぺきに治っただよ!?」

「……気に……するな。軽い目眩めまいがするだけだ」

　大地に膝ひざをつき、奥歯を噛かみしめながらレオンはかろうじて頷うなずいた。

　純白のロングコートの内側で、何重にも巻いて固定したはずの包帯の下から血がとめどなく噴きだしていくのがわかる。

　痛い。

　だが、それ以上に寒い。肉体を循じゆん環かんする血液を失うことで、全身の体温もまた急激に下がっていくことの方が遥はるかに恐おそろしいことを知っている。

　──覚かく悟ごしていたことだ。

　──むしろ、よく保もってくれたと自分の身体からだを褒ほめるべきか？

　三体のセラの虚きよ像ぞう。

　穢歌の庭エデンに潜ひそむもっとも強大な幽ゆう幻げん種しゆを相手に、レオンはたった今の今まで死し闘とうを繰くり広げていた。万ばん全ぜんの状態とは言いがたい、異篇卿の第一位である白銀アルマデルとの戦せん闘とうで受けた傷が治っていない状じよう況きようでのことだ。

「爛ラン、お前は？」

「オレ？　あー……右手の手首から先が動かねえ。左ひだり膝ひざも痺しびれてる。あんの大だい蛇じや野や郎ろうの身体はいったい何で出来てたんだよ。金剛石ダイアモンドだってあんな強度はねえぞ」

　あっけらかんとした表情で答えるのは日焼けしたボーイッシュな少女だ。

　自分と同じ天結宮ソフイアの儀ぎ礼れい衣を身につけているものの、彼女の儀礼衣は半はん袖そで短パンという軽装で機動性を重視したものになっている。

　爛。

　レオン同様、世界にわずか五人という巫み女この専属護衛。すなわち浮遊大陸オービエ・クレアで最強の五人である彼女も無傷からはほど遠い。

「あの大蛇、ミクヴェクスっつったか？」

「……あの状況で前まえ触ぶれなく消えたのは納なつ得とくいかないが」

「三体セットの別の一体を倒たおしたって異篇卿が言ってたじゃねえか。空の魔ま笛てき結界も消えてるし間ま違ちがいないだろ」

　一時的な共きよう闘とう状態にあった異篇卿の二人はとうの昔に撤てつ退たい済みだ。その判断を考えれば危機は去ったと考えられないわけではないが……。

「なんだよレオン、腑ふに落ちないって表ツ情ラだな？」

「今回は敵が引き返しただけだ。危機を先送りしたに過ぎない。課題が山積みであることを考えると溜ため息いきの一つもつきたくなるさ」

「課題ってのは天結宮ソフイアの？　それともお前自身の？」

「どっちもだ」

　残る二体の幽幻種がいつ再び穢歌の庭エデンから浮ふ上じようしてくるか。倒したという一体だって再生する可能性は残っている。今回は浮遊島ラグーンに留とどまっていたから助かったが、三体同時に天結宮ソフイアを狙ねらわれたらどうなるのか。

　……それに、アルマデル。

　異篇卿を従え、さらにセラの虚像の一体を撃げき退たいまでしてみせた。

　……何が違う。

　……俺が兄に並ぶためには何が必要なんだ。

「いやはや、レオン君てば悩なやみ多き年とし頃ごろってか？」

　くく、と低い声で爛が忍しのび笑い。

「うるさい。お前こそ俺と内密で浮遊島ラグーンまで来たんだから共犯だ。後でメイメルに怒ど鳴なられないよう言い訳を考えておけ」

「あ？　んなの長いトイレとでも言っときゃいいんだって。腹が痛くなって呼び出しに応答もできませんでしたってな。どんなに怪あやしまれたって証しよう拠こがなきゃいいんだよ。黙だまってれば誰だれも決定的な証拠は提示できやしな──」

「見～ぃ～つけた～～～～～～？」

「はひ？」

　ビクン、と子こ猫ねこのように爛の表情が強こわばった。

「らぁぁぁぁぁんんんんっっっ。こんなところにいたのね。塔とうのどこにもいないからって大おお騒さわぎで捜して捜して捜して、もしやと思って来てみればあらあらあらあら」

「…………」

「いけない子ねぇ。あれほど私が単独行動はダメって言っておいたのに」

「……その一見優やさしそうで実はマジギレっぽい声は」

　だらだらと冷ひや汗あせを流しながらふり返る千せん年ねん獅しの少女。そのすぐ真正面に、ドレス風の法衣を羽織った長身細身の女性がにこやかな顔で立っていた。

　否いな、待ちかまえていた。

「はーい爛、元気そうで何より」

「…………メイメ……る？」

「捜したわよぉ。塔の指導をヴィオラ・ノヴァに任せて、負傷してるホルンのかわりに護衛を錬イ護シ士ユ筆タ頭ルにお願いして、ほかにもいろんな下準備を超ちよう特急でこなして、お化け粧しようだってほとんどすっぴんで飛んできたかいがあったわねえ」

「あ、あわわっっひゃぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　声にならない悲鳴を上げて後ずさる千年獅。

「あらあら何を怯おびえているの？」

「ご、ごめ……ごめな…しゃい……」

「あらあら何を謝ってるの？　爛てば、そんな涙なみだを溜ためてまで謝る必要ないのよ？　私ってば今すごく安心してるの。浮遊島ラグーンの結界が消しよう滅めつしたってことはセラの虚像を撃げき破はできたんでしょう？　それで貴女あなたが無事ならこれ以上の報告はないわ」

「…………メイメル」

　怯えた子犬のように縮こまっていた少女が、ほっとしたように顔を上げた。

「ケガは？　魔笛の影えい響きようはないわね？」

「……お、おう」

「良かったわ。それなら────」



「心おきなく私が貴女に体罰おしおきできる分が残ってるってことよね」



「やっぱりマジギレじゃねえかぁぁぁぁぁぁっっ!?　れ、レオン助け……」

「つーかーまーえーたー」

「むぐっ!?　む、むむぐぅぅぅっっ!?」

　全速力で逃にげだそうとする爛を羽は交がい締じめにする巫女。

「さあお説教よー。あれほど危険な幽幻種相手に一人で突つっこむなんて暴挙、私にどれだけ心配かけたと思ってるの。ああもう、あなたの前の千年獅は一度だって私の言うことに逆らったことなかったのに。今日という今日は徹てつ底てい的に身体に教えこんであげるわ。あら、いいところに茂しげみ」

「むぐぅ──────────っっ!?」

「ほら静かに。暴れたら誰かに見つかるわ。ここから先はオトナの世界よ。子供が見たら泣きだしちゃうもん。だいじょーぶ。すぐに気持ちよくなるから」



    

  
    
      　爛の首ねっこを掴つかんで森の中へと引きずっていくメイメル。まるで肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを巣に持ち帰っていくような雰ふん囲い気きだ。

「…………」

　そのまま爛の姿が茂みへと消えて、森の中は怖こわいくらい静かになってしまった。

「俺の巫女がメイメルでなくて助かったか……」

　小さく息をつき、レオンはぼんやりと頭上を見上げた。爛には悪いが一人で犠ぎ牲せいになってもらうとしよう。自分だって巫女を捜す仕事がまだ残ってる。

「春蕾シユンレイどこにい……ぐっ!?」

　両手に力をこめた途と端たん、あまりの激痛に意識が飛びかけた。……だめだ、今ここで立ち上がれば本当に昏こん倒とうしかねない。

　異篇卿に囚とらわれていた春蕾も解放されたという話だ。できることなら、動けない自分のかわりに彼女の方が自分を見つけてくれることに期待したいのだが。

「……情けないな」

　こぼれたのは自じ嘲ちようの笑みだった。

　迎むかえにきたはずが逆に見つけてもらう立場。なるほど。こんなザマでは到とう底ていアルマデルに及およばない現実も受けいれざるを得まい。

「レオン？」

　消え入りそうなほどか細い声が風に運ばれてきたのは、その時だった。

　──聞き間違えるはずもない。

「春蕾!?」

　黒くろ髪かみ黒目の少女。小こ柄がらでほっそりとした身体に着物調の法衣を羽織り、肩かたで息をしながらも懸けん命めいにこちらに向かって走ってくる。

「無事だったか！」

「レオン会いたかった！」

　大地にうずくまる自分のもとへ一心不乱に駆かけよる巫女。その勢いのまま抱だきつこうとした彼女が、はたと何かに気づいて急停止した。

「……レオン、血が」

「何でもない。俺が未熟だっただけのことだ」

「…………そんな、こと……ない」

　弱々しくも微び笑しようをたたえて巫女が首を横に振ふる仕草。

「レオン……来てくれたの嬉うれしかった。何度も何度も怖くて……泣きそうになったけど、レオンがいてくれたから耐たえられた」

　彼女の真白い手が頬ほおにのびてきて。

「顔、泥どろ」

　顔に付着した泥と埃ほこりを、その細い指先がぬぐい取った。

「よく無事でいてくれた」

「うん。ユミィと、あとレオンの友だちの──」

「シェルティスか！」

　この場に駆けつけるような命知らずの友人なんて一人しかいない。

　そうか……だが、それでこそだ。それくらいの無茶を平気でやってのけてこそ巫女の護衛にふさわしい。

「隣となりの島にいる。二人とも無事」

「それを聞いて安心した。……春蕾、一つ頼たのみがある。隣の島に先せん遣けん隊たいとして派遣された護士たちが救助を待ってるはずだ。そっちの救助を」

「そっちはメイメルが指揮してる」

「彼女が？」

「うん。……巫女の第一位エルミーテイアからさっき念話があった。あの人がまだ動きとれないみたいで、だからメイメルが塔から出てきたの」

　不在の第一位。

　巫女の第一位も千年獅の第一位も、その栄えい誉よと真逆に姿を見せることはほとんどない。最後に顔を合わせたのはいつのことか。

「レオン、歩ける？」

「まだしばらく厳しいな。すまないが先に」

「うん。救助の手伝いしてくる」

　名残なごり惜おしそうな表情で立ち上がり、黒髪の巫女が背を向ける。その場で数回の深呼吸。苦しそうだった呼吸を整えて再び走りだし────

「っ」

　その足が不自然なタイミングで停止した。

「どうした」

「…………なんで……なに、あれ」

　強こわばった面おも持もちでふりかえる春蕾。全身をうっすらと覆おおう沁しん力りよくの色は淡あわい碧みどり。つまりは領域系の遠視と念話で遠くの様子を観察していることになるのだが。

「ユミィっ！」

　突とつ如じよ、春蕾が虚こ空くうにむかって同どう僚りようの名を叫さけんだ。

「だ、だめ。ユミィ──────────っ！」

「どうした、何があった」

「あ、……ああ」

　放心しきった虚うつろな眼まな差ざしの巫女が大地にくずおれる。

「まさか、またセラの虚きよ像ぞうか」

「…………ちがう。逆」

「逆だと」

「……穢歌の庭エデンの扉とびら。セラの虚像が戻もどっていった扉に、シェルティスが吸いこまれるみたいに入っていったの。……魔ま笛てきに反応したのかも」

「それで」

「……ユミィが、それを止めようと彼を追いかけて」

　そこまでで春蕾が口をつぐむ。十分だ。シェルティスに何が起きて、そしてそれを見たユミィが取った行動なんて一つしか考えられない。

　──候補生シエルテイスと、そして彼を助けようとした巫女ユミイが穢歌の庭エデンに堕おちた。

「春蕾、今すぐメイメルに連れん絡らくしろ。彼女を通して直じき々じきに皇おう姫ひに話をする」
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　虚空に穿うがたれた小さな亀き裂れつ。

　ユミィの真後ろに生まれた虚空のひび割れの正体が、最初はシェルティスにも看破できなかった。それが穢歌の庭エデンに続く扉であることを理解せしめたのは、どこまでも渾こん沌とんとした濃こ紫むらさき色の輝かがやきだ。

　魔笛の光に包まれた暗色の扉。

『いけません、二人とも早くそこから離はなれて！』

「逃にげろユミィ！」

　胸むな元もとの機械水晶イリスが叫んだのと自分が叫んだのはまったくの同時。真後ろに穢歌の庭エデンの扉が浮うかび上がったことにユミィは気づいていない。

「……え？」

「くっ！」

　一度は格納した双そう剣けんを取りだして彼女のもとへ走った。彼女のすぐ後ろに顕けん現げんした扉から幽ゆう幻げん種しゆが現れて襲おそいかかってきたら…………

　最悪、あのセラの虚像が再び扉から現れるかもしれない。

　──だが。

　とてつもない追い風に背を押されてシェルティスはよろめいた。

　突とつ風ぷう？

　いや違ちがう。これは、僕が扉の方に引きよせられている!?

「まさか……」

　セラの虚像を倒たおしたことで浮遊島ラグーンを覆っていた魔笛結界も崩ほう壊かい。その領域内にいた幽幻種はすべて穢歌の庭エデンへ還かえっていった。

　だが、ここには人間でありながら強力な魔笛を宿した者がいる。

　扉がその人間を幽幻種として認にん識しきすれば、その人間をも穢歌の庭エデンに還そうとするのは容易に想像がつくことで……

「狙ねらいはユミィじゃない、僕か!?」

　穢歌の庭エデンから現れるための扉ではなく。

　穢歌の庭エデンへと還すための扉。

「シェルティス！」

　そのことに気づいたユミィが悲痛の声を上げて駆かけよってくる。そんな彼女を制止しようと手を振ふりあげた直後、磁力にも似た強力な風に身体からだを圧おされ、大地に触ふれていた両足が浮いた。

「シェルティス！」

「だめだユミィ、こっちに来ちゃ……」

　視界が暗転。真昼と夜が逆転したかのような錯さつ覚かくを感じた時には、シェルティスは扉の内側に引きよせられていた。

　自分を追って扉に飛びこむユミィの姿が一いつ瞬しゆん見えて。



　二人は、千年凍いてついた楽園へと堕ちていった。
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      「ユミィ！」

　叫んだ言葉が、彼女へと届く前に暴風にかき消された。

　穢歌の庭エデン。

　深海の澱よどみよりも暗く冷たい世界。猛もう毒どくの魔笛が暴風となって渦うず巻まいているのが肌はだで感じ取れる。

　……同じだ。

　……三年前と全すべてが同じ。

　手を伸のばしても掴つかまる場所はなく、着地するための足場もない。穢歌の庭エデンに吹ふきすさぶ暴風に煽あおられながら堕ちていく以外に術すべはない。

「シェルティスとイリス、聞こえる!?」

　ずきんと後頭部が痛む。そう感じた瞬しゆん間かん、ユミィの声が直接頭の中に響ひびきわたった。

『ユミィからの念話です。シェルティスにも届いていますか』

「聞こえてるけど、この頭痛は？」

『ユミィの沁力が強すぎるせいであなたの魔笛と反発してるんです。直接の接せつ触しよくならまだしも、念話程度の接触でここまで反発する例は私も知りません。このままでは最悪、非接触の状態でもエルベルト共鳴が発生することすら……』

　触れることだけを拒こばむはずだったエルベルト共鳴が、もはやユミィの沁しん力りよくが放射されただけで発生しかけている。

　ユミィの沁力が強くなっている？

　それとも穢歌の庭エデンに堕ちたことで自分の魔笛が呼応してるのか？

「あるいは両方……」

　だが今、それを追究している暇ひまはない。声が暴風のせいで届かないのならユミィの念話以外に手だてがないのだから。

「ね、ねえ！　わたしたちどこまで堕ち……て……っ、けほっ…………っ……っ！」

　すぐ目の前を一いつ緒しよに堕ちていく彼女が、突とつ然ぜんに身体をくの字に曲げて咳せきこんだ。その首もとに、どす黒い濃紫色の霧きりがべったりと付着しているのが見てとれて──

『いけません。この大気はとっくに魔笛に汚お染せんされてます。シェルティスはともかく、彼女が吸い続けたら肺が灼やけつくおそれが！』

「ユミィ、周りの空気を浄じよう化かして！」

　声が届いたのか直感でそう察知したのか。咳きこむユミィの全身を淡あわい光の粒つぶが包みこんだ。緋ひ色いろの沁力ということは魔笛を浄化する洗礼系の術式だ。

『ご……ごめんなさい。もう大だい丈じよう夫ぶ』

　喉のどを押さえながらもユミィが拳こぶしを握にぎりしめる。

　猛毒の大気で窒ちつ息そくするおそれはなくなった。にもかかわらず巫み女この顔は血の気を失った蒼そう白はくのままだ。このまま穢歌の庭エデンを際限なく堕ち続ければ、いくらユミィだって沁力の限界が来るに決まってる。そうしたら魔ま笛てきを浄化することもできなくなって……

　──くそ、どうすればいい!?

　自分はどうなってもいい。

　だけどユミィはだめだ。彼女だけは何が何でも浮遊大陸オービエ・クレアに帰き還かんさせないと。

『……シェルティス…………わたしたちどうなっちゃうの』

　濃紫色の霧に覆おおわれた漆しつ黒こくの世界。

　落下速度はますます上がっているのに地面はまだ見えない。このまま永遠に堕ち続けるのか？　いつか固い岩がん盤ばんに墜つい落らくするのか？

　否いな。何かがあるはずだ。

　三年前に自分が穢歌の庭エデンから浮ふ上じようできたことを考えるなら、この真下に待つのは永遠の虚こ空くうでも固かたい岩盤でもない何か。

「だいじょうぶ。絶対に──」

　絶対に守るから。

　そう口にしかけた矢先、胸元の機械水晶イリスが突とつ如じよとして真っ赤に点てん滅めつした。

『複数の魔笛反応を感知！　シェルティス、双剣を。応戦願います！』

「きたか……」

　幽幻種の楽土たる穢歌の庭エデンに人間が迷いこめばどうなるか。しかも今ここにいるのは、世界でもっとも強力な沁力を宿した巫女の一人だ。

　それを、あの怪かい物ぶつたちが見み逃のがしてくれるはずがない。

『対幽幻種用に刀身を構築します。銀単子を核かくに固定、外鋼に氷結鏡界の蒼氷をコーティング。破は壊かい限界を七倍に設定』

「敵の位置は!?」

『真下です。彼我およそ２００メートル。個体数は10……15……45……反応増ぞう殖しよく中……いまの時点で80個体。魔笛の濃のう度どが濃こすぎるせいで計測困難ですが、その下にもっといる可能性が高いです！』

「斥せつ候こうに仲間を呼ばれた？」

『ユミィの沁力に反応してるんです。沁力の放出を止めないかぎりキリがありません！』

「くそっ。どうにもならないじゃないか！」

　幽幻種の目をかいくぐるにはユミィが沁力の放出を止めることが条件。だがそれでは、猛毒の大気を浄化することもできなくなってしまう。

『複数個体が急接近中。来ます！』

「……やるしかないのか」

　足場のない虚空で双剣をかまえる。

　瞬まばたきも呼吸もとめて自分の真下を睨にらみつけ────────ちらりと、炎ほのおが点ともったように闇やみ夜よに赤い輝きが。

『今！』

　漆黒の視界のなか、ほとんど直感だけで剣を振り下ろした。狙いは幽幻種の眼め。爛らん々らんと輝きをはなつ幽幻種の眼光だけで位置と動きを把は握あくしての一刀だ。

　ギッ！

　火花を散らして擦こすれあう刃やいばと爪つめ。一瞬の閃せん光こうに周囲がわずかに照らされて、獅し子しの姿をかたどった幽幻種の姿が浮うかび上がる。

「どけっ！」

　相手の爪を剣けん先さきではじき、返す刀で怪物の核かく晶しようを砕くだき割る。獅子の姿の幽幻種が一瞬にして霧む散さん。が、その霧にまぎれて新たな個体が二体三体と続けざまに現れる。

　……無む尽じん蔵ぞうにやってくる。

　……ここでこいつらを何体倒たおしたって意味なんかないってのに。

『倒し続けないと囲まれてしまいます』

「わかってる」

　浮上し、真上から襲おそってくる犬型の幽ゆう幻げん種しゆに狙ねらいを定め────

『シェルティス動かないで！』

　ざぁぁぁっっ……

　頬ほおのすぐ真横を、何十にも及およぶ緋色の閃光がかすめていった。

　真上にいた幽幻種を貫つらぬいた光が、さらに上空で複雑に軌き道どうをかえて真横に並ぶ二体をも彼方かなたへと押し流して消えていく。

　一つの軌き跡せきで三体の幽幻種を浄化する光。それを同時に百近くも撃うちだしてまだ余よ裕ゆうがある。

「……すごい」

『洗礼系の浄化術式はもう完全に紗砂シヤサレベルですね。これでも序の口。セラの虚きよ像ぞうと戦った時の最大出力はまだまだこの程度ではなかったはずです』

「そうだ、あの三体は!?」

　最古の幽幻種たるセラの虚像。この降下が終わった場所に三体全て待ちかまえている。そんな悪夢だって現実に考えられる。

『魔笛の濃度が濃すぎて計測困難です。相当の距きよ離りまで接近しないと、いつセラの虚像が襲ってくるか観測機器で捉とらえるのは至難の業わざかと』

「肉眼で見み極きわめろってことか……」

　汗あせばむ手で剣けんの柄つかを握りなおす。

　と──



　……ちゃぷん。



　水しぶきに似た音をこだまさせ、大気に渦巻く波動の質が一変した。

「なに……これ、冷つめた」

　台風並の暴風から真冬の風へ。

　しかも服に付着した固形物は氷？　雪ほどの氷ひよう晶しようが無数に大気に舞まって、それが自分たちの服や肌にこびりついてくる。

『シェルティス、これ氷結鏡界の氷だと思う！　沁力でできた氷結晶だよ！』

　穢歌の庭エデンはいくつもの階層に分かれてる。周りの空気の質が変わったのは、浅い階層を突とつ破ぱして深い階層に突とつ入にゆうしたから？

　……だとしたら。

　……三年前、穢歌の庭エデンに落下した僕がたどり着いた階層は？

『下！　強力な魔笛反応が急接近してきます！』

　にわかに、胸むな元もとの機械水晶イリスが煌こう々こうと真っ赤に輝きだした。

「セラの虚像!?」

『わかりません。……いえ、でもこれは』

　激しく点滅する機械水晶イリス。

『別個体です。黒唱と呼ばれる特とく殊しゆな魔笛をもった大型個体なのですが……でも、これは…………大きい！』

　真下に広がる暗くら闇やみの奥から、さらに暗い影かげが浮上してきた。

　見み渡わたせる視界いっぱいを埋うめつくす巨きよ体たい。

「竜りゆうか！」

　一いつ対ついの薄うすい翼つばさと短い尾おをもった黒竜。足は退化しているが、その首から尾までで二十メートル近い最大級の個体だ。

　──そう思っていた。

「違ちがう、シェルティスもっと奥！」

　ユミィの声が震ふるえてる。

　彼女の指示ではなく声の中に混じった怯おびえに突つき動かされ、シェルティスは自分たちの真下に何が迫せまっているかをようやく理解した。

　血色の眼がん光こう。

　竜型の幽幻種の巨体よりも大きな目が、真下から自分たちを観察していた。

「……まさか」

　背筋を冷たいものが伝っていく。

　最大級の大きさの個体だと思っていたものは、そのさらに後ろに控ひかえる幽幻種の腕うでの一部でしかなかった。

　──浮遊島ラグーンを丸まる呑のみできるくらいの超ちよう大幽幻種！

　──天結宮ソフイアのデータベースに記録されてる最大個体の何十倍のサイズ。

『“〝世界喰ぐらいの王”〟!?　ツァリとの死し闘とうから再生してたなんて』

「こいつの弱点は」

『不明です。かつて打ち倒した記録が残ってはいるのですが、その時に消しよう滅めつした個体と同じかどうかも定さだかでは……ですが、同じ個体だとすると危険極まりない相手です』

「…………」

　敵の全ぜん貌ぼうが掴つかめない。大地に立った人間が浮遊大陸オービエ・クレアの全土を見渡せないのと同じだ、あまりに大きすぎるせいで敵を理解することすら困難極まりない。

『この個体がいるということは、浅い階層を飛びこえていきなり最深部に近い場所に堕おちたとしか考えられません』

「……穢歌の庭エデンの深部にいたセラの虚像が開いた扉とびらだから、その扉を通れば一気に深い場所まで堕ちてしまうわけか」

　氷結鏡界の完成度がうかがい知れる。これほどの幽幻種を封ふう印いんし、浮遊大陸オービエ・クレアへの浮上を食い止めていることになるのだから。

　……だけど、こいつに双剣が通用するのか？

　何百戦という幽幻種との抗こう戦せんにおいて、双剣がここまで心もとなく感じられたのは初めてかもしれない。サイズが違いすぎる。この幽幻種に剣で戦いを挑いどむなら、クジラに爪つま楊よう枝じで戦いを挑んだ方がまだ勝算があるだろう。

『ユミィ、そっち！』

　竜型の幽幻種。正確には超大幽幻種の腕にあたるものが、明らかな敵意をもってユミィに狙いをつけるのがわかった。

　緋ひ色いろの閃光。

　ユミィの沁しん力りよく術式を浴びた竜型の幽幻種が消滅。かと思った直後、わずかに残った尾の一部────すなわち超大幽幻種との連結部位が蠢うごめいた。

『っっ……』

　ユミィの念話を通じて伝わる彼女の狼ろう狽ばい。

　目を見開く巫み女この前で、わずかに残った尾を基点として竜型の幽幻種がみるみるうちに再生。いや復元されていく。

『ど、どうして。核晶ごと消滅させたはずなのに』

『ユミィ、相手の本体は遥はるか下の世界喰らいの王です！　その竜型幽幻種には核晶がなくて、超大幽幻種のたった一個の核晶を潰つぶさないかぎり無限に復元されます！』

　竜型の幽幻種が、その巨腕でユミィを捕とらえた。

　じゅぅぅぅぅっっっっ……

　ユミィの沁力障しよう壁へきに身を灼やかれ、彼女を捕らえる幽幻種の腕から白はく煙えん。

　単純な沁力と魔ま笛てきの強さではユミィが上？

　直接の接せつ触しよくでダメージを受けるのは幽幻種。が──敵はそれすら意に介かいさず、自身の消滅と引き替かえに巫女の身体からだを握にぎりつぶさんとさらに力をこめていく。

『……っ……く……か…………っ……は……！』

　ユミィの表情がみるみるうちに青ざめて苦く悶もんの色を映しだす。

　それと真逆なのが竜型の幽幻種だ。身体が沁力障壁によって消滅しながらも、同時に本体からの復元力を受けて回復し続ける。

『シェルティス！』

「わかってる！」

　右手に構えていた剣を全力で振ふりかぶり、上空を飛びかう幽幻種の一体めがけて投げ放つ。足場のない虚こ空くう。背筋と膂りよ力りよくだけの投とう擲てきだ。

「イリス！」

『双剣の柄に銀単子ワイヤーを連結開始。……構築まであと二秒』

　幽幻種に剣が深々と突きささる。その剣の柄とシェルティスの間に銀色のワイヤーがイリスによって構築されていく。

『掴んで！　振り落とされないよう全力で！』

　銀ワイヤーの先せん端たんを何重にも右手に絡からませるや、腕わん力りよくだけで身体を支える。剣の刺ささった幽幻種が異変を感じて急きゆう浮ふ上じよう。

『今です！』

　そのタイミングで、真横の竜型幽幻種へと飛び移った。

「はっ」

　左手の剣を右に持ち替えて一いつ閃せん。

　ぶ厚い皮ひ膚ふと鱗うろこに覆おおわれた幽幻種の腕を、その強力な障壁ごと切りさいた。力を失った腕からユミィが滑すべり落ち、真下に待ちかまえる超大幽幻種の本体へと転落していく。

「ユミィ！」

『だ……め。き、ちゃ……』

　仰あお向むけに落下していく彼女を追って、シェルティスもまた幽幻種の背を蹴けって真下へと飛び降りた。

　──真下に広がる血色の大地。

　恐おそるべきは、それが超大幽幻種の眼めにすぎないということだ。巨きよ大だいすぎるがゆえに全貌すら掴めない。獣けものなのか竜なのか、あるいは人の形をしているのかすら不明だ。

「どこに着地する？」

『この位置だと、敵の上じよう腕わんに相当する部分かと思います。ユミィはその少し上の肩かたへの着地が予想されます。なにしろこの桁けた違ちがいの巨体です。彼女の術式を全方位に放射してダメージを与あたえつつ、体内深くの核かく晶しようを破は壊かいしてください』

「了りよう解かい」

　ユミィが全力で沁力術式に専念する。その間、無防備な彼女を自分が守ればいい。逆にそれ以外でこの怪かい物ぶつを倒たおす方法が思い浮うかばない。

「ユミィ！」

　数十メートル離はなれた位置に着地した彼女を見上げる。すぐさまふり向く彼女へと、シェルティスは声を振りしぼった。

「僕がそっちにいく！　とにかく合りゅ────っっ!?」

　浮遊島ラグーンをも上回る超大幽ゆう幻げん種しゆの巨体が鳴動を開始した。

　ごぼっ。

　濃こ紫むらさき色の地面──すなわち超大幽幻種の体表が沸ふつ騰とうするように大きくうねり、盛り上がっていく。

「こいつ……！」

『自分の分身を造りだす気です！　早くユミィと合流しないと、何百何千という単位の複製幽幻種に妨ぼう害がいされます』

　しゅるりと足首に絡まる黒い蔓つる。こんな植物にしか見えない姿で、コレも世界喰らいの王が造りだした幽幻種？

「ちっ」

　動きを封ふうじようとする蔦つたを剣けんでなぎ払はらう。が、切断したそばから蔦の切断面が発芽して再び足首に幾いく重えにもまとわりついてくる。

「キリがない……」

『無理やり引きはがしてください！　地面から草をひき抜ぬく要領で。世界喰らいの王の体表から外れれば力を失うはずです！』

　靴くつに絡みつく蔦をまとめて体表から引きはがす。本体からの復元命令を失った蔦が、空中でボロボロと自じ壊かいしていく。

　が──眼前には既すでに何十体という幽幻種。どれも尾や足の一部が、本体である超大幽幻種の体表と繋つながっているのが見てとれる。

「まるで機器の親機と子機みたいな幽幻種だ」

『そうです。世界喰らいの王が電源です。本体と繋がっている複製幽幻種の尾が、いわば子機に電気を送る電源ケーブルだと思ってください』

　核晶をもたぬ複製幽幻種たち。

　本体と繋がっている以上、この幽幻種たちは本体からそう遠くへは移動できない。逆に、本体と繋がっているかぎり不死身。

　……セラの虚きよ像ぞうとは別の意味で厄やつ介かい極きわまりない敵か。
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　常とこ闇やみの世界が、輝かがやく緋色によって塗ぬり替えられていく。

「……？」

　輝き。まぶしさ。明るさ。

　もはや光という言葉ですらない何かが穢歌の庭エデンを照らしていく。超大幽幻種から生まれた複製幽幻種たちすら動きをとめ、その光源の先にいる「彼女」を見すえていた。

「……ユミィ？」

　超ちよう巨きよ大だいな幽幻種の体表上を歩いていく少女。

　髪かみ留どめは落ち、その髪色は洗礼系の沁力である緋色に染まって、風もないのに優ゆう雅がにたなびいていた。

　……ユミィ。

　……どこを見てるんだ。

　幽幻種でも自分でもなく、彼女が見つめるのは足あし下もとのさらに下。いまだ奥の見えぬ穢歌の庭エデンの深しん奥おうを瞬まばたき一つせずに睨にらみつけている？

『沁力の測定限界突とつ破ぱ。セラの虚像と戦った時と同じ不完全神性覚かく醒せいが起きてます。彼女、何かに共鳴してます』

「何かって何さ!?」

『わかりません。ですが、いけません。最悪なタイミングで共鳴が始まってます。いまの彼女は無意識に近い状態なので攻こう撃げきされれば────』

　常闇へと戻もどった穢歌の庭エデンで、そこにいるのは無防備に佇たたずむ巫女一人。

　周囲を埋うめつくす何十体という幽幻種が、沁力の輝きを失ったユミィへと徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめていく。

　──ここからじゃ距離がありすぎる。

　──ユミィがこのまま意識を取り戻さなかったら。

「ユミィ起きろ！　目を覚ませ！」

　無反応。

　穢歌の庭エデンの深部を見下ろす彼女に変化はない。そんな彼女の無防備な背中に複製幽幻種たちが飛びかかり────

『ごめんなさい凪なぎ、あなたとの約束果たせなくなるかも』

　……え？

　再び光が満ちた。

　それも、先のユミィとまったく同じ光量と光質をともなった煌きらめき？　この光の洪こう水ずいが生まれてる場所は。

　────イリス？

　なんで機械水晶イリスからユミィと同じ沁力の輝きが？

『私に残ってる沁力の残ざん滓しを放出します。ユミィと同じ不完全神性機関の力だから幽幻種の注意も私に向くはず。その間に彼女を…………はや……く……』

　何が起きているのか確かめている時間はなかった。

　胸むな元もとの機械水晶イリスに誘ゆう導どうされるまま超ちよう大だい幽幻種の上腕を駆かけぬける。動きをとめた幽幻種たちの真横をくぐり抜け、その先にいるユミィに手を伸のばし────

　大地が脈動した。

　それはただの胎たい動どうか、あるいはイリスの沁力に怯おびえたのか。足下の超大幽幻種が突とつ如じよとして巨きよ体たいを揺ゆるがせた。

「！　ユミィ危ない！」

「…………」

　大きく傾かしいだ足場に身体からだの重心もまた大きくゆれて、意識を失ったユミィがくずおれるように超大幽幻種の肩から足を滑らせた。

　堕おちていく巫み女こ。

『はや……追……っ……けて』

　今にも途と切ぎれそうなイリスの掠かすれ声。

「ああくそっ。待ってろユミィ！」

　一本となった剣を握にぎりしめ、シェルティスもまた『世界喰ぐらいの王』から飛び降りた。

　落下。

　そしてさらなる深しん淵えんへ。
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　…………ここ……は。

「痛い」

　喉のども唇くちびるもカラカラに渇かわききって上う手まく喋しやべれない。ただ、後頭部のあたりが割れそうなくらい痛くて、そして全身がひどい筋肉痛に見み舞まわれているのだけはわかった。

「っ……痛ぅ！」

　起き上がろうとした途と端たんに目眩めまい。脳の命令を無視して真横にくずおれようとする身体を、大地に手をついてかろうじて支えた。

　四つんばいの姿勢で深呼吸。

「立て、立ち上がらないと」

　小刻みにふるえる拳こぶしを大地の砂ごと握りしめ、シェルティスはその場に立ち上がった。

　……大地の砂ごと？

　……砂？

「ここは？」

　見上げる頭上には、煌こう々こうと真白く輝く光が満ちていた。

　足下には細かい砂地と固かたい岩がん盤ばん。黒の上着を揺らす微び風ふうは心地ここちよく、その風を伝って感じるこの薫かおりは野の植物の匂におい？

　そして何より──

「学校？」

　わずかに灰色がかかった白色の校舎。

　周りには黒くろ塗ぬりの鉄てつ柵さくが敷しかれ、正門と思おぼしき扉とびらの先にはタイルを敷きつめた通路と案内用の校舎マップまで設置されている。

　浮遊大陸オービエ・クレアの居住区にある学校と何ら変わらない。本当に普ふ通つうの学校だ。

　……いや。

　……何を言ってるんだ。自分は穢歌の庭エデンの奥へ奥へ堕ちてきたはずだ。穢歌の庭エデンの奥に学校なんてあるわけないじゃないか。

「だろイリス？　僕らいったい何ど処こへ…………イリス？」

　光を失った機械水晶イリス。

　音声による反応もなく、点てん滅めつによる作動もない。そもそも自分の音声を聞き取ってる素そ振ぶりがまるで感じられなかった。

「イリス？　イリスってば！」

　……壊こわれたみたいに反応がない。

　……症しよう状じよう自体はセラの虚像の時と同じだけど。

　強力すぎる魔ま笛てきに過か剰じよう反応したことで機械水晶イリス内のメモリがオーバーフロー。……でも今回、セラの虚像とは出会ってない。世界喰らいの王との戦せん闘とう時だって機械水晶イリスは正常に動いていたはずだ。原因は別にある。

　……イリスはなんて言ってた？



“〝私に残ってる沁しん力りよくの残滓を放出します。ユミィと同じ不完全神性機関の力だから幽ゆう幻げん種しゆの注意も私に向くはず。その間に彼女を…………はや……く……”〟



　残っている沁力の残滓を放出。

　何かが空っぽになるかのような表現だ。そして事実、言い終える前から急速に機械水晶イリスの言葉が弱々しくなっていた。

　ユミィを助けるために？　イリスが犠ぎ牲せいに？

「…………いや。今はやめだ」

　血が噴ふきだすまで唇を強く噛かみしめた。

　冷静になれ。イリスの修理を考えるにしても穢歌の庭エデンを脱だつ出しゆつしてからだ。ユミィとの合流だって果たしてない。そのためには今の状じよう況きようを把は握あくしないと。

「筋肉痛と頭痛くらいか？」

　双そう剣けんのうち一刀は倒たおれながらも握りしめていた。

　……ユミィを追いかけて幽幻種から飛び降りて。

　覚えているのは、無数の幽幻種に取り囲まれたことだ。

　意識を失ったユミィを幽幻種から庇かばい続けたのは記き憶おくにある。だけど最後、幽幻種の一体から不意打ちを受けて、そこから先が定さだかでない。

「とにかく穢歌の庭エデンの下へ下へユミィと一いつ緒しよに堕ちていって……」

　だけどこの学校は？

　上空を照らす光と、風に運ばれてくる野の植物の薫りは何なんだ？

「ここは……どこなんだ」

　まるで夢か幻げん覚かくを見ている気分だ。

　ここは穢歌の庭エデンじゃない？　だとしたらいったいどこに堕ちて来たっていうんだ。

「────」

　無人の校舎。

　電気も止まっているのだろう。正門の扉に設置されている認証システム付き自動扉も、今は開けっ放しで放置されている状況だ。

「だとしたらここは──」

　コツッ。

　正門の奥から、大地を踏ふみぬく靴くつ音おとがこだましたのはその時だった。

「誰だれだっ！」

　反射的に後ろに後ずさり、剣を構えて正門の陰かげを睨にらみつける。

「誰だって言われてもな。いきなり生身の人間が上から堕ちてきて、俺からすりゃアンタこそ誰だって話になるんだけどな」

　扉の奥から現れる人ひと影かげ。

「ま、無事みたいで安心したぜ。わざわざ保健室から包帯とか持ってきてやったんだけど、使わないに越こしたことはねぇし」

「……君は」

　少年だった。

　迷めい彩さい模様の制服を羽織った少年。黒くろ髪かみ黒目に細身の体型で、眼光は鋭するどいながらも表情はどこかとぼけていて悪戯いたずら好きそうな印象がある。

「よ、驚おどろいただろ？　俺もすげぇ驚いたけど」

「…………」

　頭が真っ白になってろくに言葉が出てこない。穢歌の庭エデンに堕ちたと思ったら学校の前に倒れていた。そこが無人だと思ったら同い年くらいの少年に出くわした？

「ええと」

「ああ待て待て、お互たがいイロイロ聞きたいことがあるっぽい雰ふん囲い気きだ。アンタは俺に聞きたいことがある。そうだな？」

「……まあ、そうだけど」

「俺もだ。アンタのことも気になるし、アンタのこと以外にも聞きたいことが山ほどある」

　両手にガラス瓶びんを抱かかえて少年が苦く笑しよう。

「その瓶は？」

「ああコレね。だってアンタ倒れてたじゃん。頭からもちびっと血出てたし、こりゃ急いで助けないとマズイんじゃないかって」

「僕を手当てするために？」

「おう。これでも軍学校アカデミーの生徒なんでな。止血とかそういうのは慣れっこだぜ」

　ガラス瓶を指先に載のせ、彼が器用にそれを回してみせる。

　悪い人じゃない？

　話してる感じ、天結宮ソフイアの一いつ般ぱん人みたいな印象だ。

「……良かった」

「ん？」

「いや、気を悪くしたら申し訳ないんだけど。この学校も君も、幽幻種が化けてたりするのかなって警けい戒かいしてたもんだから」

「あー。なるほど。でも俺だってそうだぜ？　倒れてたアンタが幽幻種の擬ぎ態たいって可能性もあったからな。試ためしに拳けん銃じゆうでも撃うってみようかと」

「……それ普通に死ぬから」

「いやいや、だからギリギリ思いとどまったって。結果良ければ全すべて良しだろ」

　安あん堵どしたのか、迷彩服の少年もさっきより明るい表情だ。

「で、アンタはどこまで自分の状況を理解してるんだ？」

「え？」

「見た感じ、アンタ完全に自分の状況見失ってるだろ。俺も聞きたいことは山ほどだけど、自分の状況に関しては最低限は理解してるつもりだし。まずアンタの疑問を解決してやらないと落ち着けないんじゃないのか？」

　消毒薬の瓶を持ったまま正門の扉に少年がよりかかる。

「穢歌の庭エデンに堕ちたって僕は認にん識しきしてる」

「あ、それで正解」

「……うそ」

「なにが嘘うそなんだ？」

「だって、穢歌の庭エデンにこんな学校があるわけない。幽幻種もいないし魔笛も充じゆう満まんしてない。そんな場所が穢歌の庭エデンにあるわけがないから」

　何よりそれが疑問なんだ。

　この場所が魔笛に覆おおわれて幽幻種の巣となっているなら理解できる。だけどこの空間は、まるで浮遊大陸オービエ・クレアと同じくらい空気が澄すんでいる。

　幽幻種だって現れる気配がない。

　なのに、ここが穢歌の庭エデン？

「……なるほど。俺とアンタの認識の差はそこにあるわけだ」

　わずかに表情を曇くもらせて。

　迷彩服の少年が頭上を見上げる。どこまでもどこまでも遥はるか頭上。思いをはせるように、過去を思いだすように、少年は目を細めて天上を見上げていた。

「だけどそっか。アンタは……今を生きてるんだもんな。俺の知ってる常識が、アンタの知ってる常識と違ちがってたって当然か」

「……どういうこと」

「アンタの言うとおり、ここは穢歌の庭エデンじゃなくて普通の学校だった。だけど幽幻種の大侵しん攻こうで魔笛に汚お染せんされちまったんだ。この学校も校庭も何もかも……で、最後にはこの場所も穢歌の庭エデンの一部として隔かく離りさせられちまったってわけ」

「隔離って」

「幽幻種の魔笛に汚染された場所を切り離はなして、その場所だけを『氷結鏡界』って特とく殊しゆな術式で凍とう結けつしたんだよ。幽幻種の魔笛を千年かけて浄じよう化かするっつぅ馬ば鹿かみたいに気の長い計画ってわけ」

　千年かけて穢歌の庭エデンを浄化？



“〝ようこそ。穢歌の庭エデンに堕おち、そして浮遊大陸オービエ・クレアへと昇のぼり帰った者よ。千年、凍いてついた楽園がお前を待っていた”〟



　……ツァリって女性に会ったときと同じだ。

　銀色の法衣をまとった彼女もまた、その言葉に千年という単語を交えていた。

「じゃあ、まさかここは──」

「ああ。アンタが知ってるかわからねえが、紗砂・エンデンス・凜リン・ケールって聖女が、禁断水すい晶しようと共同で考えた計画の成果がここにあるわけだ」

　宝ほう条じよう軍学校アカデミー。

　そう標された校門を指さして彼は教えてくれた。

「この学園を覆ってた魔ま笛てきはとっくに浄化されてる。氷結鏡界の本当の目的ってな、穢歌の庭エデンを封ふう印いんすることじゃねえんだよ」

　プロジェクト・エデン。

　魔笛に汚染されて穢歌の庭エデンと化した大陸を浄化し、千年という遠い未来で、本当の大陸を取とり戻もどす約束を果たすことが本当の目的なのだと。

　浮遊大陸オービエ・クレアに逃のがれた人間がもう一度、約束の大地に降り立つ日を実現するために。

　そう教えてくれた。



　　　　３



“〝──きて。起きて”〟

　…………

　……だれ？

“〝ほら起きてユミィ。夢を見る時間は終わりだよ”〟

　誰かに頭を撫なでられてる。

　優やさしい声。

　でも聞いた覚えのない声。誰？　わたしに話しかけてるのは。

　……ちゃぽん。

「つっっっめたぁぁぁぁぁぁぁっっっっっっいっっ!?」

　雪まじりの水すい滴てきを首筋にうけ、ユミィはその場に勢いよく跳はね起きた。

「だいじょうぶ？　ここはちょうど建物の下だし、雪解けの水滴が屋根を伝って降りそそぐ場所なんだ」

「も、もうちょっと早く教えてください……………………あれ」

　我に返ってユミィは周りを見回した。

　銀世界。天上からは白夜色の光がふりそそぎ、その下の大地は見み渡わたすかぎり綿のような新雪に覆われている。

　……ここはどこ？

　それにシェルティスは？　わたし、シェルティスと一緒に穢歌の庭エデンに堕ちたはずだったのに。彼の姿がどこにもないのはなぜ？

「気分はどう？」

「あ……」

　その一言に、ようやく眼前の人物へと意識が移った。

「ご、ごめんなさい！　わたし何が何だかわからなくなってて。あ、あの。わたしを介かい抱ほうしてくれてたんですよね。ありが……は、く……しゅんっ！」

「どういたしまして。だけど、そんな畏かしこまらないで」

　くすっと微笑ほほえむ少年。

　漆しつ黒こくの外がい套とうを羽織っていて、髪かみの毛はちょうど肩かたに届くくらいだろう。外側が長くて内側になるにつれ短く切りそろえてある。……あ、あれ。女の子？　どっちだろ。

　綺き麗れいな顔立ちで、それにとても澄んだ微び笑しよう。なのに、何を考えてるか感情が読めない。そんな不可思議な雰囲気の人だ。

　……それに、とても神秘的な色の髪。

　赤でも青でもない艶つややかな暗色。濃こい紫むらさき……というと魔笛の色を思いだすけれど、それより鮮あざやかで神秘的な色合い。まるで夜空がそのまま宿ったような髪色だ。

「気分はどう、ユミィさん」

　はて。

　思いがけず自分の名を呼ばれ、ユミィは目を瞬しばたたかせた。

「わたしのことご存じなんですか？」

「紗砂シヤサから聞いてるからね」

　……紗砂？

「覚えてない？　小こ柄がらでとても細身で、そして水鏡色の髪をした女の子」



“〝紗砂、ご無事ですか”〟

“〝負けられない……あの侵攻者たちに、人ひ間との本気を見せてあげましょう”〟



「あっ！」

「思いだした？」

　氷結鏡界が完成する前の世界を疑似体験した時のことだ。……思いだした。塔とうの大聖堂でツァリという女性に出会って、そこで不思議な経験をしたんだった。

　そこで出会ったのが紗砂という女の子。天結宮ソフイアの巫み女こにもいないくらい、とてつもない沁しん力りよく術式の使い手だった。

　……あれ？

　……その子にわたしのことを教えてもらったって、どういうこと？

　だって、あの子が生きてた時代はずっとずっと昔のはず。

「おや、もしかしてまだ本人から聞いてなかったかな」

「何をですか？」

「天結宮ソフイアという塔の皇おう姫ひが、その紗砂・エンデンス・凜・ケール本人だって」

「……え」

「そもそもこの話は──」

「ま、まま、待ってください！　ですからどういうことなんですか。だってあの紗砂って子はずっと昔に生きてた人なんじゃないんですか！　なのにサラ様が彼女だなんて、そんなわけが……」

「ありえるのさ。サラというのは、彼女が当時名乗っていた仮の名前だね……懐なつかしいな、あの子と出会ったのも雪の日だったっけ」

　そう言って黒衣の人が天を見上げる。

　ひらひらと舞まい踊おどる雪に思いをはせているかのように、その双そう眸ぼうは細く細く弧こを描えがいていた。

「……あなた誰だれなんですか」

　一歩だけ後ずさった。

　初めて、目の前の人物がどれほど不可思議な存在かを認識した。巫女も知らない皇姫の正体を知っていて、さらにそんな彼女と旧知の仲にあるなんて。

「シャオ」

「？」

「自己紹しよう介かいが遅おくれたかな。自分の名はシャオ。紗砂の出身地方の表記だと『音を紗おる』という意味で『紗音シヤオ』って記せるみたいで、紗砂からは紗音シヤオって呼ばれてた」

　……この人が紗音。

　……そしてあの女の子が紗砂。すごく似た名前。まるで親子か姉弟きようだいみたい。

　だけど髪色はまったくの真逆。彼女の髪は七色に移り変わる水鏡色だったけど、こっちは決して移り変わることなき夜色だ。

「紗砂とは義理の家族というか、付き合いの長い友人みたいな関係でね。立ち場としては名付け親にあたるのかもしれない」

「……名付け親。シャオさんがですか」

「うん。まあ成り行きだけど」

　黒衣の下、シャオが肩をすくめてみせる。

「彼女には元々の名前がなかった。生まれた時から強力な沁力を有する聖女として扱あつかわれてたから、聖女以外に呼ばれたことがなかった。ゆえに名前も必要なかったらしい。……皇姫の力について巫女に説明する必要はないよね」

「よく存じてます」

　浮遊大陸オービエ・クレアでもっとも強大な沁力の持ち主が皇姫サラ。

　氷結鏡界をたった一人で一ひと月つきも維い持じできてしまうことがまず凄すさまじい。五人の巫女が三日で疲ひ労ろう困こん憊ぱいに達することを考えれば驚きよう異い的な力だ。

　……だから、今も後こう継けい者しやが決まってない。

　今の皇姫が凄すごすぎるから、誰もその役目を継つげないなんて公然と噂うわさされている。

「彼女が生まれた時代も同じだった。沁力の源である禁断水晶の力をもっとも強く受けた人間として、幽ゆう幻げん種しゆから世界を救う聖女として期待されてたそうだよ」

「想像はできます。本当にすごい方ですから」

「だけど紗砂にはそれが苦痛でしかなかった。苦しい修しゆ行ぎようを課せられたうえに孤こ独どくな実験スペースで一日中監かん視しされ続け、いつしか彼女の心はカラカラに乾かわいていった。生きることに意味を見いだせず、聖女であり続けることにも疑問を抱いだき…………最後に彼女はとうとう修行先の教会から逃にげだした。それがこの山で、彼女が行きついたのは麓ふもとの小さな炭たん鉱こう街だった」

　雪の積もった山道を指さすシャオ。今は真白い木々に阻はばまれて見えないけれど、この道をずっと下った先に街があるという意味だろうか。

　いいえ変だ。だってここは穢歌の庭エデンじゃないの？

「自暴自じ棄き。吹雪ふぶきの中を裸足はだしで走り続けて街にたどり着いたはいいけれど。街の外れにさしかかった時点で、あの子は気を失って倒たおれてしまった」

「……それを介抱したのが」

「うん。偶ぐう然ぜんに通りかかったのが自分だった。泊とまってる宿まで運んでベッドに寝ねかせて、彼女が目を覚ました後はずっと彼女の話を聞いてたよ。どうしたんだいって訊きいた自分をつかまえて、ここぞとばかりに不満と愚ぐ痴ちをまき散らしてた。部下は大人は周りは～って。その時の剣けん幕まくはすごかった。彼女のあんな表情を見たのは自分だけだって思うくらい。それくらい彼女は追いつめられてたんだろうね」

　だけど────

　滑なめらかに言葉を続けていたシャオが、そう言って初めて言葉を区切った。

「三日くらいそれを続けた夜に、突とつ然ぜん彼女が泣きだしたんだ」

「……悲しかったわけじゃないんですよね」

「そのとおり。彼女は泣きながら『ありがとう』って何度も何度も自分に頭を下げた」



“〝ありがとう。

　私の話をこんなにも真しん剣けんに聞いてくれたのは、シャオが初めてよ……

　……ありがとう。本当に嬉うれしい”〟



「彼女は悩なやみを全すべて打ち明けてくれた。聖女になることへの不安と疑問。そもそも聖女とは何なのか。どうあるべきか。自分を犠ぎ牲せいにしてまで奮ふん闘とうするような価値が、本当にこの世界にあるのか。その問答にもさらに三日を費やしたっけ」

「……全部答えたんですか」

「うん。いくつかは彼女の賛同を得られたけど、彼女の思おも惑わくと真逆の回答もいくつかあった。それについてまた話を重ねたね。全てが全て彼女の納なつ得とくいく回答じゃなかったのかもしれない。だけど全てが終わった後に、彼女はこう言ったよ」



“〝私、聖女として頑がん張ばってみる。

　シャオみたいに頭が良いわけじゃないから難しいことは考えられないけど、今日まで一いつ緒しよに話してたことはすごく楽しかった。

　ここで頑張らないと、その楽しかったことが無む駄だになっちゃう気がするから”〟



「その時だった。彼女の表情が、あなたの知る皇姫サラとしての表情になったのは」

「……そんな過去がサラ様に」

　ああ、そしてその時なんだろう。

　今まで名前のなかった皇姫様が、紗砂という名前を見いだした瞬しゆん間かんは。

『砂を紗おる』とは、砕くだけた欠片かけらを一つに紡つむぎなおすという意味。すなわち幽幻種によって窮きゆう地ちに立たされている人たちを一つにまとめあげるということ。

「だからシャオさんが名付け親なんですね」

「そんな大層な名前じゃないんだけど、彼女本人はずいぶん大きな意味合いで考えていたみたい」

　風にたなびく外套が不定形に大きくうねる。それを気にすることもなく、目の前の人物はその場でじっと宙を眺ながめていた。

「ところで、さっきからこの場所が気になっているんでしょう？　良ければ周りをちょっと歩いてくるかい？」

「……そうしたいんですが」

　今は落ちついて探たん索さくなんかできる状じよう況きようじゃない。皇姫サラ様についてはまだまだ聞きたいことがあるけど、まず何より先に合流しなくちゃいけない相手がいる。

「ごめんなさい。わたし、捜さなくちゃいけない人がいて」

　真白い雪が降り積もる冬山。穢歌の庭エデンにこんな空間がある理由が謎なぞだけど、とにかくシェルティスを見つけないと。

　……いったいどこにいるの。

　……一緒にいてくれないのが、今こんなにも不安で仕方ないよ。

「それは彼のことかな。穢歌の庭エデンに堕おちたっていう」

「！　そうです、シェルティスの場所も知っているんですか!?」

「ううん。だけど無事でいるんじゃないかな。彼もこの空間のどこかに堕ちてきただろうから、少なくとも幽幻種と死し闘とうを繰くり広げてるってことはないと思うよ」

　幽幻種のいない雪山。

　穢歌の庭エデンなのに魔ま笛てきの波長をまるで感じない。それはどういうことなの？

「ついておいで」

　ここじゃ雪も降りっぱなしだからね──空から降り続ける白の結けつ晶しようを指さすシャオ。

「歩くのは平気？」

「え、ええ……」

　シェルティスの名前を出されると、さすがについていくしかない。

　でもどこへ行くんだろう。

　膝ひざ下したまで雪のつもった丘きゆう陵りようを歩きだすシャオ。てっきり丘おかを下るのかとばかり思ってたけど、その足先は上へ。つまり雪山をめざす方角へと向いているではないか。

「ここが皇姫サラの生まれ故郷だと言ったら、驚おどろく？」

「……驚くというか、どんな返事をすればいいのか」

「素す直なおだね」

　雪山を先導するシャオが、横顔だけ向けてクスッと微笑ほほえんだ。

「この雪山はかつてエルマリア神教界と呼ばれていた国の領土で、この連れん峰ぽうの麓で彼女は生まれたんだ」

「あの……ですけどここは」

「穢歌の庭エデンと呼ばれる場所で間ま違ちがいない。ここは第五鏡界。穢歌の庭エデンでは地表から五番目に位置する区画。全体でも深い場所にあたる」

「────」

　ここが穢歌の庭エデンの深部に迫せまる場所？

　うそ。だって……これじゃあ浮遊大陸オービエ・クレアの雪山と何一つ変わらないじゃないか。この雪も、雪をさらう風も澄すんでいる。さっきまでの大気は吸いこむだけで肺の中が灼やけつくように痛くなったのに。

「浄じよう化かされたんだよ」

　シャオの口から白い呼気。

　痩やせた両りよう肩かたにうっすらと雪をかぶった黒法師が、ふり返りもせずに言葉を続ける。

「千年前、世界は幽幻種によって壊かい滅めつしかけていた」

「……サラ様の暮らしてた時代ですね」

「うん。最終的に世界の面積の九割以上が魔笛のはびこる死の大地と化し、人間は残る一割の大地に避ひ難なんした。でも狭せまい大地だから居住スペースにだって限界がある。ユミィ、あなたならどうする？」

「……ビルとかマンションとか。高い建物なら」

「そう。だけどビル程度じゃとても避難した人間を受けいれることはできなかった。必要なのは『塔とう』だったんだ。それも桁けた外はずれに巨きよ大だいな塔。すなわち大地と天とを結ぶほどに高く荘そう厳ごんな塔でなければ人々を助けることはできなかった」

　…………

　……大地と天を結ぶほどに巨大な塔。

「まさか」

「そう、それが天結宮ソフィア。そして残った一割の大地こそが浮遊大陸オービエ・クレア」

　千年前。

　人は最後の希望として天結宮ソフイアを建て、わずかに残った清せい浄じような大地を空へと逃のがした。

　ざっ……ざざ……っ。

　雪をかき分ける二人分の靴くつ音おとがこだまする中で、ユミィの耳にはもはやシャオの声しか聞こえなくなっていた。

「…………」

　……胸の鼓こ動どうが収まらない。

　前を歩くシャオにまで心しん拍ぱく音が届いてしまっている気がして、ユミィは法衣の外から自分の胸を押さえつけた。

　緊きん張ちようでも興奮でもない。

　ただ「過去がそうであった」という話を聞いているだけなのに、……どうしてわたしの身体からだがこんなに熱くなってるの？

「じゃあ昔はもっともっと大きな大陸が？」

「うん。今の浮遊大陸オービエ・クレアなんかと比べものにならない大きな大陸があった。だけどその大陸もほとんどが魔笛に蝕むしばまれてしまって、それ以上の侵しん食しよくを防ぐには氷結鏡界という結界で大陸を切り離はなすしかなかったらしいね」

　切り離された部分が浮遊大陸オービエ・クレアとして浮ふ上じよう。残された大地は、穢歌の庭エデンとともに氷結鏡界の氷に封ふう印いんされた。

「それがエデン・プロジェクトと呼ばれていた計画。だけど反対も少なくなかった。何しろ大陸のほとんどを穢歌の庭エデンに沈しずめてしまうんだからね。大陸の一部を浮上させるなんて奇き蹟せきを信じてくれる人はわずかだった」

「……サラ様はやり通したんですよね」

「うん。エデン・プロジェクトには穢歌の庭エデンを凍とう結けつさせる以上の目的があった。それが、魔笛に蝕まれた世界を穢歌の庭エデンごと丸ごと浄化すること。空に逃にげるしかなかった人間が再び大地に立てるように」

「…………」

　今一度、ユミィは自分の周りを眺めてみた。

　ちらちらと降り積もる雪も、それを運ぶ風も空気もかぎりなく澄んでいる。向こうの森だってそうだ。ぶ厚い雪のヴェールの下には青々とした緑の葉が茂しげってる。

　……これが浄化の終わった大地。

　……巫み女こや千せん年ねん獅し、天結宮ソフイアの人たちの努力がこんなところで花開いていたなんて。

「────」

「どうしたの、急にうずくまっちゃって。寒い？」

「……嬉うれしいんです」

　ふるえの止まらない手で自分の両肩を力いっぱい握にぎりしめた。

「わたし、穢歌の庭エデンの内部にこんな場所があるなんて思わなかった……。幽ゆう幻げん種しゆとの戦いはこれからも永遠に続くんだろうって思ってました」

　でも違ちがうんだよね？

　いつか遠い未来、穢歌の庭エデンの浄化の終わる日が必ず訪おとずれる。そうしたらもう誰だれも怯おびえる必要なんてない。わたしたちは本当の大陸に降り立って、浮遊大陸オービエ・クレアよりもっともっと大きな大地を素す足あしで駆かけ回ることだってできるんだ。

　──シェルティスと一いつ緒しよに。

　──いつかそんな日が。

「だけど、シャオさんはどうしてこんな場所を知ってるんですか？」

「自分は元々ツァリの知りあいで、彼女と交代で穢歌の庭エデンの状じよう況きようを見に来たというわけ。どこまでの範はん囲いが浄化されているかの調査をね」

「……ツァリ」

「聞き覚えがある名前でしょ？　なにしろ穢歌の庭エデンを浄化するという世界規模の計画をたった数人でやり遂とげたチームの一員だ。『聖女』紗砂に『反逆者』ツァリ、そして機械工学の鬼き才さいヨミと彼女の創つくりし『不完全神性機関』イリス。まさに世界を代表する者たちが集まったチームと言えた」

「ツァリ……イリス…………」

　どちらも聞き覚えがある。いや、むしろ彼女たち以外にないという心当たりがある。それも偶ぐう然ぜんじゃないというの？

「だけど彼女たちの輝かがやかしい活かつ躍やくの裏で、誰にも知られず、彼女たちを支え続けプロジェクトを実現に導いた一いつ般ぱん人がいた」

　意味深な口調で言葉を区切り、シャオがにこりと微笑んだ。

「一般人、ですか」

「そう。世界を救うという重圧に苦しむ紗砂を激げき励れいし、自らの宿命に苛さいなまれていたツァリに手をさしのべ、病びよう床しようにあったヨミの手足となって天結宮ソフイアの基き礎そ設計を完成させ、そして不完全神性機関イリスの主人として幽幻種と戦い続けた軍学校アカデミーの少年──凪なぎ・一いち咲さき・ジール。彼こそがプロジェクト・エデンの真の主役と言えるのかもしれない。ま、これは蛇だ足そく程度の話として聞いてくれればいいよ。ちょうど目的地も見えてきた」

　漆しつ黒こくのローブから細い腕うでを覗のぞかせるシャオ。

　その指先が、雪の積もった古い教会をまっすぐ指し示していた。

「あそこにね、あなたを案内したかったんだ」

「教会ですか」

「そう。千年前に皇おう姫ひサラが一人で修しゆ行ぎように励はげんでいた教会。ちなみに天結宮ソフイアの２８１階に大聖堂という祈いのりの部屋があるけれど、その部屋のデザイン元となった教会だそうだよ」

「……何があるんですか？」

　もしかしたらシェルティスがいる？

「彼のことが気になる？」

「え」

「顔に出てるよ。気持ちはわかる。だけど彼のことより、今はあなた自身の気持ちを固めるべき時が迫せまってることも忘れずに」

　……わたしの気持ち？

「あなたを待ってる者がいる。ツァリにかわって浄化の様子を確かく認にんするよう自分に依い頼らいした張本人がね。それで断る間もなく強制的にここまで移動させられてしまった。まったく、そうと知っていれば少しは準備もしてたんだけど」

「……えっと、その人がシャオさんを穢歌の庭エデンに移動させたんですが？」

「そう。制限はあるけど、自分と違って『彼女』はとてもすごい力を持ってるよ。その彼女があなたにお願いがあると言ってた。まずは話を聞いてあげてほしいんだ」

「……わたしの知ってる人ですか」

「名前だけは知っているはず。でも正確には人じゃない。さっきまで『人』って言ってた自分が悪いんだけど」

「ええっ!?」

「やっぱりあなたは面おも白しろい。話一つ一つに笑って怒おこって驚おどろいてくれるんだね。紗砂もそうだけど、自分の知人はみんな何を言ってもサラリと受け流すのが多くて張り合いがなくて。それと比べ、あなたはとても話し甲が斐いがある」

　楽しげにシャオが両目を細めてみせる。

　わたしの反応がいちいち面白くて仕方ない、そんな悪戯いたずらっぽい表情だ。

「でも、これから聞くであろう話は決して良い話ばかりではないかもしれない。知りたくない現実を見せられることもあるだろうし、そのうえで苦しい決断を迫られることも覚かく悟ごした方がいい」

「…………」

「心の準備はいい？」

　……そう言われても。

　そんないきなり、知りたくない現実をなんて言われたら誰だって身構えたくなるに決まってる。どんな話を聞かされるか予想もつかないからなおさらだ。

「待ってくれるんですか」

「待つことには慣れてるよ。だけど待ってるぶん時間もかかるから彼との合流も遅おそくなる。それでもいいのなら────」

「行きます！　いますぐ行きますから連れてって！」

「……やっぱりあなたは面白い」

　前を歩くシャオに向かってユミィは全速力で駆けだした。



　　　　



　穢歌の庭エデン・第五鏡界。

　宝ほう条じよう軍学校アカデミーと標識に記された正門をぬけ、向かったのは校舎だった。

「プロジェクト・エデン……」

　我知らずシェルティスはその単語を呟つぶやいていた。

　千年前に発足した計画の目的は穢歌の庭エデンの凍結、そして魔ま笛てきに覆おおわれた大陸全土の浄じよう化か。それが氷結鏡界の起源だということになる。

「じゃあ穢歌の庭エデンの深部にこんな学校があるのも」

「そそ、ごく当然てこと。決定的だったのは、紗砂っつぅチビ聖女が氷結鏡界を発動する直前だった。個体数の計測もできないくらいの幽幻種の大侵しん攻こうに世界中が同時に襲おそわれて、結局、結界の発動時には大陸のほとんどが魔笛に汚お染せんされちまったらしい。俺みたいな一いつ般ぱん庶しよ民みんには最終的な被ひ害がい規模もわからないけどな」

　先を行く少年が、背中を向けたまま拳こぶしを固かたく握りしめる。

「この学校以外にも浄化されてる場所は？」

「あると思うぜ。というのも、この学校一帯は浄化されてるんだけど、その先がまだ浄化の終わってない地帯で先に進めない。進むこともできなくはないけど幽幻種がウジャウジャいる世界だからな。たぶん浮うき島しまみたく局所的に浄化の終わってるところが点在してるんだと俺は理解してる。アンタが捜してるって言ってたユ、ユ……」

「ユミィ」

「そそ。一緒に穢歌の庭エデンに堕おちてきたっていうなら、この軍学校アカデミーじゃなくたって近くに落下してる可能性は高いんじゃないか？」

　あとは二つに一つ。

　浄化された無事な場所に堕ちたか、それとも幽幻種の蠢うごめく場所に堕ちたか。

　……イリスが無事だったなら探たん索さく機能も使えたんだけど。

　胸のペンダントにつけた機械水晶イリスは依い然ぜんとして輝きを失ったままだ。さっきから声をかけてみてるけど返事はない。

「でもさ。アンタにゃ悪わりぃけど俺の方は、なんつぅかほっとしたよ」

　コツ。

　足音を響ひびかせて迷めい彩さい服の少年が立ち止まる。

「さっきも聞いたけど、皇姫サラと五人の巫女だっけ？　そいつらが浮遊大陸オービエ・クレアを幽幻種から護ってるんだろ。それであんたが彼女たちの護衛らしいじゃん」

「うん。でも僕だけじゃない。千人以上の護衛が天結宮ソフイアにいて彼女たちを護まもってるから」

「皇姫サラか。……チビ聖女のくせに大層な名前名乗りやがって」

　通路の壁に寄りかかる少年が、何かを思いだすように顔を上げた。窓ガラスの先にある光り輝く天上を懐なつかしむように見つめ。そして────

「俺は凪。凪・一咲・ジールっつぅんだ」

「え？　あ、……ええとそれ」

「俺の名前。まだお互たがい自己紹しよう介かいもしてなかったもんな。アンタは？」

「シェルティス」

「そか。で、ツレの彼女がユミィってのはさっき聞いたしな。こんな辺へん鄙ぴな場所でアンタらにしちゃとんだ災難だろうけど、俺は……久々に他人の声が聞こえてほっとしたよ。こんな誰もいない場所にずっと一人でいるからな」

　独り言のように呟いて、凪がふっと息を吐はく。

「一人で穢歌の庭エデンに？」

「ああ。厳密に言うんなら一人じゃないんだけど、今こうして話せるような仲間は見あたらないって状況だ」

　わずかな自じ嘲ちようを言葉に滲にじませて凪が再び歩を進める。

　巨きよ大だいな校舎の中央階段を昇のぼって。

「……凪、一つ聞いていいかな」

　ずっと気になっていて、だけど聞き出せなかったことだ。

　この少年はいつから。

　どうして穢歌の庭エデンのこんな場所にいるのだろう。

　浮遊大陸オービエ・クレアの現状を知らないかわりに、はるか過去のことに詳くわしい。それにさっきの『アンタは今を生きてる』という言葉も、普ふ通つうは同年代の相手に使う言葉じゃない気がする。だとしたら…………

「凪は──」

「着いたぜ」

　口にしかけた言葉が、その一言で中断された。

　彼が足を止めたのは校舎二階の最さい奥おうにある扉とびらの前だ。扉の外見は、今まで通ってきた教室と何ら変わらない。扉の向こうに明かりがついてるわけでもない。

「実を言うと、倒たおれてたアンタを見つけたのは俺じゃなかったんだよな」

「……どういうこと？」

　自分を見つけたのが凪ではない。

　だとしたら、まだこの学校には凪以外に人間がいるということだ。でも彼はついさっき、話せるような仲間はいないと自分で明言したばかりじゃないか。

「先に言っとくぞ。この向こうにいるのは人間じゃない」

　そう言われ、真っ先に思いつくのが機械水晶イリスのような人工知能機器だ。

「機械？」

「機械じゃない。じゃあ何なのかって言われると俺にもわかんねぇ。幽ゆう幻げん種しゆって言ったら怒られた。でっけぇトカゲって言ったらもっと怒られた。そんな奴やつ」

「……ごめん、全然わかんない」

「悪ぃ。実は俺もだ」

　扉を軽く叩たたいて彼が苦笑い。

「そもそもなんでウチの学校に居座ってるのかも不思議なんだけどな。ただ、もうすぐ俺くらいの少年が堕ちてくるって知らせてきたのはソイツだ」

「堕ちる前？　堕ちた後に見つけたんじゃなく？」

「ああ。ソイツが妙みようにあんたのこと気にかけててさ、連れてこい連れてこいってうるさいんだ。会ってみるかはあんた次し第だいだけど」

　……相手は僕のことを知ってる。

　……人間じゃないってことは華宮カグラみたいな亜人のことか？

　浮遊大陸オービエ・クレアの周辺に浮うかぶ浮遊島ラグーンには、亜人と呼ばれる者たちが何種族も暮らしている。ネルの民たみである華宮も獣けものみたいな耳をしてるし……

「相手は僕を知っている？」

「だと思う。だけど俺だってソイツのことは詳しく知らない。言っとくけど強制するつもりはさらさらねーよ。アンタが怪あやしいって思ったら断ってくれりゃあいい。……ただ、ま、この向こうにいる奴ならユミィって子の場所も知ってそうだったからな」

「……そうだったんだ。ありがとう」

「礼を言うのはこっちの方」

「え？」

「ああ、いや……いいんだ。俺はここで待ってるから行ってきな」

「わかった。じゃあとにかく会ってくる」

　彼の横を通り抜ぬけ、目の前の扉に触ふれようとした矢先。黙だまっていた凪なぎが後ろから突とつ然ぜんに声を張り上げた。

「あ、やっぱ待った！　シェルティスちょっと待て！」

「どうかした？」

「…………あ。いや、ええと」

　無言で彼が凝ぎよう視しするのは自分────ではなく、その胸むな元もとに揺ゆれているペンダント？

「そのアクセサリ、先せん端たんについてる水晶はもしかしてＡＩ搭とう載さいの機械水晶イリスか？」

「わかるの？」

「こう見えて昔は機械技師を目指してた時もあったんでね。で、それ壊こわれてるのか？　さっきから全然動こうとしないっぽいし」

「……ええと」

　ユミィを助けるために機械水晶イリス内部に残っていたエネルギーか何かを放出した。シェルティスが理解しているのはそこまでだ。

「機械に詳しいんだ？」

「詳しいどころか。……いや、まあそうだよな。今さら偶ぐう然ぜんなんて言葉で終わらす必要もないか」

　チャリ。

　ペンダントの接合部分へと少年の手が伸のびる。と思った時には、既すでにペンダントの先端から機械水晶イリスが外されていた。

「あっ」

「こいつ借りとく。なに、すぐ直して届けてやるよ」

　灰色の機械水晶イリスを握にぎりしめる凪。

「直すって。そんな……原因も調べずに見ただけで」

「大だい丈じよう夫ぶだって。アンタはユミィって子を心配してやればいいんだよ。さ、ほら。扉の向こうの奴も待ちくたびれてるぜ？」

「……わかった。イリスを任せたから」

「任せとけって」

　不敵に笑む彼に背を押され、シェルティスは目の前の扉を開けた。



　──黒の上着を羽織った少年が教室の中へ。

　その背中が完全に扉の向こうへ消えてしまったことを確かく認にんし、凪と呼ばれた少年はゆっくりと機械水晶イリスへと目をやった。

「……よう」

『────』

　機械水晶イリスからの返事はない。

　シェルティスの胸元にぶら下がっていた時点で予想はしていたが、かなり根本的な部分でシステムエラーを起こした可能性が高い。

「どうせまた無茶したんだろ。……ホント変わらねぇな我が家のダ家メ政イ婦ドさんは」

　口元をわずかにほころばせ、凪は小さく溜ため息いきをついた。

　……そうだよ、まだ戦ってるんだよな。

　……お前も紗砂も、ツァリも、それに…………俺だってまだ。

「おい、なに寝ねてんだよ。起きろダ家メ政イ婦ド」

『────』

「あと少しなんだろ。こんなとこで寝てるんじゃねえよ。俺と約束したじゃねえか。……心配すんなって。お前がどうしようもなくなった時は、てめぇのご主人様たる俺がいつだって駆かけつけて何とかしてやるさ」

『────────』

「大丈夫。お前ならできるよ。お前は世界で一番優ゆう秀しゆうな家メ政イ婦ドロボなんだろ？」

『────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………な……………………ぎ………………？』

　灰色の機械水晶イリス。

　その奥の奥のそのまた奥で、ほのかに蒼あおい光が瞬またたいた。

「なんだよ、やりゃあできるじゃねえか」

　現金な奴。

　どうせこれもお前にしたら「愛の力です」なんて言うんだろ？

『………………これは……夢ですか？』

「ああ、そうかもしれねえな」

『…………』

「だけど前に言っただろ。現実にならない夢なんてねぇんだよ。今はまだ泡あわみたいな夢だって、お前が希望を捨てないかぎりいくらでも現実に変えられる。忘れるんじゃねえよ、お前の名前は何だったか言ってみろ」

『…………“〝Ilisイリス【希望】”〟……で、す』

「なら頑がん張ばれ。俺はここで頑張ってる。だからお前も向こうで頑張れ」

『…………はい。ご主人様』



　　　　４



　案内された教会は、ユミィが遠くから見た以上に古く傷んでいた。

「すごく……時代を感じる建物ですね」

　蜘く蛛もの巣状に亀き裂れつの入った横壁にはびっしりと苔こけが生えている。屋根の石いし瓦がわらは半分以上が崩くずれ落ちてて、これじゃあ外からの雪も入りっぱなしだ。

　……唯ゆい一いつ残ってるのは窓？



    

  
    
      　色あせたステンドグラスだけが、今なお当時の装よそおいを伝えてくれる。

「端はじっこは歩かないようにね。老ろう朽きゆう化してるから床ゆかが抜け落ちるかもしれない」

　細長い通路で。

　先を行くシャオが足あし下もとを指さした。確かにそうだ。長期間の使用に耐たえてきたはずの通路も、風化によって表面が細かい孔あなだらけになっている。

「シャオさんは、この教会によく来るんですか？」

「二度目かな。つい数日前に待ち合わせで来ることがあったけど、それきり。だから内部の構造もよくわかってなくて」

「……意外」

「どうして？」

　楽しげに髪かみをゆらせてシャオがふり返る。抑よく揚ようこそ疑問調だけど、その実、どんな答えが返ってくるのか楽しみで仕方ない。そんな表情だ。

「えと、すごく歩き慣れてる気がしたからです。構造もわからないっていうけど、こんな大きな教会なのに迷わず進んでるみたいだし」

「なんとなくだよ。遺い跡せきとか古城を巡めぐるのが好きだから慣れかもしれない」

「お仕事ですか？」

「雑用っぽい仕事だね。今から会う人に何かと頼たのまれることが多くて。世界中の色んな場所を自分が見て彼女に話して聞かせるっていう仕事。もともと流れ者みたいな生活だったから天職ではあるんだけど」

　流れ者。

　あちこちの場所を旅して回る人、という意味でいいんだよね？

「さっきも言ったけれど、皇おう姫ひサラはこの古びた教会で一人修しゆ行ぎように励はげんでいたそうだよ。当時は聖都と呼ばれる場所に大規模な訓練施し設せつもあったらしいんだけど、彼女はもっぱらこの場所を好んでたそうだ────これはツァリの情報からだけど」

「少し気持ちわかります。こういう訓練て、やっぱり一人の方が落ちつきますから」

「そうだね。なら、巫み女ことしてこの場所にも見覚えがあるでしょ？」

　両開きの扉とびらにシャオが手で触れる。

　ギィィィィッ……

　まるで自動ドアだ。ろくに力をこめた素そ振ぶりもなかったのに、ぶあつい埃ほこりの積もった金きん属ぞく扉とびらが重々しい音を奏でながら開いていく。

「ここが──」

「礼拝堂。天結宮ソフイアの２８１階にある大聖堂の元になったと言われてる」

　広々とした空間を埋うめつくすのは真しん鍮ちゆう色に輝かがやく祭具たち。

　そびえたつ銀色の円柱。天てん井じようは真っ青な塗と料りようで彩いろどられ、まるで大草原から空を眺ながめたような錯さつ覚かくさえある。

「……そっくりです」

「皇姫サラが手ずから設計した数少ないフロアだから。今でこそ巫女の訓練場だけど昔は自分でも使っていたそうだよ。そしてあの先に────」

　礼拝堂の先を指さすシャオ。

　その指先が導く先にあったのは灰色の小さな扉だった。

「あなたはまず、自分がこの先でどうしたいのかを決めなくてはいけない。このまま巫女としての任に全力をそそぐのか、それとも新しい道へと踏ふみだすか。この先の扉で、あなたは自らの故ゆえを知る」

　真鍮色と空色を基調とした荘そう厳ごんな礼拝堂。それと比べて、なんであんな地味な色合いなのかと思うくらい、ひっそりと取りつけられた入口だ。

「あの先に君を待ってる者がいる」

「……まさかサラ様とか？」

「残念。だけど『彼女』なら間ま違ちがいなく彼の居場所を知ってるよ。彼女の話が終わったら聞いてごらん」

　彼女？　誰だれ？

　この人がわたしに会わせたい人物。……普ふ段だんなら躊躇ためらわない。だけどここは穢歌の庭エデンの深部だってことを忘れちゃいけない。何が待ってたって不思議じゃないんだ。

　……どんな時だって最低限の覚かく悟ごはしておかないと。

「わかりました。行ってきます」

「うん。最初は驚おどろくと思うから深呼吸を忘れずにね」

　クスクス笑いのシャオが手を振ふる仕草。ということは、やっぱりわたし一人で行けってことなんだよね。

　──シェルティスの居場所を知ってる人。

　──それは誰？

　こくんと息を呑のみこんで扉の前へ。

　冷たい金属の感かん触しよくを指先に感じつつ、ユミィは両開きの扉を押し開けた。

「……真っ暗？」

　部屋の内側は、真夜中のように暗い。

　窓もなく天井には照明一つない。いや、そもそもこの暗さは異常だ。視界はせいぜい数メートル。夜空を凝ぎよう縮しゆくして敷しきつめたかのような密度の濃こい闇やみ夜よ。

　ギィ……

「扉が!?」

　そんな、誰もいないのに勝手に閉まっていく？

「待って！　まだわたしが内部にい────」

　慌あわてて扉にかけよって、その錆さびついた取っ手に手をかける。が、どれだけ力を加えて押しても扉は動かない。全体重をかけてるのに？

　扉が完全に閉へい鎖さ。

　そして、部屋もまた完全な暗くら闇やみに包まれた。

「誰かいるんですか!?　あ、あの。わたしシャオって人に教わってここまで────」



　ええ　シャオが無事に案内してくれたようですね



　空間がふるえた。

　音の波でも空気の波でも、光や熱の波でもない。

　鼓こ膜まくや目、皮膚。どの感覚器官にも触ふれない何かが、胸の奥に直接響ひびいた。そうとしか喩たとえようのない波動。

「──だれ？」

　黒一色の部屋で、ユミィは必死に周囲を見回した。

　前でも横でも後ろでもない。……念のためと頭上も凝ぎよう視ししてるけど、それらしき人ひと影かげなんてどこにもない。

　だが──

　声は、その真下からやってきた。



　はじめまして。時の選んだ小さき子



　ギチッ。

　空間が軋きしんだ音を立てた瞬しゆん間かん、足下の床が大きくブレた。

「っ！」

　床にしゃがみこみ、転落しそうになるのをがむしゃらに耐える。

　浮ふ遊ゆうする床がひっくり返りそうになるほどの縦たて揺ゆれだった。幽ゆう幻げん種しゆが塔とうを襲おそった時にも激しい地鳴りがあったけど、もはやその比ですらない。

「……この空間全体が、たわんでる？」

　目の前の空間を大海とするならばこの歪ゆがみは波、その水面みなもに浮うかぶ一切れの木片がこの床で、かろうじてそれに乗っている人間が自分。

　そしてこの揺ゆれはまるで。

　何か途方もなく巨大なモノが、海の底から浮かびあがってくるような──

「わたしの立ってる場所は床じゃない!?」

　はるか下、眺めるだけで意識が吸いこまれそうなほどの下。靄もやがかかったようだった黒の光景に、ぼうっと白い何かが映った。その瞬間──

　ぞくっ。

　痛みにも近い寒気が全身を走った。

　悪お寒かんではない。恐きよう怖ふとも違う。そんなありきたりの概がい念ねんと一線を画す、より高次で形容しかねる類たぐいの寒気だ。

　切り立った渓けい谷こくから漠ばく々ばくたる瀑ばく布ふを眺めるような──畏い怖ふにも通じる感情。

　そして、真下に広がっていた黒の世界が真っ白に塗ぬりつぶされた。

　……来る！

　とてつもない、途方もない何か。



『ソレ』はユミィの立つ床ゆかの真下から、そして一気にはるか頭上まで浮ふ上じようした。



　首筋の寒気を自覚しながらも、ユミィは眼前の存在をじっと見すえた。

「──巨蛇ミクヴエクス!?」

　穢歌の庭エデンから浮上した三体のセラの虚きよ像ぞう。その一体。自分は戦っていないけど、先せん遣けん隊たいが撮さつ影えいした映像で姿は当然に把は握あくしている。

　まさにあの時の幽幻種。

　……だけど。色が違う？

　濃こ紫むらさき色の魔ま笛てきを帯びていたのがセラの虚像。だけどこの蛇は違う。まるで自ら光を発するように輝いているではないか。



　驚かせてしまいましたか？



　白夜色に輝く蛇。

　肌はだはほぼ全すべての鱗うろこが逆立ち、後頭部には二本の突とつ起き。蛇らしい巨大な口はあるが牙きばはなく、頭部には眼めに相当する部位が欠けつ如じよしている。

　何より、巨大。

　自分が見上げているのはその頭部だけだ。

　頭部だけで目の前の視界全体を埋めてしまう蛇。その首から下は、彼方かなたの空間からどこまでもどこまでも続いてる。そしておそらく、その身体からだに終わりはない。

　──それにしても、なんて……なんて存在なんだろう。

　呼吸すら忘れ、ユミィは目の前の相手を見上げた。緊きん張ちようしているという自覚はない、それなのに唇くちびるがみるみる乾かわいていくのがわかる。



　事前にわたしのことを話しておくようシャオに伝えていたのですが



　シャオったら。相変わらず悪戯いたずらが好きなんだから



　……喋しやべってる。

　巫女の修しゆ行ぎよう時代も含ふくめて、幽幻種が喋るなんて聞いたことがない。それになんだろう、この感覚。まるで敵意というものを感じない。それどころか優やさしい母の慈じ愛あいに似た感情すら伝わってくる。

　森厳にして気高く、重じゆう厚こうながらも美しい。

　さながらその存在自体が、犯おかし難がたき絶対聖域であるように。

「…………」

　セラの虚像じゃない？

　あの時に感じた狂くるおしいまでの悲ひ哀あいと敵意を感じない。

「あなたは──」

　こくんと唾つばを飲みこんで喉のどを潤うるおした。

「あなたは、誰なんですか」

『ミクヴェクス。あなたが戦った虚像の、その実像オリジナルと言えばわかりますか？』

　自らが発する白夜色の光、蛇が自らの声をそれに重ねる。

　それは白く輝くような声だった。

『今日は、あなたにお願いがあってここにきました』

「お……お願い!?」

『はい。あなたにしかできないお願いです』

　巨蛇ミクヴエクスがゆっくりと頭を垂れる。

　それは人が、相手に頼たのみこむ時に頭を下げるのと同じ仕草だった。

『世界の守護者である禁断水すい晶しようを、この世界から解放してほしいのです』



　　　　



　言葉がでなかった。

　息を止め、たった一本の剣けんを固く握にぎりしめ、今すぐにでも跳ちよう躍やくできるよう足先に力をこめて相手の挙動を観察する。

「…………」

　そのはずだったのに──

「なんで、お前は襲ってこないんだ」

　頬ほおに幾いく筋すじもの汗あせが伝っていくのを感じながら、シェルティスは眼前の相手に問いかけた。

　夜色の竜りゆう。

　頭部にあたる部分は鋭するどく、全身は細く流線形。その背中からは一いつ対ついの翼つばさが大きく開き、尾おはぐるりと虚こ空くうでとぐろを巻いている。

　黒竜アマデウス。

　穢歌の庭エデンから浮上した三体のセラの虚像。

　……忘れもしない、浮遊島ラグーンでの死し闘とうからまだ一日も経たってない。しかし問題はその姿だ。力の源であったはずの牙を折ることに成功したはずが、この堂々たる姿はなぜ？



　我を知らんのか



　……喋った？

　敵対する自分が思わず息を呑のむほどの威い厳げんを備えた幽幻種が、語りかけてきた？



　もう一度聞こう。我を誰だれだと思っている



　低くのしかかるような音の波。

　これでも声量を抑おさえているのかもしれないが、それでも竜が声を出すたびに突とつ風ぷうのごとき音の波が教室中をふるわせる。

　……いや、そもそもここはどこなんだ？

　凪に導かれるまま軍学校アカデミーの教室に入ったはずが、気づけば見み渡わたすかぎりの夜空が広がる小高い丘おかに立っていた。

　そして、目の前にセラの虚像が無言で佇たたずんでいたのだ。

『…………』

「…………」

　どういうことだ？

　瞬まばたきすら惜おしんで相手を睨にらんでも、幽幻種の方がまるで襲ってくる素そ振ぶりがない。それどころか語りかけてくるなんて。

　竜は無言。

　……僕が答えるまで動く気がないのか？

「幽幻種」

『ではない。我をあのような虚像と同一にするな』

　違う？

　セラの虚像の一体だった幽幻種じゃない。だとしたら新種の疾竜ワイバーンか何かか？　だけど言葉を喋る竜なんて見たことがない。

『我は黄昏竜アマデウス。お前が戦ったセラの虚像の、その実像オリジナルにあたる』

　深い夜色に輝かがやく竜。

　その発する声もまた、遥はるかな夜の隅すみ々ずみにまで轟とどろくような雄お々おしさだった。

「……実像オリジナル!?」

『問おう。お前はなぜここに来た？』

「なぜって……」

　凪の話とかみ合わない。彼の話だと竜の方が自分を呼んでこいと言ったんじゃないのか。それ以外に答えようがない。

「凪という男の子に言われて」

『そうだ。だが、仮に何の利点も無ければあの男の話には乗らなかっただろう？　誘さそいに乗ったということは何かを期待したからだ。お前は何を求めて穢歌の庭エデンに堕おち、何を求めて我のもとへとたどりついた？』

「…………」

『穢歌の庭エデンでしか知り得ぬものを求めていたのではないのか？　たとえばそう……お前に穢歌の庭エデンの魔笛が宿った理由。それはお前の考えるとおり、再び穢歌の庭エデンに堕ちることでしか手に入らぬ秘密ではある』

　…………

　……この竜は僕のことを知ってる？

　フェルンの棘とげ森もりでイグニドから聞いた話が全て真実だとするならば、この黄昏竜アマデウスもまた禁断水晶と同じ神性存在。世界の深く深くに根ざす大いなる意志という話だった。

　この竜なら知っているのかもしれない。

　三年前の穢歌の庭エデンで何が起きたのか。

　なぜ、僕が穢歌の庭エデンの魔笛を宿したのか。あの時に何が起きたのかを。

「……教えてくれるなら知りたい。三年前の全て」

『好よい表情だ』

　にやりと、不器用な表情ながらも竜が口くちの端はしをつり上げた。

『穢歌の庭エデンに選ばれた者よ。お前には穢歌の庭エデンの全てを知る資格がある。そして心せよ。穢歌の庭エデンの意志がお前という存在に集約されることを知れ────が、その前に一つだけ忠告がある』

「……忠告ってなにさ。僕に？　それとも誰かに伝えろってこと？」

『お前への忠告だ。穢歌の庭エデンに堕ちたお前だけが知る権利を持っている』

　黄昏色の竜がゆっくりと頭を持ちあげる。

　さながら、こちらの反応一つ一つを決して見み逃のがさぬためであるかのように。

『第七真音律エデン・コードを忘れろ。あれは、お前に悲劇をもたらす』



    

  
    
      　第二章　『浮遊大陸オービエ・クレアII─Igunid─』
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　……きっかけは、本当にささいな不安だった。

　虫の知らせと呼ぶにも足りない引っかかり程度の思いがあって、だけどそれを気の迷いで済ますには大きすぎて。

　だから、ただ待つだけというのは我が慢まんできなかった。

「華宮カグラ、シェルティスからの返事はまだ来ないのか」

「まだですよ。というか報告なら真っ先にモニカでしょうに。自分の員章の受信記録を確かく認にんすることを勧すすめますが」

「それが来てないから聞いてるんじゃないか」

　椅い子すに腰こしかけてテーブルに頬ほお杖づえ。

　五分前とまったく同じ回答の部隊メンバーに、これまた五分前とまったく同じ言葉で答え、モニカ──鮮あざやかな桜色の髪かみをした少女はぐったりと溜ため息いきをついた。

　十代の少女にしては物静かな雰ふん囲い気きと鋭いまなざしが印象的だが、その視線も今だけは忙せわしなく虚空をさまよっている。

「……危険な任務と言っていたな」

「異い篇へん卿きようのイグニドでしたっけ。あの人の発言を信じるならばそうですね」

　ソファーに深々と腰かけながら華宮。

　厚地の研究服を羽織った小こ柄がらな少女だが、彼女はネルの民たみと呼ばれる亜人種でもある。ツンと尖とがった両耳が温かそうな毛に覆おおわれているのが特とく徴ちようだ。

「もうしばらく待ちましょう。モニカってばさっきから同じことばかり私に聞いてるじゃないですか」

　膝ひざに巨きよ大だいな機械球を抱かかえた彼女。

　あれが機マ械キ珠ナと呼ばれる彼女の機械工作とまでは知っているが、その手のものに疎うといモニカには華宮が今なにをしてるのか予想もつかない。

「これですか？　単に電メ子ー文ルですよ。天結宮ソフイアの友人に連れん絡らくして、塔とうで何か大きな動きがあれば教えてくださいってお願いしてるんです。塔から離はなれた生ビ態オ生ト育ー野プで、こんな吹雪ふぶきのひどい地帯を巡じゆん回かい中じゃろくに情報も入ってきませんからね」

「……シェルティスの情報か」

　なんと言ったってシェルティスは自分の部隊のメンバーだ。彼と一いつ緒しよに始めた部隊も、今では華宮やヴァイエルという仲間に恵めぐまれて正式な候補生部隊として認定を受けるまでになった。もうすぐ正護士試験だって受けられる。

　……なのに異篇卿イグニドが。

　……イグニドさえ現れなければ、こんなことにはならなかったのに。



“〝私の話とはつまり、三体の危険な幽ゆう幻げん種しゆが穢歌の庭エデンから浮ふ上じようしてきてしまったというものです”〟



　浮遊大陸オービエ・クレアのすぐそばにある浮遊島ラグーンに浮上した三体の幽幻種。

　討とう伐ばつにどうしてもシェルティスの力が必要だと諭さとす異篇卿イグニドによって、シェルティスは異篇卿イグニドの用意した飛空艇ていで浮遊島ラグーンまで旅立った。

「アイツは、すぐに帰ると言っていた」

「ええ。ですが浮遊島ラグーンまで距きよ離りがありますからね。出発したのだって昨日のことじゃないですか。今日──つまり翌日のお昼に連絡が来ないからって不安がることはないですよ。シェルティスの強さはモニカが一番知ってることじゃないですか」

「ま、まあそうだけど」

　彼の安否を確かめたくても、ここは塔から遠く離れた生ビ態オ生ト育ー野プ。それも浮遊大陸オービエ・クレア有数の極ごつ寒かん地帯だ。塔に出向いて状じよう況きようを掴つかみたくても猛もう吹雪ふぶきが邪じや魔まをする。

　……シェルティス。

　……すぐ戻もどってくるって言ったじゃないか。

「モニカそんな落ちこまないで。叱しかられた子犬みたいに弱々しいですよ」

「そ、そんなことはない！　わたしはいつだって部隊長として部隊の先頭に立つ責任と覚かく悟ごをだな」

「そんなこと言って。昨日は彼がいない寂さびしさで枕まくらを濡ぬらしたんじゃないですか？」

「馬ば鹿かな。そんな情けない部隊長がどこに──」



『シェルティス………………ティス……、っ……シェルティス…………なんで……まだ、帰ってきてくれない……んだ…………っ…………』



「スピーカースイッチオフ、と」

　ピッと機マ械キ珠ナの音声ボタンを解除する華宮。

「……今のは」

「機マ械キ珠ナが記録した昨夜の音声データです」

「ええと……その、なんだ……わたしの声に聞こえたんだが」

「昨夜の録音です。私とモニカの部屋が隣となり同どう士しだってことを忘れましたか？　あんな寂しそうな泣き声で彼の名前を連呼してるんだもん」

「…………いや、だが昨夜は猛吹雪でわたしの声は気づかれないはずじゃあ」

「私の故郷も極寒地域です。ネルの民の耳が毛に覆われているのは寒さ対策で、耳が尖ってるのは吹雪の中でも仲間の声が聞こえるためのものです。忘れてました？」

「……………………」

「モニカ、恋れん愛あい感情は自由ですが理性は大事ですよ？　若さゆえの勢いで突つっ走ぱしるのは自由ですが、人目には気をつけ────」

「消せぇぇぇぇぇぇぇっぇえっっっっっっっっ！　今すぐ、今すぐそのデータを消せ！　いやむしろ機マ械キ珠ナごと破は壊かいしろ今すぐに！」

「わっ!?　ちょ、ちょっとモニカだめ。機マ械キ珠ナ泥どろ棒ぼう!?　返してくださいってば！」

　厨ちゆう房ぼうにあった包丁で機マ械キ珠ナをたたき割ろうと狙ねらいを定め────

「うるせーんだよガキども。騒さわぐなら吹雪の中でやれ。おちおち三度寝ねもできねえじゃねえか！」

　不ふ機き嫌げんそうな男の大声。

　ふり返ると、大おお柄がらな金きん髪ぱつ男性がちょうどリビングに現れたところだった。眠ねむたそうに目を細め、後ろ髪がみはひどい寝ね癖ぐせのせいで盛大に爆ばく発はつ状態だ。

「なんだよ、もう昼飯の時間じゃねえか。まだ寝たりないってのに」

「おはようございますヴァイエル。朝ご飯食べてすぐ寝てお昼ご飯。もう完全に惰だ眠みんをむさぼってますね。お腹なかに脂し肪ぼうがついて動けなくなりますよ」

「一番食ってるのはてめーだろうが。おら、飯の準備手伝えや」

「ちょ、ちょっと服を引っぱらないでくださいって！」

　ヴァイエルに引きずられながら華宮がリビングの向こうへ。

　と。

　置きざりになっていた機マ械キ珠ナがふと鮮やかな蛍けい光こう緑の色に瞬またたいた。

「華宮、この点てん滅めつは？」

「あ、それ電メ子ー文ルの受信だと思います。ヴァイエルちょっと待っててください」

　機マ械キ珠ナを拾い上げた華宮が何か操作をして──



    

  
    
      「モニカ、さっき話してた塔の友人から返信ありました。例の浮遊島ラグーンに向かってた塔の護士たちが戻ってきたようです。無事に撃げき退たいに成功したようですね」

「本当か！」

「ええ。塔の65階に塔とう内ない飛行場があるでしょ。その整備士の友人からの情報です。ほうほう、飛空艇からレオン師隊長と巫み女この春蕾シユンレイ様が降りてきたみたい」

　巫女・春蕾。

　史上最年少で巫女になった才能溢あふれる少女だ。モニカがまだ巫女見習いとして修しゆ行ぎようを重ねていた時、一緒に修行していた友人でもある。

「そうか。レオン師隊長と春蕾様が……」

「はい。手持ちのハンドカメラで動画撮さつ影えいして、それをリアルタイムで送ってくれてます。……負傷した先せん遣けん隊たいが降りてきました。待ちかまえてる医師と看護師たちが慌あわただしそうに何か叫さけんで、大急ぎで塔内医院に輸送してるような感じですね」

「……そこにシェルティスは？」

「人が入り乱れすぎて何とも。ただ、私の見るかぎりは確認できませんね。お、巫女のメイメル様だ。笑え顔がおで手を振ふりながら飛空艇の梯はし子ごを降りてきてますよ」

「メイメル様が？」

　皇おう姫ひサラが結界の維い持じに携たずさわっている間、塔の統とう括かつを担になうのが彼女だ。

　それゆえ滅めつ多たに自分からは動こうとしない。知る者が知れば、彼女が動いたという事実だけで今回の事件の深刻度が窺うかがえるというものだ。

「だとすれば千せん年ねん獅しの爛ラン師隊長もか」

「それがいないんです。……おかしいなあ。メイメル様が大きな黒いビニール袋ぶくろを自分で掴んでズルズル床ゆかを引きずってるけど、あの内部に入ってるわけないですし」

「自分の専属護衛をビニール袋に入れる巫女がいるわけないだろう」

「ですよね。もしかしたら巫女と千年獅で別行動だったのかも。……あれ？　船の操縦士たちが降りてきた。となるとこれで全員てことになりますね」

「そんなわけがあるか!?」

　華宮の真後ろに立ち、機マ械キ珠ナに映しだされる画面を一緒に眺ながめる。

　巫女、千年獅、輸送される護士たち。そして付きそいの医師と看護師。その後から整備士と操縦士たちが昇降機エレベータへと歩いていく。

　華宮のいうとおりだ。

　そのどこにも彼の姿がない。じゃあどこに？



「彼は戻ってきませんよ」



　声はすぐ真後ろからだった。

　真っ黒い姿の人物。

　艶つやのある黒い鍔つば付き帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、さらには漆しつ黒こくのスーツに黒のブーツという徹てつ底ていぶりだ。黒でない色はスーツの金ボタンと両手の白手て袋ぶくろくらいのものだろう。

「イグニドッ!?」

　自分たちにセラの虚きよ像ぞうの情報を伝え、討伐の話を持ちかけた人物。いやそもそも、シェルティスが天結宮ソフイアから追放させられかけてる状況だってコイツのせいじゃないか。

　……その男がなぜここに一人で。

　……シェルティスと合流したはずじゃなかったのか。

「貴様、今のはどういう意味だ！」

　両手に十字棍ロザリオを構え、その先せん端たんを異篇卿イグニドの喉のど元もとへと突きつけた。

「シェルティスが……戻ってこないだと。ふざけるな！」

「おお怖。まあ落ちついてください」

　間近に迫せまった十字棍ロザリオなど眼中にもなく、帽ぼう子しの下にあるイグニドの口元は涼すずしげな微び笑しようのままだ。

「別に死んだわけじゃありません。今このまま何もしなければ戻ってこられなくなるというだけです。むしろ今日はあなた方に、彼を助けるのに必要な情報を持ってきた客人のつもりですから」

「わかりました。まずは話を聞かせてもらいましょう」

　電気銃じゆうを片手に華宮カグラが一歩前に出る。

「まず第一に、今の彼に起きた状況を。次に今回の幽幻種討伐の経過を。最後に……シェルティスを助ける方法と言いましたね？　それを最後に教えてください」

　そんな彼女のすぐ真横には宙を浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナ。ほのかな緑の発光色が起動している。ということは──

「そして、この会話は記録させていただきます」

「構いませんよ。あ、でもモニカ先せん輩ぱいのさっきの音声データに上書きするのはダメですよ。あれはとても面おも白しろかったので」

「もちろんです」

「華宮────────っ!?」

　しかも今こいつ、わたしのことを「モニカ先輩」と呼んだのか？……ふざけるな、お前にそんな親しげな名前で呼ばれる筋合いなんかない。そう呼ぶのはユミィだけで、お前になんか許可しちゃいないのに。

「こほん。では冗じよう談だんはそれほどまでにして本題へ。──彼は穢歌の庭エデンに堕おちていきました。そばにいた巫女ユミイも一いつ緒しよにね。それがつい昨日の出来事です」

「っ!?」

「では次に、なぜそうなったかの説明へと移りましょうか」

　言葉を失う面々と対照的に、異篇卿の言葉はよどみなく紡つむがれていった。

「一昨日おとといの夜にご説明したとおり、私とシェルティスは、セラの虚像と呼ばれる幽ゆう幻げん種しゆを倒たおしに浮遊島ラグーンへ出向きました」

「……そこまでは理解している」

「この戦いですが、結論から言うと一回戦終しゆう了りようですね。虚像の一体にダメージを与あたえて穢歌の庭エデンへと押し戻すことには成功した。だけど倒しきれなかった。いずれ来るであろう二回戦は、ひとまず別の話といたしましょう」

「その戦いでシェルティスが負傷したというわけですか？」

「いえ。むしろ戦いの最大の功労者ですよ。最終的には巫女ユミィと彼、そして我々異篇卿のメンバーによって一体を撃退したのですが、その一いち撃げきが彼によるものです。……が、この撃退というのがまずかった」

　演技じみた大げさな仕草でイグニドが肩かたをすくめてみせる。

「セラの虚像の目的が何だったか覚えていますか？　あの三体の狙いは塔とうでなく、氷結鏡界という結界をくぐり抜ぬけて浮遊大陸オービエ・クレアに至るための扉とびらでした。ですがダメージを受けたことで扉を維持できなくなり、三体はその扉から穢歌の庭エデンに戻もどっていったわけです」

「……それとシェルティスは関係ないだろう」

「関係なら大ありですよ。穢歌の庭エデンの扉がね、彼の身体からだに宿った魔ま笛てきに反応したんです。そして扉は、強力な魔笛反応を示すシェルティスをも穢歌の庭エデンに送そう還かんしてしまった」

　つまり穢歌の庭エデンは、彼を人間でなく幽幻種と見なしている。そのために一度ならず二度までも穢歌の庭エデンへ。さらに今度はユミィまで……。

「理解した表情ですね？」

「…………穢歌の庭エデンに、ユミィも一緒に」

　一息吸いこんだだけで絶息するほどの濃のう度どの魔笛。よしんばそれを防いだとして、その奥に待つのは何千何万個体という幽幻種たちだ。

　かつて穢歌の庭エデンの奥に何があるかを遠視で見ようとした巫女見習いが、その直後に意識を失って一週間以上昏こん睡すいが続いたこともある。それほど人間にとっては耐たえ難がたく、そして相あい容いれない異界そのものなのだ。

　シェルティスという異い端たんの奇き蹟せきを除いては、穢歌の庭エデンに堕ちて人が生せい還かんした事例はない。そのシェルティスだって、同じ奇蹟が二度起きるなんて…………

「ええ、ありません。彼が浮遊大陸オービエ・クレアに自力で戻ってくる可能性はゼロです」

　淡たん々たんと突つきささる異篇卿イグニドの言葉。

「同様に巫女ユミィが戻ってくる可能性もゼロ。巫女ほどの沁しん力りよくが堕ちてきて、それを見み逃のがすほど幽幻種は甘くない。禁断水すい晶しようの加護によってしばらくは抵てい抗こうもできるでしょうが、いずれ確実に力つきる。子供にだって予想できることです」

「…………それを」

　握にぎった拳こぶしのふるえが止まらない。

「それをわたしに教えてどうするつもりだ。二人は戻ってこないから諦あきらめろとでも言いたいのか」

「あなた次し第だいです。と言いたいのですよ。二人はこのままでは絶対に戻って来られない。特にユミィの方は確実に幽幻種の牙きばにかかって命尽つきるでしょうね。…………とはいえ私も、実はこの事態が続くのは避さけたい思おも惑わくがありまして」

「なに？」

「思惑の比率はシェルティスが８でユミィが２。シェルティスに死なれて困るのは言うまでもないのですが、まだユミィを失うわけにもいかない事情があるんですよ。そこで皆みな様さまにとっておきの救出方法を教えてさしあげるというわけです」

「……方法があるのか」

「単純です。あなた方が穢歌の庭エデンに堕ちればいい。先に堕ちている二人を救出して、また戻ってくればいいんです」

「──ふざけるなっ！」

「おや、何かご不満ですか」

「不満も何も……。穢歌の庭エデンに堕ちる？　わたしたちが？　そんなことしたら……」

「ええ。あなた方もまず助からないでしょうね。でも本当に方法はそれ以外にないんです。すでに扉は閉じられた。あの二人が自力で扉を開けることができない以上、こちらから穢歌の庭エデンに向かうしかない」

「……浮遊大陸オービエ・クレアから一万メートル下の穢歌の庭エデンに飛び降りろというわけか」

「それも構いませんが、そんなことをしても穢歌の庭エデンの表層に行きつくだけですよ。穢歌の庭エデンの深層に堕ちた二人は助けられない」

　穢歌の庭エデンに堕ちる方法がある。

　セラの虚像が開いていた扉を経由するわけでもなく、浮遊大陸オービエ・クレアから飛び降りるわけでもない。第三の道がある。そう言いたげな歪ゆがんだ微笑。

「だがどうしてだ。方法を知ってて、それに二人を死なせたくない事情があるならお前が行けば──」

「私では穢歌の庭エデンの扉を開けられない。でもあなたたちなら開けられる。それだけです」

「……っ!?」

「方法は理解しましたね？　では、今からお茶の時間なので私はこれで」

「ま、待て！」

　漆黒の背をひるがえすイグニド。

　その肩に向かってモニカが手を伸のばした時には、すでに異篇卿の姿は通路の暗くら闇やみに溶とけこんでしまっていた。

「……消えた？」

「消えてくれた、というのが正しい表現なのかもしれません」

　重苦しい息を吐はいて機マ械キ珠ナを操作する華宮。

「目的は依い然ぜんとして不明です。本気で二人を助けるための策なのか、あるいは私たちを絶望させるという余興の一いつ環かんなのかも……」

「────」

　……絶望させるための余興、か。

　……あながち否定できないのが悔しいな。

　穢歌の庭エデンに堕ちた二人を助けるには、救出する側も穢歌の庭エデンに堕ちるしかない。まるで子供が気まぐれに考えたような方法だ。

「華宮、穢歌の庭エデンに堕ちる方法なんてほかに考えられるか？　わたしには浮遊大陸オービエ・クレアから飛び降りるくらいしか──」

「阿あ呆ほう。もっと先に考えることがあるだろうが」

　逡しゆん巡じゆんを断ちきる鉈なたのごとく。

　扉の真横に立つヴァイエルの呟つぶやきが、場を静せい寂じやくに塗ぬりかえた。

「穢歌の庭エデンに堕ちた二人は依然として生死不明。あの黒ずくめの話じゃねえが、とっくに息絶えてる可能性のが高い。それでも生きてる可能性に賭かけて、俺らまでノコノコ穢歌の庭エデンに向かうってのか？　正護士ですらない俺ら単独でか？」

「それは……」

「先に言っとくぞ、天結宮ソフイアが力を貸す可能性は一パーセントもねぇよ。そもそも穢歌の庭エデンに突とつ撃げきできるってんなら、とっくの昔に攻せめこんでる。ところが現実はどうだ？　一度として成功するどころか試ためしたこともねぇだろうが。理由は単純だ、穢歌の庭エデンはそんな甘いもんじゃねぇんだよ。あの薄うす気き味み悪わるい怪かい物ぶつたちが何万何億とウジャウジャ湧わいてて、一息吸いこんだだけで絶息する濃度の魔笛が渦うず巻まいてる。まともに手が出せないから氷結境界っつぅ結界で封ふう印いんするのが精せい一いつ杯ぱいなんだろうが」

「……それは…………そのとおりだ」

　仮にシェルティスでなく巫み女こを救出するという目的にしたって結果は同じだ。塔の誰だれ一人ひとりとして助けたくても助けられない。

　穢歌の庭エデンに堕ちる。それがそのまま死に直結することを誰だれもが理解しているのだから。

「言ってるだろうが、穢歌の庭エデンに堕ちる方法を探す探さないの問題じゃねえんだよ。俺らだけでも穢歌の庭エデンに突っこむのかどうか、それが全すべてだ」

「────」

「どれだけ広いかもわからない死の世界。そこで、生きてる可能性も決して高くない二人を捜さがしに向かう。しかも現状では穢歌の庭エデンへの行き方もわからない」

「それは……諦めろという意味か」

「根こん拠きよなく動かない方がいいと言っているんです」

　ヴァイエルの言葉を継ついだのは華宮カグラだった。

「いま私たちに突きつけられている選せん択たく肢しはとても単純です。すなわちヴァイエルの言ったように、穢歌の庭エデンに救出に向かうのか否いなか。ただし、穢歌の庭エデンへの行き方がわからないということはさておいても、『向かう』という選択肢は最低四つの懸け念ねん点を潰つぶしてからでないと選ぶべきではないと考えます」

「四つ？」

「穢歌の庭エデンに堕ちた後の問題です。『穢歌の庭エデンに渦巻く魔笛をどう凌しのぐか』、『襲おそいかかってくる何十万体という幽幻種にどう対応するか』、『二人が生きているとして、二人に合流できるのか』、──そして最後に」

「どうやって穢歌の庭エデンから戻るのか、だな」

「はい。どうですか。全ての問題に対応できそうですか」

　……それができれば……とっくにしてるさ。

　……できないから途と方ほうに暮れてるんじゃないか。

「穢歌の庭エデンの魔笛は、わたしが沁力結界を張って浄じよう化かし続ける」

「その答えは予想していました。では残り三つは？」

「……わたしの知識と経験では答えられないと思う」

「そうですか」

　華宮とて嫌いやみで言ってるわけじゃない。ただ素す直なおに、彼女もまた答えに窮きゆうしているからこそ部わ隊た長しに意見を求めてるんだ。

　……だけど、ここで何も足あ掻がくことなく諦めろというのか!?

　わたしが護士を目指すきっかけになったシェルティスを。

　わたしの一番大事な後こう輩はいだったユミィを。

　……それが守れなくて何が護士だ。

「残りの三つの課題。わたしは答えられないけど、答えられる奴やつなら心当たりがある」

「……え？」

「シェルティスがいる。穢歌の庭エデンにいる無数の幽ゆう幻げん種しゆだって穢歌の庭エデンから戻る方法だって、三年前のアイツはわたしたちとまったく同じ条件だったはず。だけどアイツは戻ってきたじゃないか。穢歌の庭エデンに堕おちたって、アイツと合流さえできれば浮遊大陸オービエ・クレアに戻る方法だってきっと知ってるはずなんだ。違ちがうか？」

「────」

　沈ちん黙もく。

　時間にすれば十秒にも満たない黙もつ考こうの後、華宮が意味深な表情で頷うなずいた。

「なるほど。襲いかかってくる幽幻種に対応する術も、そして穢歌の庭エデンから戻もどる方法も、シェルティスと合流さえできれば解決できる。ただし残念ですが、肝かん心じんの彼と巫女様が生きているという証しよう拠こはどこにも──」

「二人は生きてる」

　華宮の迷いを断ちきるつもりでモニカは宣言した。

「……生きてると信じたいんだ」

「それは私だって同じです。だけど、ここは慎しん重ちようになるべき時では──」

「二人は生きてる。でなければ異篇卿がこんな場所にわざわざ戻ってくるはずがないんだ。あの二人は生きてて、あの異篇卿はそれを何らかの方法で知ったからこそ現れた」

「私たちに知らせるためにですか？　それこそ陽動や余興の類では？」

「最初はそう思った。けど、陽動ならもっと具体的な指示を出すと思う。たとえば『あと何時間以内に指定の浮遊島ラグーンに行け』とか『どこどこの場所で何をしろ』とか。そうでないと思い通りに駒わたしたちだって動いてくれないだろ？」

　今回はそれが無かった。

　それに異篇卿イグニドがシェルティスに見せる固こ執しゆう。いや執しゆう念ねん。何が目的かわからないけれど、シェルティスが穢歌の庭エデンに残ることは異篇卿にとっても誤算なのだ。

「なるほど、よくわかりました。最低限の成功確率だけは見込めるようです」

「そ、そうか？」

「モニカは何が何でもシェルティスを助けたいんですね。あ、もちろん巫女様も一いつ緒しよにと付け加えておきますが」

「……………………」

「というわけで、どうでしょうヴァイエル。我らが部隊長はこう言ってますが」

「あぁ？」

　じっと壁かべによりかかっていた青年が、閉じていた両目をうっすらと開ける。

「俺に振ふるんじゃねえよ。大将が行けっつぅんなら行くのが下したっ端ぱだろうが」

「では天結宮ソフイアに向かう手て筈はずはどうします？」

「阿呆。んな些さ細さいなことはどうにでもなるだろうが。塔とうの最上階にどうやって押し入るかの方が一億倍は面めん倒どうくせぇぞ」

「────ちょ、ちょっと待て二人とも！」

　さっきから何だって言うんだ。部隊長の自分をおきざりに二人でどんどん話が進んでいる気がする。穢歌の庭エデンに向かう話のはずが……天結宮ソフイアに向かうとは？

「穢歌の庭エデンに向かうために塔へと戻るんですよ」

　のほほんとした面おも持もちで華宮が返事。

「モニカも聞いてたじゃないですか。あの時のシェルティスと異篇卿イグニドの会話」



“〝塔の最上階から、あなたとユミィは穢歌の庭エデンに転落したんです”〟

“〝鏡なんですよ。天結宮ソフイアと穢歌の庭エデン。もっといえば浮遊大陸オービエ・クレアと穢歌の庭エデンは、氷結鏡界という一つの鏡に映った上下逆さまの世界そのものなんです”〟



「……あの時のか」

　統政庁と天結宮ソフイアの合同選せん抜ばつ部隊が、異篇卿イグニドの待つ浮遊島ラグーンへと攻めいった件。

　そして皆みんなの無事と安全を願い続けるわたしたちを嘲あざ笑わらうように、前まえ触ぶれなく塔に響ひびきわたったシェルティスとイグニドの肉声。



“〝天結宮ソフイアの最上階こそが穢歌の庭エデンの最さい奥おうそのもの。塔の２９１階、『楽園』と呼ばれるあのフロアの奥にはさらに、穢歌の庭エデンへと続く不可視の扉とびらがある”〟

“〝氷結鏡界の祈いのりを最上階で行う理由もわかるでしょう？　皇おう姫ひと巫女は常に、穢歌の庭エデンにもっとも近い場所で結界を展開しているのですよ。もっとも近い場所で結界を張る方が、当然その効力も高いのだから”〟



「……そうか。だから異篇卿イグニドはああもあっさり退いたのか」

「ええ。すでにヒントは与あたえているとでも言いたかったのでしょう。あるいは、あの時点でここまでを予想していたとも考えられます。やはり侮あなどれない」

　神しん妙みような面持ちでうなずく華宮。

「ん？　でも待ってくれ二人とも。さっき穢歌の庭エデンへの行き方もわからないと言ってなかったか？　言ったのは華宮で、それをヴァイエルも否定してなかった気が……」

「それは、部あ隊な長たが部隊われわれに方向性を示してなかったからですよ」

　壁かべ際ぎわの青年を華宮が指で指ししめす。

「ヴァイエルが言ったとおりです。穢歌の庭エデンに行く方法があるか無いか、そんな議論ではないんです。99・９パーセントの死を覚かく悟ごして行く覚悟があるのか無いのか。それだけのことなんです。幽幻種の軍勢に取り囲まれるか。シェルティスと合流できず、帰き還かんにも失敗して穢歌の庭エデンを彷さま徨ようか。あるいはモニカの沁しん力りよくで本当に穢歌の庭エデンの魔ま笛てきを耐たえ忍ぶことができるのか。どれ一つとして確信はありません」

「そんな状態で俺らが『穢歌の庭エデンに行く方法はわかってる』なんて言ってみろ。てめーのことだ、煮にえきらないまま中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟で穢歌の庭エデンに行くに決まってんだろうが。それは部隊オレらが困るっつぅんだよ」

「そう。だから、まずは部隊長であるあなたの本当の声を聞きたかった。それまで待っていたというわけです」

　…………

　……わたしが、毅き然ぜんとした決意を下せる勇気を持てるまで。

「そう、か……わたしは…………」

　わたしは、こんなにも最高の部隊に恵めぐまれていたのか。

　ありがとう────そう言いたくて、けれど口にすれば涙なみだまであふれてしまいそうで、口を閉じて堪こらえるのが精一杯だった。

「なに泣いてやがんだよ」

「なっ、泣いてなんかないっ！」

　思いっきり声を出して力いっぱいの強がり。それも茶化されるとばかり思ってたのに、壁に寄りかかる青年は静かにそれを見過ごしてくれた。

「────吹雪ふぶきがやんだら天結宮ソフイアに戻る」

「戻る方法もですが、最上階に昇のぼるための策を考える方が難題ですよ。なにせ権限的には皇姫を除けば巫み女こと千せん年ねん獅ししか上がれない究極の聖域です」

「しかも穢歌の庭エデンへの扉が本当に最上階にあるのかもわかんねぇしな」

「あるかどうかじゃない。見つけるまで探す覚悟があるかどうかだ」

　目にたまった水すい滴てきを指先でそっと払はらいのけ、モニカは拳こぶしを固く握にぎりしめた。

「そうだったな？」

「……勝手にしやがれ」



　　　　２



　第二居住区。

　天結宮ソフイアを中心とした人の生活圏けんで、多くの出店や飲食店で栄える商業エリアだ。閑かん静せいな第三居住区、そして天結宮の関連施し設せつが建ちならぶ第一居住区と比べたならば人の熱気にまず圧あつ倒とうされることだろう。

　喫きつ茶さ店てん『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。

　そんな第二居住区のなかでも、特に常連客でにぎわうことで知られている店の一つだ。

「んじゃ料理長、行ってくるね」

　ずっしりと重いバックパックを背負い、エリエは厨ちゆう房ぼうの扉に手をかけた。

　無造作なオレンジ色の髪かみに、化け粧しようっけのない素す肌はだ。それに機械油のしみ込んだツナギという可愛かわいらしさと無む縁えんの恰かつ好こうが、快活で明るい表情によく似合う。そんな少女だ。



    

  
    
      「はいはい。夕方の忙いそがしい時までには帰ってきてね」

　火にかけた鍋なべを見つめながら、料理長。

　その合間にも包丁を持った手を高速で動かしているのだから大したものだ。手元を見ることなく、どうしたらああも綺き麗れいに千切りができるんだろう。

「ごめんなさいね。私がもう少しシェルティスのこと調べられたら良かったんだけど」

「ううん。いいのいいの。天結宮ソフイアにいないって調べてくれただけで十分よ」

「……そうねえ。でも珍めずらしいのよ。メイメルに聞けば一発でわかると思ったのに、あの引きこもり巫女が塔から外出してるなんて雪でも降るのかしら」

　あらあら、と頬ほおに手をあてて首をかしげる料理長。

　ウェーブがかかった金きん髪ぱつと彫ほりの深い美人系の顔立ち、それに長身痩そう躯くのモデル稼か業ぎようでもできそうなスタイルが印象的な女性だ。

「メイメル様って巫女様のこと？」

「そうよー。昔はこれでも仕事の相棒みたいなものだったの。二ア羽ルのビ白レ鳥オの開店資金が貯たまった時にやめちゃったけど、今も電話一本で気楽に遊びに行く仲なんだから」

「へえ」

　……でもきっと、どんな関係かって聞いても教えてくれないんだよね。

　この人のことだ。ものすごく交友関係が広いのは重々承知の上だし、どんな人と知りあいだとしても驚おどろく気にはなれない。

「それで、塔まで行くのはいいけどシェルティスはいないわよ？　それだけは確実な情報だと思うわ」

「うん。そうなんだよねえ」

　事の発ほつ端たんは、シェルティスと一緒に天結宮ソフイアに向かった時のことだ。

　穢歌の庭エデンに堕おちたという過去が明るみに出たことで彼が捕とらえられ、その魔笛に汚お染せんされているという容疑で自分たちまで取り調べを受けた。

　……あたしとユトは解放されたけど。

　……ユミィに聞いたらシェルティスはまだ監かん獄ごくの中だって言うし。

　だが今日の朝になって突とつ然ぜん、料理長が「シェルティスは塔の中にいない」という情報を入手してくれたのだ。同時にユミィやメイメルといった巫女も塔を出ている。これも料理長情報だ。

「アテはあるのかしら？」

「うん。塔のことなら塔で働いてる子に聞いてみるのが一番だもん」

　紗砂シヤサ・エンデンス・凜リン・ケール。

　天結宮ソフイアの事務員だという彼女なら、事務員の権限でシェルティスがどこに行ったのかも突つきとめられる気がする。

「シェルティスきっと大変だと思うの。だからほら、鞄かばんにこんなたくさんお菓か子しとジュース詰つめたんだから！　これでお菓子パーティーして励はげましてあげよっかなって」

「……あなたらしいわ」

　ふり返らぬ店長の、その横顔がくすりと和んだ。

「行ってらっしゃい。いま天結宮ソフイアの警備が強化されてるらしいから、怪あやしいことして捕つかまらないように気をつけて」

「捕まるのはもう懲こり懲ごりだよ。じゃあ行ってきます！」

　料理長に手を振って、エリエは二ア羽ルのビ白レ鳥オの裏口を飛びだした。



    

  
    
      　第三章　『穢歌の庭エデンII─Yumy─』






　　　　１



“〝わたしはこの世界の全すべてを記録する。あなたたちが『ミクヴァの緋ひ眼がん』と呼ぶものの、その原型オリジナルだから”〟

“〝残ざん酷こくなりし純じゆん粋すい知性。ゆえにわたしは、この世界にとっての禁断水すい晶しよう”〟



　禁断水晶と名乗る少女と出会った時のことを今でも覚えてる。

　Ｓベクター第八種と呼ばれる強力な幽ゆう幻げん種しゆを相手どった時、その魔笛を浄じよう化かしようとした時に現れて力を貸してくれたんだ。

　緋色の髪をした女の子。本当にとてもちっちゃい女の子だった。

「禁断水晶を解放してほしいって……どういうことですか」

『あの子の力が枯こ渇かつしかかっているからです』

　巨蛇ミクヴエクスの回答はこれ以上ないほどに単純だった。

『禁断水晶は成長過程にある神性存在です。この世界で成長していくはずが、そこに幽幻種という要因が紛まぎれこんだため、未熟な身に限界以上の負荷をかけてしまっている。これ以上負荷をかけ続ければ、遠からぬうちにあの子の存在が消しよう滅めつする』

「……そうしたら」

『禁断水晶の消滅は、この世界における守護者の消失をも意味します。一番わかりやすい例で言えば、穢歌の庭エデンを凍とう結けつする氷結鏡界の消滅』

　浮遊大陸オービエ・クレアを護る結界が消えればどうなるか。

　何万個体という幽幻種の浮ふ上じよう。穢歌の庭エデンの深部に潜ひそんでいる世界喰ぐらいの王、そしてセラの虚きよ像ぞうたちが一いつ斉せいに浮遊大陸オービエ・クレアにやってくる。

『浮遊大陸オービエ・クレアが空に浮うかぶ理由をご存じですか？』

「……いいえ」

『あれは、あなた方が“〝エルベルト共鳴”〟と呼んでいる力を利用しています』

「えっ!?」

　穢歌の庭エデンそのものの魔笛。

　かたや、浮遊大陸オービエ・クレア全体に宿った禁断水晶の沁力。

　この二つが真正面から拮きつ抗こうしているからこそエルベルト共鳴が発生し、その斥せき力りよくによって浮遊大陸オービエ・クレアは空に浮いている。……言われてみれば納なつ得とくできる話だ。

『ですが、禁断水晶の消滅によって二つの力の均衡は崩れます。するとどうなるか』

「……浮遊大陸オービエ・クレアが穢歌の庭エデンに落下する」

　ぞっとするほど冷たい雫しずくが頬を伝って首筋を撫なでていく。

　もはや頼たのみ事なんて次元の話じゃない。禁断水晶が消滅すれば世界が消滅するなら、何としてでも禁断水晶を助けなくちゃいけないじゃないか。

「…………」

『どうしましたか？』

「あなたは、どうしてそんな大事なことをわたしに教えてくれるんですか」

　禁断水晶の現状が危険であることは理解した。

　だけど逆に、わたしは目の前の巨蛇ミクヴエクスについてほとんど知らない。セラの虚像の実像であるという説明だけだ。

『あなたが紗砂の後こう継けい者しやになると見込んでいるからです』

「……わたしが？」

『先ほど話した禁断水晶の解放条件はたった一つ。穢歌の庭エデンの最深部で、あの子を解き放つための解放序詞を唱うたうこと。これだけで彼女は解放される』

　穢歌の庭エデンの最深部。

　今いる場所よりさらに深い場所へ潜もぐっていく。何千何万体という強力な幽幻種たちの防衛があり、さらにはセラの虚像三体が待ちかまえているであろう深部へ。

　でも禁断水晶を解放するにはそれ以外に方法がない。そして禁断水晶を解放することができれば────できれ────ば────

「あ、あれ。ちょっと待ってください！」

『…………』

　わたしの見けん当とう違ちがいであると思いたい。

　まず、禁断水晶を解放しなかったらどうなるか。話は簡単だ、禁断水晶の力が枯渇して浮遊大陸オービエ・クレアが落下する。氷結鏡界だって消滅してしまう。

　じゃあ禁断水晶を解放したら？

　解放とはつまり、禁断水晶の力の消費を無くすこと。力の消費の原因は氷結鏡界だっていう話だから、それはつまり結界だって消えてしまう……？

『そのとおり。禁断水晶を解放するということは、すなわち氷結鏡界を解除するということです。穢歌の庭エデンを閉とざしていた結界は消滅します』

「そんなっ!?」

　禁断水晶を助けても助けなくても結界は消えてしまうってことじゃないか。結界が消えた途と端たんに幽幻種の大侵しん攻こうを受けることは目に見えている。

　……どのみち浮遊大陸オービエ・クレアは助からない？

　それこそ、禁断水晶を解放した時点で穢歌の庭エデンそのものが消滅でもしていないかぎり。

『今あなたの考えていることが正解です』

「──じゃあ」

『そう。いずれにせよ近い未来で氷結鏡界の消滅は避さけられません。禁断水晶を解放しようとしまいと。人間が生き延びるためには穢歌の庭エデンを消滅させる以外にない』

「でも！　どうしろっていうんですか！」

　感情の赴おもむくままにユミィは叫さけんだ。

　穢歌の庭エデンの領域全てを洗礼系術式で浄化する？　そんなの難題を通りこして理り不ふ尽じんだ。どこまで続いているかもわからない世界で、その内部には巨きよ大だいな幽幻種やセラの虚像みたいな怪かい物ぶつがひしめきあっているっていうのに。

『穢歌の庭エデンを消滅させる方法を知りたいと？』

「……そうです」

『正直なところ、あなたをはじめ人間の持つ可能性というのは非常に判断が難しいのです。とても頼たよりなく弱々しく、かと思えば至高の奇き蹟せきさえ引き起こしてみせる。ゆえに、何をしなさいと述べるのは非常に難しい』

「いいです。どんな方法だって良いから、まずは全部教えてください！　穢歌の庭エデンを浄化できる方法を片かたっ端ぱしから！」

『二つあります』

　……二つも？

　意外を通りこして驚きだ。コレ一つしかないという瀬せ戸と際ぎわだとばかり思っていたけれど、選せん択たく肢しを選ぶだけの猶ゆう予よは残されているらしい。

『まず一つ目。先の話と矛む盾じゆんすることを言いますが、禁断水晶の氷結鏡界に頼る方法です。時間を要しますが確実性が高い』

「禁断水晶は解放しなくちゃいけないって……」

『今日明日のうちに解放しろというわけではありません。そもそも千年前でも禁断水晶は疲ひ弊へいしていました。消しよう耗もうしきった状態で、人間の数える年月で千年間は結界を維い持じすることができたわけです』

　人と神性存在の差だ。

　寿じゆ命みようも力の大きさも規模が違ちがいすぎる。

『ですので、これからも数百年程度なら氷結鏡界を維持することはできるでしょう。その数百年で穢歌の庭エデンの浄化はかなり進むと思われます。今あなたが立つ第五鏡面までの浄化は終わるでしょう。残りは第六、第七、第八、第九』

「……その四階層はどれくらいの広さがあるんですか」

『広さで言えば、残り四階層を足しても第一階層に及およびませんよ。穢歌の庭エデンは逆三角形状の構造なので、浅い層ほど広大です。さらに言えば第七階層は少し特とく殊しゆな構造なので、ここは素す通どおりできるでしょう。問題なのは第六、第八、第九です』

　第九階層まであったものが実質的に三階層へ。

　あと数百年の我が慢まんで、穢歌の庭エデンの浄化はそこまで進むことになる。……けれど、それはわたしたち人間にとっては久と遠わにも等しい時間だ。

「……皇おう姫ひサラ様が、千年前の紗砂シヤサという子だった話は聞きました」

『ええ。とても心根の強い少女ですね。禁断水晶が氷結鏡界を託たくしただけある。千年前にあの大役を任せられる者は彼女をおいて他にいませんでした』

　だとしたら、これからも皇姫様が結界を維持していくのかな。

　わたしやわたしの次の巫女がいなくなっても、その次の次の……ずっと先の巫女と一いつ緒しよに結界を維持し続けて、穢歌の庭エデンの浄化を限界まで終えた時に禁断水晶を解放することになるんだろう。

「わたしは、わたしのできるかぎり皇姫様のお手伝いをすればいいんですね」

『あなたですよユミィ・エル・スフレニクトール。あなたが次の皇姫となって、紗砂から氷結鏡界を継けい承しようするのです』

　その意味を。

　巨蛇ミクヴエクスの告げる言葉の意味を、すぐには理解することができなかった。

『紗砂の結界は、もとから千年間だと決まっていました。彼女本人が同じ術式を継つぎなおすことはできません。新たな紡つむぎ手が必要なのです』

「え……あ、あの……ま、待っ…………」

『継承の方法は紗砂が知っているでしょう。あの子から聞けばいい。あなたが皇姫となった後も、彼女は良き助言者となるはずだから』

「わたし……わたしにそんなこと…………」

　数百年？

　百年かもしれないし、九百年かもしれない。そんな途と方ほうもなく永い間、たった一人で塔とうの最上階で穢歌の庭エデンを封ふう印いんし続けるだなんて。

　……シェルティスは？

　……レオンは、春蕾シユンレイは、メイメルは？

　みんなが塔から去る日が来て、新しい巫女や千せん年ねん獅しが現れて、その人たちもやがては塔からいなくなる日がやってきて。それを何十回何百回と…………

「────」

　……だめだ。

　考えただけで涙なみだがあふれ出してくる。なんて、なんて辛つらく苦しい道のりなんだろう。いくつの別れをくり返して、穢歌の庭エデンと戦い続けなくちゃいけないんだろう。

『全すべて紗砂が乗りこえてきたことです』

「…………」

　わたしにできるの？

　最初からそれを覚かく悟ごで結界を発動させたサラ様。

　だけどわたしは、そんな覚悟なんて無いまま巫女になった普ふ通つうの子だ。巫女でいられるうちは巫女として頑がん張ばって、いつかは巫女を引退して塔を退いて…………小さな家でシェルティスと一緒に暮らしていければと思ってた。

「どうしてわたしなんですか……」

　頬ほおを伝う雫をぬぐう力もなく、ユミィはその場に膝ひざをついた。

　言い訳に聞こえる言葉だ。

　自分でそうわかっていてなお、気づいた時にはそう唇くちびるが動いていた。

『シャオから紗砂のことを聞きましたね。あの少女も自分が聖女として崇あがめられることに苦く悩のうしていたようです。なぜ自分だけが、と』

「…………」

『その時にシャオが与あたえたものは回答こたえではなく疑問でした』



“〝じゃあ、君が今やりたいことはなんだい？”〟



『紗砂は答えられませんでした。なぜなら彼女は聖女という概がい念ねんそのものに漠ばく然ぜんと嫌いや気けがさしていただけで、自分が何をしたいのかということが定まっていなかったからです』

「…………」

『でもユミィ、あなたは違う。はっきりとした目的があるのではないですか？』

　わたしの目的。

『大切なのは自覚することです。心で描えがいたものを外に出すことは、あなたに大きな力を与えてくれる』

「……幽ゆう幻げん種しゆに……怯おびえなくていい世界を、夢見てました」

　それだけは。

　涙でぐしょぐしょになった表情でだって迷わず答えられた。

「巫女のために護士が戦って傷つくのは、辛いです……そういうのがない未来が来ればって、考えてました……」

　今まで、わたしの目的も時を経るごとに少しずつ形を変えてきた。

　シェルティスが千年獅になってわたしを守ってくれて、わたしが巫女になって浮遊大陸オービエ・クレアを支える。そんな関係に憧あこがれてた。

　……でも今は。

　……本当の理想が、そんな関係とかけ離はなれていることに気づきはじめた。

　シェルティスが傷つくのを見たくない。

　千年獅になってくれるのは嬉うれしい。でも、そもそもわたしを守る必要がないくらい平和で穏おだやかな世界にできるのが一番なのかもしれないって。

「サラ様の結界は……」

『もう保もちません。予定であった千年の約束が果たされようとしています』

　約束？

『かつての計画では、千年の結界だけで穢歌の庭エデンを完全に浄じよう化かするはずでした。ですが、実際に浄化できてるのは穢歌の庭エデンの一部だけ。禁断水すい晶しようが想定してた以上に、穢歌の庭エデンの深しん淵えんは悪意に満ちていた』

「だから浄化に千年以上かかるということになるんですね……」

『紗砂は約束していました。もしも自分が穢歌の庭エデンを浄化できない時には、自分にかわって結界を維持できる適格者を必ず見つけてくる。それが聖女の最後の務めだからと』

「…………最後の務め」

『大聖堂でツァリがあなたに言いましたね。凍いてついた時が動きだすと』



“〝世界は流転する。お前はその渦うずの中心にいるというのにソレに気づかない。だから私がここにいる。……そう、凍てついた時が動きだすには良い頃ころだ”〟



　流転するとはつまり、皇姫の地位が継承されるということ。

　凍てついた時が動きだすとは、氷結鏡界から禁断水晶を解放すること。

『全てはあなたへと集約される意志です。本来ならば紗砂本人から話すべきことですが、彼女は今も塔の最上階で自分の責を全うしようとしています。先ほどあなたは「なぜ大蛇わたしがそんな大事なことを教えるのか」と問いましたね？　答えるべき者が今もそれぞれ戦っているからですよ。私は、セラの虚きよ像ぞうを生みだしてしまった実像として、せめて彼女たちの代弁者としてここにいる』

　サラ様も、禁断水晶も。

　これから先の希望を捨ててない。永い永い時のなかで積み上げた全てを、わたしに託そうとしてくれている……

『私が告げたことは、あなたが望む目的と完全には一いつ致ちしない。ですが、同じ方向を向いているのではないのですか？』

「……考え……させ、てください…………頭が一いつ杯ぱいになっちゃって」

『もちろん。最終的な判断を下すのはあなたなのですから』

　本当は、一杯で溢あふれそうになったのは心の方。あまりにたくさんのことを教えられて、それに対する感情があまりに複雑に絡からまりあってしまったから。

　自分がなぜ泣いているのか。

　その理由すら、わからなくなってしまっていた。

『そしてもう一つだけ、氷結鏡界による浄化以外で穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせる方法があるのを知らせておきましょう』

「……あ、そうでした」

　巨蛇ミクヴエクスの口調がさもコレという感じだったけど、方法が二つあるとは最初から言われていたことだ。

『こちらはとても速すみやかです。実行しようと思えば明日あしたのうちに一人ででもできる』

「…………あ、明日っ？」

『はい。こちらの条件は穢歌の庭エデンの最深部で、穢歌の庭エデンを崩ほう壊かいさせる魔ま笛てきの解放序詞を唱うたうこと。これで穢歌の庭エデンと全ての魔笛が消滅する』

　それは──

　さっきの禁断水晶を解放する条件とそっくりじゃないか。



　一──数百年の時をかけて氷結鏡界で穢歌の庭エデンを浄化し、禁断水晶の解放序詞によって禁断水晶を解きはなつ。

　二──一いつ瞬しゆんで穢歌の庭エデンそのものを崩壊させる魔笛の解放序詞がある。これを唱うことで魔笛も消滅し、禁断水晶は氷結鏡界から解きはなたれる。



「……なんだか二つ目の方が楽に思えます」

　さっきのわたしの葛かつ藤とう、それに皇おう姫ひ様の千年の努力を返してと言いたくなるくらいだ。穢歌の庭エデンを根本から崩壊させるなんて、そんなことができるなら真っ先に試ためしておくべきことなのに。

『紗砂があなたという後こう継けい者しやを千年かけて見いだしたのと同じですよ。もともとこれは禁断水晶にも不測の事態。千年という時間のなかで起きた奇き蹟せきの特異点でした。ですが、コレには一つだけ逃のがれられぬ定めがあります』

「……問題ですか？」

『ええ。そして、向こうでも同じ話をしている頃でしょう。今までの話はあなたが中心でしたが、ここから先は彼に託たくされる』

「彼ってまさか」

『シェルティス・マグナ・イール。これは、穢歌の庭エデンの魔笛を宿した彼の物語なのだから』



　　　　２



　冷たい夜風が、首の裏側を撫なでて通りすぎていく。

　蒼あおの丘おか。

　草なのか、それとも土ど壌じようの鉱物か。星明かりによって蒼色に輝かがやく大地をどれだけ見み渡わたしても自分と黄昏たそがれ色の竜りゆうしかいない。

「穢歌の庭エデンを消滅させる方法……」

『一つは今まさに伝えたとおり、氷結鏡界を継つぎなおすことで穢歌の庭エデンを浄化する方法。時間はかかるが確実性は高い』

　じっと自分を見下ろす竜。

　その視線を肌はだに感じつつ、シェルティスは自らが立つ大地にしゃがみこんだ。

　──浄化された大地。

　今は穢歌の庭エデンに沈しずんでいるけれど、再び人間が住める場所になるはずの大陸がこんな手の届くところにある。

「確実性ってのは、穢歌の庭エデンの領域を浄化するから？」

『そうだ。術者の力量にもよるが、極きよく端たんに強力な個体でないかぎり幽幻種は浄化できる。残るのはせいぜい数体。穢歌の庭エデンの最深部に潜もぐる危険性は減る』

　数体の強力個体。

　セラの虚像三体を筆頭に、あとは世界喰ぐらいの王のような特とく殊しゆなタイプだろう。それらが数体もいれば十分すぎるほどに危険なのだけど……

「もう一つの方法は、いきなり穢歌の庭エデンの最深部に潜るんだっけ」

「そう。その最深部で穢歌の庭エデンを崩壊させる魔笛の解放序詞を唱えばいい。だがこれは、貴様も知ってのとおり現段階での穢歌の庭エデンを潜り進む必要があるわけだ」

　何万個体、何十万個体という幽幻種が待つ黒の世界。

　たった千個体ほどの侵しん攻こうで天結宮ソフイアが危機に陥おちいったことを考えれば、その数字がどれほど絶望的なものか誰だれしも容易に想像がつくだろう。

「ああ、なるほど。だから一つ目の方法が安全かつ確実ってことなんだ。幽幻種の妨ぼう害がいを減らせるから」

『そう。だが、何か言いたそうな表情だな？』

　返事のかわりに、シェルティス無言で空を仰あおいだ。

『数百年も待てないと言いたいのだろう』

「……心が読めるんだ？」

『神性存在にも役目がある。世界の守護を司つかさどるのが禁断水晶ならば我は俯ふ瞰かん。ゆえに世界で誰よりもお前を見てきた。表情でわかるさ』

　竜が鼻先を近づけてくる。

『お前が穢歌の庭エデンに堕おち、護士に戻もどるまでに三年』

「永かったんだ。あんなに苦しくて先の見えない時間はもう味わいたくない。でもそれ以上に、同じ思いをさせたくない」

　巫み女この修行は苦しくて辛つらいとユミィは言う。

　たとえば風か邪ぜを引いたりケガをした時、ユミィは気き丈じように振ふる舞まって自分にその事を気づかせまいとする。心配かけないように。そんな彼女が巫女の修しゆ行ぎようだけは「苦しい」とはっきり答える。彼女が隠かくしきれないくらい本当に過か酷こくな修行なのだと思う。

「ユミィはね、あんまり自分の修行の内容を教えてくれないんだ。それは巫女の守秘義務だからダメよって」

『ほう？』

　思えば、それは彼女なりの精せい一いつ杯ぱいの振る舞いだったに違ちがいない。修行の中身を言えばきっと自分に心配かけるからと。

　それを教えてくれたのはモニカだった。



“〝意識を保ったまま氷の中に生き埋うめにされて仮死状態にされる”〟

“〝氷結鏡界に耐たえるための初期訓練がそれだ。とりあえずそれが一番楽な訓練だった。その後は……思いだしたくないな”〟

「やっぱり嫌いやなんだ。それが結果として良い方向に向かうのだとしても、何百年もユミィが苦しみ続けるのは耐えられない」

『だから二番目の方法を選ぶと』

「穢歌の庭エデンの最深部には僕がいく。魔笛が充じゆう満まんする世界に長くいるのは……うん、普ふ通つうの人にはやっぱり良くないことだろうから」

『何十万体という幽ゆう幻げん種しゆに取り囲まれることになってもか』

「もちろん」

『だが、その覚かく悟ごだけでは不十分だ』

　……どういうことだ。

　穢歌の庭エデンの最深部に到とう達たつすることが最大の難関じゃないのか？

『第七真音律エデン・コード』

「……さっき僕に、それを唱うたうなって言ったのと関係が？」

『穢歌の庭エデンを崩壊させる魔笛の解放序詞は、お前に宿った第七真音律エデン・コードだ。あの旋せん律りつそのものが、全すべての魔笛に通じる鍵かぎとなる』

「？　なら全て問題がないんじゃ？」



　穢歌の庭エデンを崩壊させる解放序詞をどうやって手に入れるのかだけが謎なぞだった。

　第七真音律エデン・コードがソレだというのなら望むところだ。だとしたら、穢歌の庭エデンを堕ちていく覚悟だけあればいいんじゃないのか？

『穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせる過程が、方法の一つ目と二つ目では異なるだろう？　穢歌の庭エデンを結界で浄じよう化かする手段。かたや、魔笛のシステムそのものの自じ壊かいを促うながす手段。さらに言えば、その対象とする範はん囲いも違う。前者が穢歌の庭エデンに限定していることから、たとえば浮ふ遊ゆう大陸に昇のぼってしまった幽幻種は浄化できない』

　つまり、幽幻種の大侵攻を受けた後からでは意味がないわけだ。

　後者は違う。

　魔笛の自壊が穢歌の庭エデンの崩壊をもたらして、この世界全ての幽幻種と魔笛を浄化できる。幽幻種がどこにいようとも関係ない。良いことずくめじゃないか。

「穢歌の庭エデンの一番深いところにまで行けばいい？」

『そしてお前は穢歌の庭エデンを崩壊させる。全ての魔笛と幽幻種と、そして────』



『お前自身をも消滅させるというのだな？』



　…………

　……………………え？

『あるはずのない第七番目の真音が生まれたのは三年前。穢歌の庭エデンに堕ちた時のことをお前は覚えているか？』

　覚えてない。

　だけど、イグニドから聞いておおよそのことは知ってるつもりだ。

「……ユミィを庇かばって穢歌の庭エデンに堕ちて、その後は…………堕ちながら幽幻種と戦っていたのを覚えているけど」

『そうだ。お前は穢歌の庭エデンを堕ち続けた。それは禁断水すい晶しようにすら予測不可能の事象であり、同様に幽幻種にとっても予測不可能の事象だった。なぜならお前が落下した場所は塔とうの最上階からで、そこにある“〝扉とびら”〟が穢歌の庭エデンの深部に直接繋つながっていたからだ。お前は全ての過程を省略して穢歌の庭エデンの最深部近くに堕ちたことになる』

　幽幻種も禁断水晶も驚きよう愕がくしただろう。

　堕ちてきたのがユミィでなかったこと。人間の少年が、突とつ然ぜんに穢歌の庭エデンの深部に現れたように堕ちてきたのだから。

『既すでに穢歌の庭エデンの深部に到達していたお前の落下は、幽幻種たちの猛もう追ついをもってしても追いつくものではなかった。封ふう印いんされている禁断水晶もそれを見守ることしかできなかった。そしてたどり着いたのだよ』

「最深部……」

『そう。セラの悲ひ哀あいが眠ねむり続ける最深部。真なる穢歌の庭エデンへ』

　──セラ？

　最古の幽幻種をセラの虚きよ像ぞうと呼ぶ。

　そして穢歌の庭エデンの最深部に眠っているものがセラの悲哀。

「……セラっていうのは」

『全ての始原。あらゆる世界にとっての大母。我も禁断水晶も、全ての神性存在はセラの代行者として世界に顕けん現げんしている』

　神性存在の……そのさらに上位に何かがいる。

　それがセラと呼ばれる「何か」。

『お前たちが幽幻種と呼ぶものもまた、かつてはセラを讃さん美びする福音の獣けものたちだった』

「あれが!?」

『だがセラは大きすぎた。人にとっても世界にとっても、到とう底ていその全容を理解できるものではなかったのだ。セラから生まれたはずの全ての子供たちがセラの名を忘れ、“〝彼女”〟は哀かなしみのうちに眠りに就いた。この時を境に世界はセラの慈じ愛あいを失い、それにかわって生まれた悲哀が穢歌の庭エデンを生んだ。そして主あるじを失った福音の獣たちもまた哀しみと嘆なげきに打ち拉ひしがれ、やがて幽幻種と呼ばれる獣に変へん貌ぼうした』

「…………」

『そして、そんな変わり果てた姿になっても幽幻種たちはセラの名を謳うたい続けた。歌に歪ゆがんだ愛と哀しみと憤いきどおりをこめて』

「それが魔ま笛てき」

　言葉はなかった。

　ただ一度だけ、竜は静かに頷うなずいてみせた。

「でも、それなら僕が魔笛を宿す理由がない。僕はセラなんて知らないし福音の獣なんて全然無関係じゃないか」

「そうだ。だがお前はたどりついた。幽幻種すらもたどり着けない穢歌の庭エデンの最深部に到達し、セラの悲哀に触ふれたのだよ』

「……記き憶おくがない」

『それはお前が、すでに意識すら失った半死半生の状態だったからだ。穢歌の庭エデンに満ちる魔笛に晒さらされた人間がどうなるか、今さら説明する必要もなかろう？』

「…………」

　息が喉のどの奥で逆流したのがわかる。

　無言で、シェルティスは自分の両の手の平を見つめてみた。周りと何ら変わらない肉体。なのに魔笛を宿したという理由だけで穢歌の庭エデンの猛もう毒どくに耐えられる。

『お前の命を蝕むしばんでいるのが魔笛なら、お前の命をかろうじて繋ぎとめているのも魔笛。セラの意志がお前の命を救ったのだよ。なぜならお前は、幽幻種ですら到達できなかった穢歌の庭エデンの最深部にたどり着いた到達者だったから。セラは自らの眠りの中で、お前という訪問者の存在を知った』

　大いなる意志は、自らのもとにたどり着いた少年に自らの旋律を委ゆだねた。



　……そうだ。

　あの日、世界の終わりの場所で──

　たしかに僕は、穢歌の庭エデンに流れる歌声を聴きいていた。



　幽幻種たちを浄化し、全ての魔笛を福音へと生まれ変わらせるための解放の言葉。それが第七真音律エデン・コード。

『お前が穢歌の庭エデンの最深部で唱うたうことで、全てが成じよう就じゆする』

　……それと引き替かえに。

　……三年前に失いかけた僕の命を繋ぎとめる魔笛も消滅する。

　ああ、そういうことか。

　だからアマデウスは最初に教えてくれたんだ。悲劇をもたらすって。

『理解したようだな』

「────」

　気づいた時には膝ひざが折れ、シェルティスは蒼あおの丘おかに跪ざまずいていた。

　自分の身体からだの内側で、何か大事なものが音を立てて崩ほう壊かいしていくのがわかる。竜りゆうの言葉に黙だまってうなずくだけの気力すらわき起こらない。

「……ユミィがさ、言ってたんだ」

　大地にくずおれたまま、遥はるか頭上にある竜の頭をぼんやり見上げた。

「いつか僕の魔笛を浄化してあげるって」

『そのたびにエルベルト共鳴に阻はばまれていたのだろう？』

「うん。なんでこんな現象が起きるんだろうって、悔くやしくて眠れなかった。ユミィはもっと辛つらかったんだと思う。だけど…………、…………っ……」

　喉がカラカラで声も出ない。

　──こんな仕打ちがあるっていうのか。

　もしもエルベルト共鳴がなくて、ユミィが僕の魔笛を浄化していたなら。

『お前は死んでいた。もうわかっただろう。エルベルト共鳴はお前を拒きよ絶ぜつしていたのではない。お前を守っていたのだよ』

「…………」

　顔の筋肉が引きつってるせいで、自分がどんな表情になってるかもわからない。

「そうだユミィは!?　彼女にも同じ話を伝えているんだろ！」

『穢歌の庭エデンを崩壊させる方法があることまでは伝えた。が、お前の存在そのものが関かかわってくることは伝えていない』

「……待ってくれてるの？」

『神性存在は見届けるだけ。お前が決めろ。天結宮ソフイアの意志が彼女にあるように、穢歌の庭エデンの意志もまたお前に集約される』

　迷える時間はない。

　あまり長引けば、話を待っているはずのユミィが不ふ審しんがってしまうはず。

「……決めた」

『ほう？』

「その話は彼女にしないでほしいんだ。……僕から話したい。彼女に全部を伝える準備ができるまで待ってくれないか」

　穢歌の庭エデンを消滅させる方法。

　代だい償しように何が待っているのかも話さなくちゃいけない。いや、彼女だけじゃなくてモニカやヴァイエルに、華宮カグラにも打ち明けなくてはいけない話だ。

　────だけど、だけどさ！

　本当に二つしかないのか!?　禁断水晶を解放するためには穢歌の庭エデンの消滅が前提で、その二つの方法があまりに失うものが大きすぎる…………。

『ミクヴェクスには我から伝えておいた。お前が話さないかぎり、彼女が今の内容を知ることはあるまい』

「……うん」

『話は以上だ。お前から問うことがあれば聞いてやろう』

「二つだけ」

　片かた膝ひざを地につけた姿勢で竜を見上げる。

「どんな方法を用いたとしても、穢歌の庭エデンの最深部にいかないと禁断水晶は解放できない。その解かい釈しやくは合ってる？」

『正しい』

「じゃあもう一つ。そこに待ち受けてるのはセラの虚像？」

『そうだ。が、その三体が最後ではない。最後にお前の前に立ちはだかるのは────』

「ありがとう、それだけわかれば大だい丈じよう夫ぶ」

　小さく微笑をうかべてシェルティスは立ち上がった。

「こんなに丁てい寧ねいに話してくれるなんて思わなかった」

『我とて興味がないわけではない。第七真音律エデン・コードを宿した数すう奇きな者に対する相応の対応だ。しかし殊しゆ勝しようだな？　もっと悲ひ嘆たんに暮れるかと思っていたが』

「ユミィを迎むかえにいかなくちゃ。イリスも預けっぱなしだし。その時に僕が落ちこんでたら怪あやしまれるから」

『……まったく殊勝なことだ』

　黄昏竜は笑ったようだった。

『この丘を下りていけ。雪の積もる高山の麓ふもとにたどり着いたら、その山道をまっすぐに登のぼるといい。そこにお前の捜す娘むすめがいる』

「雪なんてどこにも降ってない気がするけど」

『歩けばわかる。見た目どおりの道など穢歌の庭エデンには一つとしてないのだから』

　……それはそうか。

　穢歌の庭エデンの中に学校があった時点でそう考えてしかるべきなんだろう。歩いてる最中に、突然に景色が入れ替わることだってありえるわけだ。

「じゃあ行くよ。ありがとうアマデウス」

『アーマと呼ぶといい』

「？」

『アマデウス。お前にとってはセラの虚像と同じ名で紛まぎらわしいだろうからな』

「……ずいぶん可愛かわいい名前だけど」

『よく似合うだろう？』

　漆しつ黒こくの牙きばを覗のぞかせて竜が口をつりあげる。

　その不器用な表情が、見上げていて不思議と心地ここちよかった。

『ふり向いた遥か向こうに見えるモノ』

「……え」

『今ではない』

　黄昏竜が、その鋭えい利りな頭部を空高く天上へと持ちあげる。

『今ではない。だが遠からずして、お前は必ずや楽園幻げん想そうに続く道へとたどり着く。心して歩け。その道の途と中ちゆうで見過ごせば二度と見つからない。だがもしも、お前が真なる楽園を見つけることができたなら、その時は────』

「……その時は？」

『待ち人の願う楽園へとたどり着く。ただそれだけのことさ』

　それは何を意図しての言葉なのだろう。

　ただ、きっとここで考えていても答えは出ない気がした。だから──

「それじゃあ、またどこかで」

『期待している』

　シェルティスは、黄昏竜に示された丘を歩きだした。



　　　　３



　果てなき黒の別世界で──

『ユミィ、どうやら私からお伝えできる話は終わりのようです』

　白夜色に輝かがやく蛇へびが、突とつ然ぜんにそう言ってきた。

「……え？　で、でもさっき、肝かん心じんの二つ目の方法があるって……」

『それはシェルティスにお聞きなさい。大丈夫、教えてくれますよ。そして肝心の彼の居場所についてですが』

　そう、それだ。ここに来た当初の目的だって、はぐれてしまったシェルティスの居場所が聞きたかったからなんだから。

『この教会を出て雪原を下りなさい。大まかな道のりはシャオが教えてくれますよ』

「……それだけでいいんですか？」

　てっきり険しい道や幽ゆう幻げん種しゆのいる場所を抜ぬける必要があると思ってた。なにしろここは穢歌の庭エデン。あまり簡単な道のりだと、逆に罠わながありそうで心配なほどだ。

『禁断水すい晶しようをお願いします。あの娘こは……私にとっても大事な存在ですから』

　頭を垂れる大だい蛇じやに無言で会え釈しやくを返し、ユミィは扉とびらに手をかけた。

　ふしぎだ。さっきはどんなに力をこめても開かなかった扉が、今度は指先で取っ手に触れただけで自然と口を開いていく。

「眩まぶしっ」

　直後、差しこむ陽光に目を灼やかれて思わず悲鳴が飛びだした。

　……そっか。ここは真っ暗な部屋だったもん。あの暗さに慣れちゃったらちょっとの明かりでもこんなに眩まぶしいんだ。

「お帰りなさい」

　漆黒の外がい套とうに身を包んだシャオが、変わらぬ微び笑しようで待っていた。

「それじゃあ待ち合わせの場所に行こうか。途中まで案内するよ。雪原の向こうの道を下りていけば一本道で行けるから」

「え？　あ、……えと」

　まだ何も言ってないよね？

　わたしの顔を見るなり自信満々で歩きだすというのはどういうことだろう。

「扉のそばに立ってたら話が聞こえてきたからね。勝手に盗ぬすみ聞きしちゃったのは申し訳ないけれど」

「い、いえ平気です！……この道をまっすぐですね」

「そう。雪が深いから足あし下もとに気をつけて」

　積もりたての新雪を進んでいくシャオ。真っ白い雪の絨じゆう毯たんは、おおよそ足首くらいまでの深さだろうか。奥の方では膝くらいまで埋うまってしまう場所もありそうだ。

「この雪は氷結鏡界の氷が元になったものですか」

「いや。たぶん当時のここが冬だったからだろうね。冬という季節ごと氷結鏡界が凍とう結けつさせたんだと思う」

　穢歌の庭エデンを閉とざす結界は時間をも凍いてつかせる。ならばこの雪は、千年前に積もった雪ということになるのだろう。

「……そうしたら穢歌の庭エデンにいる間って」

「氷結鏡界の内側は時間から眠り続ける。それは幽幻種も人間も同じ。皇おう姫ひサラもそうだよ。彼女が千年もの時を当時の姿でいられるのは、彼女の内側で時間が止まってしまっているから」

　冷たい吐と息いき。

　白く濁にごった息が、ふわりと大気に混じって消えていく。

「……シャオさんは、巨蛇ミクヴエクスの力で穢歌の庭エデンに堕おちてきたんですよね」

「うん。といってもアレは神性存在でも禁断水晶と違ちがって俯ふ瞰かん者だから、本当にそれ以外のことはできないんだ。それは自分も同じ。あなたのように世界を浄じよう化かする力もなく、紗砂のような使命を帯びているわけでもない」

　……本当に？

　あんなに巨きよ大だいな神性存在から頼たのまれるくらいなんだから、シャオさんだってすごい才能や力があるように思えてならない。

「自分にそんな力はないよ」

「うそ。だって今もわたしの考えてることを──」

「経験則だよ。これでも見た目以上に年ねん齢れいだって重ねてるんだから」

　先を行くシャオがいたずらっぽい視線を向けてくる。

「ただ、禁断水晶の力にはなってあげたい。そう感じる気持ちはどこかにあるのかもしれない。あの時は大おお喧げん嘩かをしたけれど」

「喧嘩!?　え……禁断水晶とですか」

「うん。まあ昔に。自分も禁断水晶にとっての適格者ではあったんだけど、それを断ったことがあった。細かい理由は省くけど、何というか思想の違いだったんだろうね」

　……そっか、つまりこの人は。

　……わたしよりも前に本来選ばれるはずの人だったんだ。

　それを放ほう棄きして、自分だけの力で生きることを選んだ。だから特別な沁力も何もないということなんだろう。

「あの時は喧嘩別れしたけど、だからこそ今は力になりたいんだろうね────もうすぐだよ」

　先を歩く黒法師がそう呟つぶやいた途と端たん、世界が一変した。

　朝から夕方へ。

　冬から真夏へ。

　見上げた空は燃え上がるような紅くれない一色。空気も、さっきまでは凍こごえるような風が、今はじっとりと汗あせばむ湿しめった気候だ。

「……え、え？」

「穢歌の庭エデンに見かけどおりの場所なんて一つもない。紗砂の故郷である場所から、今ちょうど別の境界面を越こえたところだね」

「それは、ええと……全然違う場所に移ってきたってことなんですか？」

「穢歌の庭エデンであることに違いはないけれど、ここは空間が歪ゆがんでる場所がいくつもある。最初は戸と惑まどうかもしれないけれど」

　足を止めてシャオがふり返ったのはどれくらいぶりだろう。喉のどにへばりつくくらいの湿しつ気けと猛もう暑しよに、こっちはもう法衣の内側も外側も汗だくだ。

　……だいぶ歩いてきたよね？

　下っていた丘おかは、もう遥はるか後方に小さく霞かすんでる。あの丘周辺は雪が舞まう極ごつ寒かん地域、ここは汗が噴ふきだす猛暑地域というのだから戸惑うなという方が無理だ。

「休む？」

「ま……だ、頑張……ります」

　額の汗を手の甲こうでぬぐってユミィは頷うなずいた。

「シェ……ル、ティスだってこの暑い中を歩いてきてるんですよね。ならわたしだって頑がん張ばります。遅おくれて待たせたくないから」

「へえ？」

　シャオが片かた眉まゆをつりあげて声を弾はずませる。その仕草は、なんだかとても珍めずらしいようにユミィには思えた。

「あの……それが」

「個人的な興味なんだけど、あなたはシェルティスという人に恋こいしてる？」

「～～～～～～～っっ!?」

　悲鳴が、喉の奥でひっくり返った。

「な、ななななっっ！　なにをいきなり言うんですか!?」

「いや、どうも自分は恋れん愛あい感情に疎うといらしいんだ。それで最近は注意して人の反応を見るようにしてるんだけど、今回のは正解だったかなって」

「……わかりやすいって意味ですか？」

「うん。だから見てて楽しいし嬉うれしくもある。本当は紗砂にも、あなたみたいな人になってほしいんだ。あの子は自分の使命を全うすることで頭が一いつ杯ぱいだから、少し息を抜いて休むことも大事なんだけど」



    

  
    
      　確かにサラ様とは職務以外の会話をしたことがない。ほかの巫み女こ、たとえばメイメルや春蕾シユンレイなんかとはご飯の話や趣しゆ味みの話なんかもするのに……

「だからこそ、あなたには紗砂と違う未来もありえるのかもしれない。巨蛇ミクヴエクスはそう言っていた」

「……わたしが、サラ様から氷結鏡界を継けい承しようするという話ですか？」

「それを望むのならばね」

　意味深な表情でシャオがはにかむ。

「じゃあ自分はここらで退散するから。後は二人で頑張って」

「あ、あ……待って！」

「だってほら。目的の場所はすぐそこだもの」

　夕焼け色に染まった花畑。

　花か壇だんというには大きく、野原というには狭せますぎる。あんな……ごく普ふ通つうの花畑が目的の場所だなんて。

「普通のお花畑に見えます」

「花が咲さいている場所という意味ではその通りかもしれない。違うのは、あの場所に氷結鏡界の核かくとなった禁断水すい晶しようが眠ねむってることくらいだから」

「あの場所に……」

「巨蛇ミクヴエクスのいう解放とはつまり、その眠りから彼女を解きはなつこと。解放されることで、禁断水晶は自身が生まれた世界へと還かえっていく」

　還っていく。

　その意味がすぐには呑のみこめず、ユミィはしばし返事すら忘れて立ちつくしていた。

「……禁断水晶は、わたしたちの世界の守護者じゃないんですか？」

「禁断水晶もね、初めは別の世界で生まれた神性存在だった。生まれて間もない頃ころから、彼女は異なる世界間を巡めぐりながら成長するはずだった。けれど、そこに奇くしくも同じタイミングでこの世界に引っ越してきた乱暴者がいた」

「それが幽幻種なんですね」

「そう。幽幻種を制せい御ぎよすることで禁断水晶は力を消しよう耗もうしてしまった。彼女を助ける方法は穢歌の庭エデンからの解放。ここでいう解放というのはつまり、眠る彼女を目覚めさせて生まれ育った世界へ戻もどすことを指す」

　けれど、その代だい償しようはあまりに大きい。

　禁断水晶がこの世界から消えるということは、浮遊大陸オービエ・クレアを守護していた神性存在が消えるということに直結するのだから。

「禁断水晶と話をしてごらん。対話することで見いだすものもあるかもしれない」

「……頑張ってみます」

　自分に言い聞かせるつもりでユミィはうなずいた。

　シャオの方は足を止めてにっこり微笑ほほえんでいるだけ。これ以上一いつ緒しよに来てくれる気はないんだろう。心の読めない微笑だけどそれは伝わってきた。

「最後に一つ警告。あの花畑に入った後は気をつけて。あれは禁断水晶が自衛のために施ほどこした特とく殊しゆな結界になってる」

「あの花畑が……結界？」

「うん。疑わしき者はどれだけ歩いても花畑の中心にたどり着けないし、無理に入ろうとすれば強制的に追いだされるシステムになってる」

「……え。じゃあどうすれば」

「笑顔と勇気で歩けば怖こわがる必要はないよ。それじゃあユミィ、またどこかで」

　返事も待たずにシャオが身をひるがえす。

　外がい套とうの漆しつ黒こくと夕焼けの茜あかねが混じって生まれた黄昏たそがれ色を全身にまとい、皇姫サラの憧あこがれであったという者は姿を消した。

　……わたしやサラ様よりも先に禁断水晶に選ばれるはずだった人。

　……だから時々、寂さびしそうな表情してたのかな。

　姿が見えなくなった後も、しばらくその背を追いかけるつもりで丘を見上げ──

「ユミィ？」

　聞き覚えのある声は、突とつ然ぜんに真後ろからやってきた。

　鳶とび色いろの髪かみと双そう眸ぼう。

　細身の身体からだに白のシャツと黒の上着を羽織り、片手に剣けんを携たずさえた少年だ。

「────シェルティス!?」

「ユミィ！　やっぱりそうだ、良かった！」

　自分が立ってる下り坂の、ほんの数メートル先。シャオが教えてくれた花畑のちょうど端はしから彼が一目散に駆かけよってくる。

「心配したんだ。……よく無事で」

「わ、わたしだって本当に心配したんだから！　それにシェルティスがいない間に大変だったの。雪山に落下したところを助けてもらったと思ったら、いきなり真っ白で大きな蛇へびの姿をした──」

「セラの虚きよ像ぞうの実像っていう奴やつ？」

「そ、そうなの！　それで色々と教えてもらって、巨蛇ミクヴエクスが言うには穢歌の庭エデンをすぐにでも崩ほう壊かいさせる方法があるみたい。それはシェルティスに教えてもらっ……」

「…………」

　じっと自分を見つめていたはずの彼が、いつしか目を伏ふせて大地を見下ろしていた。唇くちびるをかたく閉じて、その双眸にも寂さみしげな空くう虚きよ感が色いろ濃こく浮うかんでる。

　シェルティス？

　どうしたんだろう。そんな、悲しそうな表情。

「────ああ。そうだね、教えられると思う。でも話すには一つ一つ、順番に話したいんだ。僕もまだ完全には理解できてないから」

　ゆっくりと頭をふってシェルティスが笑む。シャオの憂うれい混じりの微笑とも違ちがう。それはひどく弱々しく、そして自じ嘲ちようのまじった笑みだった。

「だけどさ、穢歌の庭エデンにこんな場所があるなんて」

　まぶたを灼やく夕ゆう陽ひに目を細める彼。

「……これが氷結鏡界の本当の」

「うん。皇おう姫ひサラ様がずっと願ってた光景なんだって。全ての大地から魔ま笛てきがなくなる日。この場所は、それを少しだけ先に実現してる場所なんだって。わたし最初よく理解できなかった。…………嬉しすぎて頭が真っ白になっちゃったから」

　穢歌の庭エデンの深部に、こんなにも空気の綺き麗れいな場所がある。

　清せい涼りような風が吹ふき、植物がみずみずしく根づく大地がある。

　こんなにも美しい黄昏を見られる丘がある。

「きっとこの景色が、どこでだって見られる日が実現できる気がするの。シェルティスの魔笛だって絶対に浄じよう化かできると思う」

「僕の魔笛……」

「そうだよ。だって、こんなにすごい景色が本当にあるんだもん。絶っ対、わたしだって頑張るから！　ね？」

「……そうだね」

　まぶたを半分ほど閉じたシェルティスが微かすかに笑う。

「まずは禁断水晶を捜そうか。浮遊大陸オービエ・クレアに戻る方法を見つけないと」

　それが自嘲と自責が混じりあった末の……どうしようもない感情が泣き笑いになった末の笑みであることに、ユミィは最後まで気がつかなかった。



　──そのことをユミィが知るのは、もう少し先のことになる。
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　大地。

　瑞みず々みずしい草が生おい茂しげり、その上を小さな蝶ちようがふよふよと飛び回っている。

　奥には背の高い木々が空に向かって伸のび、その幹にからまる森アサガオの蔓つるには小さな花が咲き誇ほこっていた。

「ふむ、やはり地に根ざすというのは良いものであるな。日を浴び、風を受け、地に足をつけて生きる。これが人というものよ」

　満足げに頷うなずき、たった一人で草原に立つのは『第一』のゼアドールだ。

　威い風ふう堂どう々どうたる偉い丈じよう夫ふ。

　成人男性ですら見上げるほどの背せ丈たけを誇る、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる大男だった。薄うす地じの黒インナーの上にまとう灰色のロングコートが、男の発達した筋組織を隠かくしきれずに隆起しているのが見てとれる。

　焦しよう土ど色の髪は短く刈かって逆立てており、灰色の瞳ひとみは勇ゆう壮そう感を嫌いやでも感じさせる。

　が。

「……第九ヒユーイツクはまだか」

　腕うで組ぐみする当人の表情には、いささかの疲つかれが浮きでていた。

　統政庁の執しつ行こう機関として天結宮ソフイアの精せい鋭えいたちと合流。ともにセラの虚像と死し闘とうを繰くり広げて撃げき退たいしたまではいい。

　しかし、その決戦でゼアドール自身は敵の魔笛に被ひ弾だん。

　巫女ユミイによって魔笛そのものは浄化されたが、全身におよぶ痙けい攣れんと激痛は残ったまま。本当なら一分一秒でも早く統政庁に戻って休息を取りたいところだが……

「一時間で浮遊島ラグーンまで駆けつけると言って、既すでに三時間になるが……」

　肝かん心じんの、やってくるはずの仲間が来ない。

　ちなみに天結宮ソフイアの面々は飛空艇ていでとっくに浮遊大陸オービエ・クレアに帰き還かんした。統政庁に戻る自分と、部下の黒くろ猫ねこだけが延々と待ちぼうけということになる。では黒猫はどうしたかというと、彼女は向こうの木こ陰かげで鞄かばんを枕まくらがわりに熟じゆく睡すい中。仕方なく自分が見張りをしているわけだ。

「よもや忘れているのではなかろうな」

　重々しい溜ため息いきをつき、ゼアドールはその場の草原に腰こしを下ろした。

　幽ゆう幻げん種しゆの去った島とはいえ楽観視は危険。ならば自分も体力の浪ろう費ひは抑え、黒猫同様に体力の回復に努めた方がいい。

　……本来なら水の一いつ杯ぱいでも飲みたいところであるが。

　内心の苦く笑しようは顔に出さず、ゼアドールはあぐらの恰かつ好こうで大きく息を吐はいた。

　と。

　靴くつが草を踏ふみしめる音。

「第九ヒユーイツクか？」

　反射的にそう口にしたものの、すぐに思い直す。あのやかましい男が無言で近づいてくるはずがない。では第七。いや、あの女が統政庁を離はなれることも考えにくい。

　ならば後ろにいるのは誰だれ？

「そなたは……」

　ふり向いた先で、真っ先に目に映ったのは純白のワンピース。

「お久しぶりです」

　そう言って微笑ほほえんだのは真っ白な髪の女性だった。

　触ふれただけで折れてしまいそうな肢し体たいに病的なほど白い肌はだ。そんな弱々しい印象の彼女にゼアドールは見覚えがあった。忘れもしない、統政庁の領土で顔をつきあわせた途と端たんに倒たおれてしまって、自分が病院まで運んだ女性だ。

「そなたは……」

「はい。統政庁でお会いしました。あの時はお医者様に連れていっていただきまして」

「ふむ、どうやら立場が逆になったようであるな」

　彼女が手にしているタオルを一いち瞥べつし、ゼアドールは真顔で呟つぶやいた。

「失礼します」

　額にふれる冷たい感かん触しよく。冷たい水に浸ひたされていたのであろうタオルが、身体の火ほ照てりを癒いやしてくれるのがわかる。

「礼を言う」

「大したことではありませんわ」

　くすっと微笑む彼女。

「そして素す晴ばらしい戦いくさでした。セラの虚像の魔笛を浴びながらも意識を固持する精神力、また全身を蝕むしばまれながらも竜りゆうへと届く会心の投とう擲てき。あれが無ければ勝負は混こん迷めいを極きわめていたでしょう。此こ度たびの戦、ゼアドール様のお手て柄がらです」

　黒竜の魔笛を浴びながらも意識を保ちつづけ、さらには巨きよ大だいな鎚矛メイスを投じることでシェルティスの逆転劇に貢こう献けんした。

　彼女の言うとおり、この男にしか為しえない力ちから業わざだろう。

「最低限の使命は果たせたというわけか」

「その謙けん虚きよさも素晴らしいと思います。わたしの仲間にも爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてあげたいくらいです」

「ふむ、それより」

　まじまじと彼女を見上げる。

「……あ、……そ、そんな見つめられると」

「一つ聞かせてもらおうか」

「は、はい。なんでしょう！」

　なぜか顔を真っ赤にする彼女に、ゼアドールはあくまで冷静に。

「そういえば名を聞いていなかったな。吾わが輩はいはゼアドール、そなたは名を何という？」

「…………」

　びくっと怯おびえたように彼女が身を竦すくませる。

「吾輩とて、名前でもって素す性じようを暴あばくような真ま似ねは好かん。ただ単に吾輩とそなたの間での話である」

「…………真マ葉ハとお呼びください」

「マハか。変わった名であるな」

　しかしマハという名、どこかで聞いた記き憶おくがあるものの、いかんせん誰がどこで言っていたか思いだせない。

「しからばマハよ」

「は、……っはい」

　頬ほおを紅べに色にした女性が緊きん張ちようした面おも持もちで顔を上げる。

「そなた、なぜこんな辺へん鄙ぴな浮遊島ラグーンにいるのであるか？」

　ぴしっ。

　音を立てて、目の前の彼女が石化した。

「…………わたしですか？」

「吾輩の記憶が確かならば、現在この島は危険区域に指定されていたはずである」

「……この島に？　わたしがいる理由？」

「うむ」

「…………」

「…………」

「……そうだ！　わたし急用を思いだしました。こ、これにて失礼！」

　身をひるがえすなり、ふらふらおぼつかない足取りで逃にげていく彼女。

「待たれよ、このタオルは──」

「さ、差し上げます！　何でもないない、何でもありません！　私はただの通りすがりの病弱人です！……ああ、慌あわてて走ったから目眩めまいが…………」

　小走りに彼女が駆かけていく。少し走っては休んで、少し走ってはまた休んで。

「なるほど通りすがりの病弱人であったか。しかしこのような浮遊島ラグーンで出会うとは、偶ぐう然ぜんとは時に酔すい狂きような真似をする」

「……いや、それマジで言ってるんですかゼアドール様」

　彼女が立ち去った後、その真逆の方向からやってきたのは黒スーツに身を包んだ黒猫だ。何とか自分の足で歩いてはいるものの、その口元にはうっすらと血の痕あとが。

「多少は回復したか」

「はい。他界したお祖ば母あ様と仲良くランチする夢を見るくらいは死にかけていましたが、このとおり九死に一生を得たようです……まだ頭痛するけど」

　ふらふらと近づいてきた彼女も隣となりに腰を下ろす。

「ヒューイック様から連れん絡らくがありました。もうあと五分以内に到とう着ちやくするそうです」

「ならばあと一時間は見積もっておくべきか」

「二時間は見ておいた方がいいと思います。ただ、ヒューイック様が慌ただしいというのは本当のようですね。気になる情報が入ってきたと言ってました」

「ふむ……？」

「しばらく緊きん迫ぱくした空気が続くと。そう言っていました」

　口元の血けつ痕こんをぬぐいとり、彼女はそっと目を閉じた。
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　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない病びよう棟とう。

「お待たせしました」

　機械帽ぼうを脱ぬいだ素顔の華宮カグラが、薬の処しよ方ほう箋せんを携たずさえて歩いてくる。

「もういいのか？」

「バッチリ。原因不明の腹痛と高熱を煩わずらった患かん者じやが、医者にもらった薬で全快したという筋書きどおりです。多少怪あやしまれはしたけど、かといって私たちの目的まで読まれることはないでしょうし」

「しっ。その話は人ひと気けのないところでだ。……こっちに来い」

　自分の唇くちびるに手をあてて華宮を牽けん制せい。無言で彼女が頷うなずくのにあわせて、モニカは病びよう棟とうの出口を伝って通路に出た。

「よぉ入院患者。もう退院か？」

　壁かべに背を預けていたヴァイエルがゆっくりと身を起こす。

「仮け病びようだってバレなかっただろうな」

「緊きん急きゆう車両で搬はん送そうされた時の迫はく真しんの演技、見てたじゃないですか」

　機械帽をかぶりながら、華宮。

「天結宮ソフイアまで戻もどってこられました。第一の難関はこれで突とつ破ぱです。ね、モニカ？」

「ああ。だけど大変なのはここからだ」

　最初の難関が、今まさに華宮の言ったフェルンの棘とげ森もりから天結宮ソフイアへの帰還だった。

　巡じゆん回かい任務が終わるまでは迎むかえの車両もない。強行軍で徒歩で帰ったとしても任務違い反はんで厳重注意を受けるだけ。

「ならばフェルンの棘森の寒さで仲間が体調不良を起こしたことにして、緊急の救助部隊を呼べばいい。入院することになれば任務違反もなく堂々と天結宮ソフイアに帰ってこられる。素晴らしい悪わる知ぢ恵えです。さすがモニカ」

「名案と言ってくれ」

　患者役の華宮が緊急車両で運ばれて、部隊長である自分とヴァイエルがつきそい。その後は彼女が病院から出てくるのを待っていたというわけだ。

「それで、巫み女こ様はどうだった」

「結論から言ってダメでした。看護師さんをつかまえて聞いてみたけど、あいにく巫女様が入院してるとか手当てを受けてるという話は知らないそうです」

「……そうか」

　生ビ態オ生ト育ー野プから遠路はるばる天結宮ソフイアまでは帰き還かんできた。

　次の問題は、どうやって最上階まで昇のぼるかだ。

「……２９０階から先は護士にとっても伝説の場所だからな」

　２９０階『夢見の天幕』。皇ひ姫めが休息をとるための、塔とうでもっとも静かな場所。

　２９１階『楽園』。皇姫と巫女が結界を祈いのるための、塔でもっとも厳おごそかな場所。

　立ち入る権限が与あたえられるのは巫女と千せん年ねん獅しのみ。錬護士ですら許されない聖域を、まして候補生にすぎない自分が立ち入れるわけもない。

　……千年獅か巫女。

　……私が話しかけられるとしたらユミィだったんだけど、そのユミィが穢歌の庭エデンに堕おちてるんだから状じよう況きようは最悪だ。

「で、どうすんだ。無理を承知で巫女サマをつかまえて頼たのみこむしかねえだろうが」

　ヴァイエルのぼやきは当然だろう。

　病棟で巫女を探したのもそれが理由だ。セラの虚きよ像ぞうとの戦いを終えた巫女が病棟で検査を受けていれば、その時に無理を承知で頼みこむつもりでいたのだが。

「私たちの帰還が遅おそすぎたのかもしれません」

「……だとしたら、もう治ち療りようを終えてフロアに戻った後か」

　握にぎった手の平が汗あせばむのを感じる。

　部屋で休息中ならいい。最悪なのは巫女が自分の訓練に入ってしまうことだ。数時間、いや十数時間は面会不可能。そうなればシェルティスとユミィは────

「確実なのは塔の８階９階で面会を予約することですが……」

　華宮の口調もいつになく重々しい。巫女の予約面会は一日で一人、多くても二人が限界だ。今から予約したって何ヶ月先に順番がくるかわからない。

「もう直接に巫女様のフロアに行ってお願いするしかないですね。……浮遊島ラグーンから戻ってきたばかりの巫女様が、私たちの相手をできる時間があるとも考えにくいですが」

「いっそ扉とびらをたたき壊こわしてでも昇るしかねえんじゃねえのか？」

「阿あ呆ほう。それで警備員に捕まったら元も子もないだろうが」

「あぁ？　誰だれだ人様を阿呆呼ばわりする────」

「私だが、文句はあるか？」

　糸のように細い煙草たばこを掲かかげる指先。

　ふり返ったヴァイエルの真後ろに、獣じゆう皮ひでできた鞭むちを携えた黒くろ髪かみの女性教官が。

「ユメルダ教官!?」

「フロアの隅すみで密談する候補生がいると思って来てみれば。華宮、さっきまで担たん架かの上で腹を抱かかえてのたうち回っていたように見えたが？」

「え…………あ、あの……そ、それはですね」

　自分の腹部を押さえて華宮が後ずさり。

「薬が……ええと、良く効いたといいますか」

「ならばすぐにでもフェルンの棘森に戻れると」

「あ……いや念には念を入れてですね……一日ほど塔で休みをと…………」

「ふむ？」

　うろたえる候補生の頭から足下までをジロジロと眺ながめまわした後、腕うで組ぐみする教官の返事は呆あきれ混じりの溜ため息いきだった。

「一つ忠告だ。上う階えに昇るのはお前たちの勝手だが作戦会議は場所を選べ。私のような通りすがりがどこで聞き耳を立てているかわからんぞ。特にお前たちの部隊の双そう剣けん使い。アイツに関連することと知れれば面めん倒どうだからな」

「……え？」

　心中をそっくり見み透すかされた気がして、モニカは無意識のうちに息を呑のんでいた。

　ユメルダ教官の話がいくら何でも飛ひ躍やくしすぎてる。なぜ今この一いつ瞬しゆんで、自分たちの目的がシェルティスに関することだと看破できた？

「浮遊島ラグーンに現れた三体の幽ゆう幻げん種しゆだったか？　その撃げき退たいで三人もの巫女様が出しゆつ陣じんされた。それほどの大事となれば教官にも話が伝わって当然だ。──が、戻られたのはメイメル様と春蕾シユンレイ様だけ。今も姿の見えないユミィ様についてメイメル様の報告はない。となれば当然、何かがあったと察するべきだ。たとえばそう、重傷を負われて22階のこのフロアで治療を受けているのでは。そう考えた私がこのフロアに来たようにな」

　胸むな元もとから針のように細い煙草を取りだす女性教官。

「ところが今し方メイメル様から、一人の候補生が偶然に同じ浮遊島ラグーンにいたことが担当教官──つまり私だけに極秘に伝えられた。曰いわく、その候補生が穢歌の庭エデンに堕ちた可能性が高いとな。ここまでくれば、姿の見えないユミィ様についても嫌いやでも想像はつく」

「…………」

「そこで問題が一つ。仮にユミィ様と候補生が穢歌の庭エデンに堕ちたという最悪の仮定が現実だった時。二人を救出する術すべがあるのかという問題だが、これは巫女様にも手のうちようがないとのことだった。異篇卿なる者の一人が、穢歌の庭エデンに続く扉が塔のどこぞにあるという話を浮遊大陸オービエ・クレア中にばらまいてくれたが、その真しん偽ぎのほどを知るのは皇姫様だけだ。今のところは根も葉もない噂うわさにすぎん」

　塔の最上階に、穢歌の庭エデンにつながる扉がある。天結宮ソフイアでは皇姫による正式発表待ちのまま口外禁止になっている。

　……だけど異篇卿は、わざわざわたしたちの前に現れて同じことを言ってきた。

　……嘘うそとは思えない。

　穢歌の庭エデンに堕ちて帰還できるかは別問題だとしても、最上階の扉から穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうすること自体は可能である見こみが高い。

「しかしですよ、巫女様が穢歌の庭エデンに堕ちたということであれば塔の被ひ害がいは甚じん大だいです」

　黙もくしていた華宮が一歩前に進み出た。

「異篇卿の話が本当なら塔の最上階から穢歌の庭エデンに行けることになる。つまり巫女様を助けられる可能性も零ゼロではない。そうした声は上がらなかったんですか」

「穢歌の庭エデンに救きゆう援えん部隊を送るという意味か？　それこそねずみ算式に犠ぎ牲せい者しやが増えるだけだな。レオン師隊長が自ら救出役を買って出たという話もあったが、春蕾様が断固としてそれを許さなかったとも言っていた」

　泣きじゃくりながらレオンにしがみついて止める春蕾。目を瞑つぶらずとも、その光景が鮮せん明めいに思い浮うかべられる。

　……それはつまり。

　……巫女や千年獅でさえ穢歌の庭エデンへの突入は死を意味するというわけだ。

「それで──」

「メイメル様は、全すべての決定をサラ様に託たくされた」

「皇姫様が!?　だけど今は最上階で」

「２９１階の間にいるご本人から巫女様に念話があったそうだ。サラ様のご判断に任せるということで本件は一応の収束をみせた。と、思っていたところにお前たちが戻ってきたというわけだ────モニカ」

　糸のように細い煙草。

　その先端が、まっすぐに自分の額に向けられた。

「わざわざ仮病を装よそおってまで塔に戻ってきた理由を訊きく気はない。が、候補生の無む駄だ死にに等しい行こう為いを教官として放置するわけにはいかない。わかっているな？」

「…………」

　無む駄だ死じに。……わたしたちの決意を無駄死にというのか。

　その言葉が、幾いく度どとなく乱反射しては胸の奥に突つきささる。

「……大事な部隊の仲間を助けに行くことが、無駄死にですか」

「結果として同じ事だ。千年獅であるレオン師隊長ですら春蕾様に反対された。候補生が行ってどうにかなるものではない。仮に、零にも等しい可能性を掴んで穢歌の庭エデンから帰還できたとしよう。それも結局はサラ様の命令に背そむいての単独危険行為だ。皇姫様ご自身の勅ちよく命めいに反した護士がどうなるか、言うまでもあるまい」

「…………」

　軽い刑けいでも候補生としての階級停止。

　もしも穢歌の庭エデンに赴おもむいて一人でも犠牲者を出せば、部隊長として重大な命令違い反はんに過失、間ま違ちがいなく護士の身分剥はく奪だつ。塔からの追放が待っている。

　……だけど。

「それが何だっていうんですか！」

「ふむ？」

　わずかに目を細める教官。

　その上司の眼まな差ざしを真正面から睨にらみあげ、モニカは拳こぶしを握りしめた。

「ユミィもシェルティスもわたしの大事な仲間です。……だって、このままでは二人を助けられる可能性は零じゃないですか。だけど……わたしたちがもしも穢歌の庭エデンに突入できれば、二人を助けられる可能性は零じゃなくなる。命令違反？　上等です、二人を助けるためなら命令違反で塔から追放される刑なんて安いくらいだ。穢歌の庭エデンにつながる扉が最上階にあるっていうなら、わたしはそこに行く！」

「穢歌の庭エデンに向かうという判断は教官として許可しない。これは命令だ」

「っ！」

　視線と視線が交こう叉さする。

　互たがいに互いをにらみ合う。静かな怒いかりと緊きん張ちように制圧された静せい寂じやくが、いったいどれだけ続いただろう。

「──だが」

　ゆるやかに、そして突とつ然ぜんに、視線を逸そらしたのはユメルダ教官の方だった。

「だが単にサラ様と話がしたいというのなら話は別だ」

　……

　…………え。

「わからんか？」

　突きつけていた煙草の先せん端たんで、今度は真上を指さしてみせる。

「穢歌の庭エデンに行くという理由で上階を目指すのは教官として許可できない。が、単にお前たちがサラ様に話があって、そのために上階に行くというのはお前たちの勝手だ。教官としてそんな個人的行為を逐ちく一いち調べあげる気もない。そういうことだ」

　……それは……どういう意味？

　……この人は、わたしたちが上階に行くのを許可しないとばかり思ってたけど。

「さっきも言ったが、この件に関してはサラ様のご意志にかかってる。しかしお前は例の双剣使いが所属する部隊の部隊長だ。ならば部隊長として部隊の仲間の命を助けたいという私的な一意見があっても不思議ではあるまい？　ゆえにお前たちは、サラ様に自分たちのごくごく私的な話を進言したくて最上階まで行きたいということになる。……あとは言わずともわかるな？」

　穢歌の庭エデンに向かうために最上階に行くのではない。

　自分たちはあくまでサラ様に会うために最上階に行くのだ。

　そんな名目であれば、たとえ候補生の権限を超こえて最上階まで行ったとしても命令違反とは見なされないし、処分は軽い。

「なかには今の私のように、気まぐれと情状酌しやく量りようで見なかったことにする怠なまけ者の教官もいるだろうさ」

　……そうか。

　この人は最初から、わたしたちを呼び止める気なんかなかったんだ。むしろわたしたちの背を押してくれるためにわざわざ…………。

「教官は、最上階に穢歌の庭エデンの扉があると信じてるんですか」

「ないと決めつける理由がない。ならばお前たちの好きに進むといいさ」

　煙草を口くちの端はしにくわえて当人が肩かたをすくめてみせる。

「話は以上だ。いいな、お前たちは穢歌の庭エデンに向かう気はない。ただサラ様に会いたくて上階を目指すだけだ。ゆめゆめ目的を間違えるなよ」

「……ありがとうございます」

「礼を言う暇ひまがあれば頭を動かすことだ。候補生の権限で塔とうの最上階まで昇のぼる方法は私も知らん。あとはお前たちで考えろ」

　硬こう質しつの靴くつ音おとを響ひびかせて、スーツ姿の女性教官が身をひるがえす。足早に病びよう棟とうの通路を去っていく光景を見送って──

「世話焼きな教官もいたもんだ」

　ただ一人沈ちん黙もくを保っていたヴァイエルが、ようやく重たい口を開いた。

「最上階に行くのは皇おう姫ひに会うためってか？　それだって候補生の身分じゃ無理だろうが。……見つかった時の刑けい罰ばつが軽いってのだけは同感だけどよ」

「ええ。ですが私、割と最初からそのつもりでいましたよ」

「あぁ？」

　見下ろすヴァイエルを、その真横から華宮カグラが見上げる。

「最上階にあるという穢歌の庭エデンの扉とびら、最上階のどこにあるかわかりますか？　巫み女こ様だって知らないんだから、正確な場所を知っているとすればサラ様だけだと思うのです。扉を見つけたって開ける方法もわかりません。力ずくで開く扉だとも思えませんし、何か特とく殊しゆな鍵かぎや解かい錠じよう方法があると考えるべきでしょう」



“〝私では穢歌の庭エデンの扉を開けられない。でもあなたたちなら開けられる”〟



　……なるほど。

　サラ様の協力が必要ということならば、あの時の異篇卿イグニドの言葉も頷うなずける。

「いずれにせよサラ様の協力なしでは難しいわけか」

「理り屈くつはわかった。だがそんな心配いらねぇよ。どうやって最上階にたどり着くかの方が問題だろうが」

「……ああ」

　中央昇降機エレベータの方角へと一人で歩きだしてしまうヴァイエル。

　その背をモニカも追いかけた。

「とにかく上に昇る方法を探そう。片かたっ端ぱしからだ」



　　　　



『警告。この認にん証しよう番号の権限では、この上の階層が選せん択たくできません』



　塔２５０階・用品購こう買ばい部──

「……どういうことだ」

　銀色に輝かがやく自分の員章を穴が空くほど見つめ、モニカは声を震ふるわせた。

　天結宮ソフイアの護士候補生として登録された職員カード。カード裏にある電子認証鍵を昇降機エレベータの読み取り機に押し当てれば昇降機エレベータが作動し、２８９階までのフロアが選択できる。

　そのはずが。

「だめだこりゃ非常扉も開かねぇ。２５０階のは開くのに、非常階段から２５１階に入る時の扉で権限設定が施ほどこされてやがる」

　非常階段の扉からヴァイエルが不ふ機き嫌げん顔を覗のぞかせる。

「俺らの権限だと揃そろって弾はじかれる。こりゃ確定だな。候補生の権限じゃ２５０階まで。それ以上昇りたかったら進級しろって話だ」

「そんな!?　だって、わたしたちがフェルンに行く直前までは……」

　護士候補生とて天結宮ソフイアの一員じゃないか。

　任務のなかで幽ゆう幻げん種しゆと戦うこともあれば、特別な状じよう況きよう下かでは巫女の護衛として選ばれることもある。だからこそ候補生だって巫女の部屋まで昇れたのに。

「ここ数日のうちに管理が厳格化されたとしか考えられねぇよ」

「……巫女の誘ゆう拐かい事件か」

　巫女の春蕾シユンレイが異篇卿イグニドによって誘拐された事件。

　誘拐された春蕾本人が解放されたとはいえ、天結宮ソフイアに衝しよう撃げきが走ったのは事実だ。巫女が戻もどってきたから一件落着なんて認められるわけがない。

「ここより上の２５１階から錬護士の会議室だろ？　んなら確定だな。塔に不法侵しん入にゆうするって不届きな輩やからは一いつ切さい合切、正護士以下の部下もろとも閉めだすってわけだ」

　ぶ厚い昇降機エレベータの扉を拳で叩たたくヴァイエル。

　一見落ちついた口調だが、その内容は皮肉と嫌いや気けに満ちている。

「でも理にはかなってる。正護士と錬護士では員章でアクセスできる権限が段だん違ちがいだから、そのぶん錬護士の員章は偽ぎ装そう対策も段違いだと華宮が言っていた。さらに言えば、錬護士からは数が少ないから不ふ審しん者がうろつけば顔で判断できる」

「だがよ大将、この踏ふんだり蹴けったりな状じよう況きようどうする？」

「……教官が言ったとおりの状況か」

　２９１階に行けない自分たちができる唯ゆい一いつの方法が巫女に頼たのみこむことだ。なのに、よりによって今回のセキュリティ改正で巫女のフロアにすら行けなくなった。

「……八方ふさがりか。最上階に昇るための方法が、巫女か千せん年ねん獅しの権限による解錠以外にないというのが難関極まりない」

「じゃあ華宮の方はどうなったよ？」

「メイメル様への謁えつ見けん願いを申しん請せいしてもらってる。メイメル様が空いてなければ春蕾様、それも無理ならヴィオラ様の申請も確かく認にんしてもらうことになっている」

　最上階へのアクセス権限を持つ巫女のフロアに行く選せん択たく肢しは絶たれた。あとはもう、別行動で塔の９階に向かってる華宮に託たくすのみだ。

「もう二時間も前だろうが。てことは──」

　吉きつ報ぽうは難しい。

　このヴァイエルが言葉を濁にごすほど、状況は厳しいということだ。

「しっかし遅ぇな。おいおい、巫女三人分の謁見申請出すのに二時間かかるなんて話は聞いたことがねぇぞ」

「……連れん絡らくを取ってみる」

　自分の員章から華宮宛あてにメッセージを打ちこもうとして。

「お待たせしました」

　テンポの良い足音が通路に響くや、十字路の先から機械帽ぼうをかぶった少女が足早に駆かけてきた。

「おせーぞ」

「どこも順番待ちの行列だったんです。こればかりは参りました」

　口をへの字に曲げる華宮がお手上げのポーズ。

「どの巫女様も謁見申請までに十数人待ち。申請でこれですからね、いざ謁見の日取りとなると、確実に希望日を押さえるなら半年先の予約がいいところですか」

「……それはつまり」

「ええ。今日の予約なんて無茶もいいところ。今週来週その次の週まで全日程が一ひと月つき前から埋うまってるそうです」

「そうか。……わかった、ありがとう華宮」

　息を切らせてまで走って知らせてくれた華宮をねぎらうも、今の心境を告白するなら鉄の籠かごに囚とらわれた小鳥の気分だ。

　動きようがない。上空まで飛びたくても舞まい上がることができないでいる。

「モニカの方はどうでした」

「……こっちを見て想像してくれ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うで組ぐみするヴァイエルを指さしてやる。当の本人はまったくの無反応。わずかに目線だけ向けて、それきりだ。普ふ段だんなら「なに見てんだよ」くらいの啖たん呵かが飛んでくる。そうする気力もないくらい当人も困こん惑わくしているということなのだろう。

　と。

「わかりました。では、仕方ありませんね」

　重たい空気のなか、華宮の上げた声は場ば違ちがいなほど飄ひよう々ひようとしたものだった。

「ん？」

「癪しやくですが彼女の力を借りざるをえないようです。エリエ。こっち来て」

　十字路を折れた先の通路に向かって彼女が手招き。

「あ、もしかして呼ばれた？」

「ほら早く。走って走って」

　……エリエ。

　……どこかで聞いた名前の気がするけれど。

「やほー。お久しぶりぃ！」

　ぴょこん──としか喩たとえようのない弾はずんだステップで、古びたツナギ姿の女の子が華宮の隣となりに並び立った。

　オレンジ色のくせっ毛に、快活そうな表情がよく似合う彼女。

「やーやー、モニカさんもお久しぶり！　無事で良かったよ。シェルティスが捕つかまっちゃったから、もしかして同じ部隊の人たちもって心配してたんだから」

「……心配かけてしまったか」

　底そこ抜ぬけな笑え顔がおに、自分もつられて肩の力が抜けていく。

　──一いつ緒しよに行動したのは、まだわたしの部隊ができる前だったっけ。

　レオン師隊長とシェルティスとで浮遊島ラグーンに向かった派は遣けん任務。あの時に飛空艇ていの操縦士として同行したのがエリエだ。機械工学の専門家である華宮に対し、こちらは独学で負けず劣おとらずの知識を身につけてしまった非ひ凡ぼんの少女である。

「ところで、ええと……あの時にいた黒くろ髪かみの」

「ユトも！　ユトもいるよーっ！」

　ぴょこんと、エリエの陰かげから黒髪の幼女が飛びだした。

「げ、てめーは」

「ヴァー兄！　ヴァー兄だ。ねね、また肩かた車ぐるましてほしいの肩車っ！」

「おい馬ば鹿かやめろ、来るんじゃね…………っておい！」

　後ろに跳とび下がるヴァイエルを追いかけて、あっという間にユトがその背中によじ登ってしまう。

「大人気ですね」

「……うるせぇ」

　ユトを肩に乗せた本人が不機嫌そうに眉まゆをつりあげる。

「でも華宮カグラ、これは？　エリエは確かに一緒に任務にも行ったことがあるけど、彼女は、その、塔とうの正式な一員でもないわけだし…………」

「さっき一階ロビーで出くわしたんですよ。私は巫み女こ、エリエはシェルティスとの面会をお願いしようとしていたと」



    

  
    
      「それはわかる。だが今は…………ええと、だからな」

　エリエ本人を前に言いにくいが、楽しく歓かん談だんできる時間はない。一刻も早く塔の最上階にたどり着いて皇おう姫ひサラに直じき訴そしないといけないんだ。

「シェルティスが上層部に捕まった時ね、エリエも一緒だったそうです」

「……そうなのか？」

　初耳だ。

　てっきりシェルティスが一人で塔に戻って、その時に捕まったのだと思っていた。

「そうそう！　それであたしたちも一回捕まっちゃってさ。ウチらは魔ま笛てきの感染チェックだけで解放されたけど、すんごい嫌いやみなお姉さんにシェルティスが捕まっちゃって、ずっと戻って来ないから心配も限界ってもんよ。ね、ユト？」

「ねー」

　それは、フェルンの棘とげ森もりへの巡じゆん回かい任務が決まる前の話なのだろう。

　……ああ、ならやっぱり彼女は知らないんだ。

　……彼がその後に穢歌の庭エデンに堕おちたこと。

「それで、華宮に聞いたらシェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちたっていうじゃない。しかも今度はユミィも一緒だっていうんだもん。そりゃ驚おどろきよ」

「華宮────────っっ!?」

「……なんですかモニカ。そんな大声出して」

　機械帽の上から耳を押さえる華宮。

「なんだもかんだも、ど、どどどういうことだ!?　そんな天結宮ソフイアの関係者にだって迂う闊かつに流せない超ちよう重大情報を、よりによって塔の関係者でもない彼女に！」

「それが現状を打破する唯一の策だからです」

「……？」

「ですねエリエ。もう一度確認しますが、あなたが紗砂シヤサという女の子から渡わたされた員章は、２６１階以降のフロアに通じる昇降機エレベータを起動できると？」

「そそ。だって紗砂ちゃんの部屋が２９０階にあるって言うんだもん。『コレを使えば私の部屋まで昇のぼって来られますから』って言ってたよ」

「うんうん。ユトも聞いたー」

　エリエが無造作に取りだした銀色の員章。

　カードの裏に取りつけられた電子認証鍵も本物。通常、一いつ般ぱん人が員章を手に入れる術すべはない。それこそ塔の関係者から直々に譲ゆずり受けないかぎり入手は不可能だ。

「大だい丈じよう夫ぶだってば。あたし前にも紗砂ちゃんの部屋に行ったことあるもん。ちゃんと昇降機エレベータだって起動したんだから」

　……そうじゃない。違ちがうんだエリエ。

　……わたしが素す直なおに信じられない理由は、だって２９１階が塔の頂上で、そのすぐ下にある２９０階というフロアは…………

「『夢見の天幕』という部屋をエリエは知っていますか？」

「ん？　あ、そうそう。それって紗砂ちゃんの部屋じゃん。紗砂ちゃんの部屋の前にそんな名前の部屋札が飾かざってあるよ」

「────この機械バカ」

　溜ため息いきをつくことも忘れて華宮が独り言のように呟つぶやいた。

「行きましょうモニカ。事情はわかりませんが、もしかしたら私たちはとんでもない幸運を目まの当たりにするかもしれません」

「……わかった」

　動どう揺ようを抑おさえることに夢中で、紡つむいだ言葉は悲しいくらいに儚はかないものだった。

　エリエの友人だという紗砂という子。

　それはまさか──────



　　　　



　あふれる光。

　煌きらめく光だけが躍おどる、どこまでもどこまでも続く静せい寂じやくの通路。

「夢じゃ、ないんだな……」

　目の前の光景を前に、モニカは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　天結宮ソフイア２９０階。

　色いろ鮮あざやかなステンドグラスからこぼれる日ひ射ざし。ガラスの色しき彩さいを日光が映し、そのまま無数の色彩が純白の通路を飾りたてる。

　２９１階建てという超ちよう高こう層そうの塔において、その頂上『楽園』の真下に存在するフロアである。ごく一部のフロアにのみ設置された昇降機エレベータだけがこの階層につながっている。

「……静かですね」

　華宮が機械帽ぼうを脱ぬいで天てん井じようを仰あおぐ。

　あまりに静せい謐ひつ、あまりに無音。大気が透すきとおるほどの音無き回かい廊ろう。それはまるで、この厳かな空間においては音すら畏おそれ傅かしずいているかのように。

「まるでフロア全体が安あん眠みん装置みたいです。皇姫様の眠ねむりを妨さまたげぬようにという配はい慮りよなんでしょうか」

「静かすぎて逆に眠れねぇっつぅの」

　そう呟くヴァイエルすら、いつになく口調が大人しい。

「ね、ちゃんと来られたでしょ？」

「ああ……」

　隣をスキップで歩くエリエに、モニカはぼんやりと頷うなずくことしかできなかった。

　……胸の動どう悸きが収まらない。

　……こんなことが現実にあるだなんて。

「あ、見えてきたよ。あれが紗砂ちゃんの部屋！」

　回廊の終わり。

　見上げるほど巨きよ大だいな金属製の扉とびらを目にしてエリエが歓かん声せい。水鏡のごとく光り輝かがやく銀色に、要所要所が黄こ金がね色と空色で彩いろどられた扉が目の前にあった。

　……確定だな。

　だとしたら彼女の友だちという少女の正体は──────

「エリエ、紗砂という女の子とはどこで知りあったか覚えていますか」

「もっちろん！　えとね、天結宮ソフイアのホテルに泊とまった時だったよ。シェルティスからイリスの検査をお願いされてさ、華宮も覚えてるでしょ。シェルティスと二人で、黄色のハマってのと戦ったって言ってたじゃない。あの時よ」

「黄金のマハと訂てい正せいしておきましょう。色々と確かめたい気持ちはわかりますが、先にひとまず……お伺うかがいしてみましょうか？」

　そびえ立つ扉を顎あごで指ししめす彼女。

　皇姫サラの『夢見の天幕』。

　天結宮ソフイアの絶対階級である皇姫の安息室だ。巫女でさえ訪おとずれるのは稀まれである部屋を、候補生が訪れたのはおそらく初めてのことだろう。

「ほいじゃあ開けるよ。えっと……こうだっけ？」

　のほほん口調のエリエが、扉の前に手をかざす。

『確かく認にん……沁理局との正常連れん携けい……照合……沁力波形一いつ致ち…………認証中……

　特別指定登録者による接せつ触しよくを確認。解かい錠じようします』

　ギィッ。厳おごそかな音とともに扉が両開きに開いていく。

「ここが……」

　扉の先に、気の遠くなるような蒼そう天てんが広がっていた。

　三方をガラス製の壁かべに囲まれ、ガラスの向こうには高度二千メートルの天空。

　純白の絨じゆう毯たんが敷しかれた部屋。

　調度品は部屋の隅すみに小さなテーブルと戸と棚だなが一つずつ、それで終わり。皇姫という荘そう厳ごん華か麗れいなイメージとあまりにかけ離はなれた簡素さだ。

「……いないみたいですね」

「そりゃ皇姫は最上階だろうが。今ここにいたら誰だれが結界を担当してるんだっつぅの」

　がらんどうの部屋を隈くま無なく眺ながめまわす華宮とヴァイエル。二人が目を止めたのは、部屋の中央に設置した天てん蓋がいつきのベッドだ。

　天蓋から下りるレース地のカーテンはほのかな紅色。向こう側が透すけそうで透けないという絶ぜつ妙みような透かし具合の生き地じで、その端はしにフリルがついているのが見てとれる。

　けれど、薄うす布ぬのの向こうに人ひと影かげはない。ヴァイエルの言うように皇姫は最上階で結界を祈いのり続けてるはず。この部屋にいなくて当たり前なのだ。

「紗砂ちゃーん。紗砂ちゃんてばー。やっぱいないよね……どうしようかな」

　困った表情でエリエが腕うで組ぐみ。

「紗砂ちゃん塔の事なら何でも知ってるって言ってたの。皇姫様のいる頂上の行き方だって知ってるかもって思ったんだけど。いないかぁ」



「いいや、ここにいるさ」



　人影が、天蓋から下りるレース地の向こうに現れた。

「あいにくと紗砂は不在だが、あの子の場所まで案内するよう話を受けている」

　カーテンが内側から持ちあげられる。

「お前たちの案内人、私が引き受けよう」

　濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつが印象的な女性だった。

　妖よう艶えんな身体からだのラインを浮うき彫ぼりにする黒の法衣、そして銀色の上着ジヤケツト。歳としは二十代のはずなのに、その口元に浮かんだ深遠な笑えみは……まるで千年の永き時を経てそびえ立つ霊れい峰ほうのごとく厳かだ。

「主天ツァリ。皇姫サラの専属護衛を任されている。何か質問は？」

　さらさらと流れる髪かみを手で梳すいて、琥こ珀はくの双そう眸ぼうで女性が笑む。

　いまにもこぼれおちそうなほど豊ほう艶えんな胸の双そう丘きゆうに、絞しぼられたウエスト、そこから再び盛り上がる腰よう部ぶの曲線があまりに妖艶だ。

「こらヴァイエル、相手のどこ見てるんですか。いやらしい」

「てめーみてぇなガキと真逆の奴やつが出てきたなって思っただけだ。……おら大将、お前こそ物欲しそうな目でどこ見てんだよ」

「べ、別に羨うらやましくなんかないぞ！……わたしだって二、三年すればあれくらい」

「「「無理だろ／無理ですね／ちょい厳しくない？」」」

「だぁぁぁっうるさい。緊きん張ちようしてるんだから茶々を入れるな！　もう、何を話せばいいかわからなくなったじゃないか！」

　……こほん。

　間を繋つなぐつもりで咳せき払ばらい。だけど困った。ヴァイエルと華宮のせいで空気が変に緩ゆるんでしまって、何から話せばいいか思いつかない。

　──主天ツァリ。

　皇おう姫ひの護衛であり、絶対階級であるはずの千せん年ねん獅しを超こえる唯ゆい一いつの例外。巫み女こ見習いとしての経験が長いモニカですら噂うわさ話ばなしでしか聞いたことのない幻まぼろしの階級だ。

　それが今、目の前に……

「およ、ツァリさんじゃん！　こんにちは」

「そちらも変わらずで何よりだ」

「ねね、紗砂ちゃんは？　いつも顔色あんまり良くないから心配で……」

「あの子はアレが平常だから心配ない。それより────」

　…………

　……わたしの目が疲つかれてるのかな。

　一いつ般ぱん人であるはずのエリエが、塔とうの護士である自分たちですら面識のない主天と陽気に話してる。しかも当のツァリ本人まで和なごやかな雰ふん囲い気きが。

「あれ。そういやユト？　おーいユト？」

「さっきフロアを探検したいって俺の肩かたから飛び降りてったぜ」

「あちゃあ」

　ヴァイエルの返事に肩をすくめるエリエ。彼女の背中に手をかけたのは、そのやり取りを眺めていたツァリだった。

「ユトは私が捜しておく。それより急いでいるんだろう、そこの候補生さん？」

「は、はい！　失礼いたしました。わたしは」

「モニカ・イスペラント。皇姫サラから話は聞いている」

「………………はい？」

「覚かく悟ごができたらついてこい。塔の最上階である『楽園』は、決して名前のように優やさしくないぞ？」
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　名も無き浮遊島ラグーン。

　無人として登録された島の、その地下にて。

「マハから連れん絡らくがあったわ。三つの浮遊島ラグーンそれぞれで最終調査を完かん了りよう。これから戻もどってくるそうよ。途と中ちゆうで統政庁の医者に寄るらしいけど」

「お薬の処方ですね。相変わらず持病の方は苦しそうにしてましたから」

　見み渡わたすかぎりの本ほん棚だなに囲まれたソファーにゆったりと背を預けるイグニド。白い湯気の立つティーカップを片手に、その口元からは艶つややかな微び笑しようがこぼれていた。

「でも、逆に言えばその程度で良かった。聖者ヘケト・ラスパとの戦せん闘とう中に発作が起きてたら私たち全ぜん滅めつもあり得ましたから」

「得てしてそういうものよ。ところで──」

　背表紙の崩くずれかけた古書をつっと指先で撫なでつけて、ナタラーシャは眼前に腰こしかける異篇卿を見下ろした。

「まだその恰かつ好こうなのかしら」

「まだ、とは？」

　面おも白しろがるようにイグニドの微笑が深くなる。

　……白々しい。

　その黒帽ぼう子しに隠かくれた素す顔がおが天結宮ソフイアの巫女ユミィ・エル・スフレニクトールに酷こく似じしているのは、つい先日にイグニド自らが明かしたばかりだ。

　さらに本人に言わせると、肉体までもがユミィと同じなのだという。

　……あながち嘘うそでもない。

　……イグニドの裸はだかが女性のものだったというのは、私がこの目で見た。しかも、これが結構イイ身体してるんだから驚おどろきよね。

「それで話というのは？」

「お遣つかいご苦労さまってところかしら。わざわざフェルンの棘とげ森もりなんて寒い場所に行ってきたんでしょ。なにしろ、ええと……穢歌の庭エデンに堕おちたシェルティスと同じ部隊だっていう護士候補生たち」

「モニカですね」

「ええ。そいつらに例の話はできた？」

「もちろん。そして、とても好よい反応が返ってきました。……手て応ごたえはあった。あとは、彼女が塔に向かうのを待てばいい」

「塔の最上階って警備が厳しいんじゃないの？」

「というより物理的に到とう達たつする方法がありません。最上階につながる非常階段もなければ、候補生のアクセス権限だと最上階行きの昇降機エレベータが動きませんから」

「ご愁しゆう傷しよう様さまって言いたいわね」

　思わずこぼれてしまった憫びん笑しようを隠そうともせず、ナタラーシャはイグニドの対面にあるソファーに腰を下ろした。

「そんなザマで最上階に到達だなんてできるのかしら。万が一うまくいっても、穢歌の庭エデンに続く扉とびらを皇姫サラが開けるなんて了りよう承しようすると思う？」

「たどり着きますよ。そして、皇姫サラは間ま違ちがいなく扉を開けます」

「自信ありそうね？」

「だって私は、三年前までモニカ先輩やサラ様とずっと一いつ緒しよにいましたから。特にモニカ先輩の性格は私が一番よく知っている」

「まるで、自分が本物の巫女ユミイであると言ってるみたいに聞こえるわ」

「そう伝われば幸いです。三年前、あの日の記き憶おく以外の全すべてを失った私が空白イグニドとなり、逆に虚きよ像ぞうであった彼女が仮かり初そめの記憶を得て浮ふ上じようした。以前に話したとおりです」

　イグニドの口元から微笑が消える。

　いついかなる時も平然とした構えを崩さないこの異篇卿が、ここまで露ろ骨こつに表情を崩すというのは珍めずらしい。

「といってもナタラーシャさんはあまり興味なさそうだけど」

「他人の過去話なんか興味ないわ。気になってるのは結界の方。皇姫サラが穢歌の庭エデンの扉を開けば、氷結鏡界の寿じゆ命みようは確実に短くなる。間違いないわね？」

「でなければ、あんな寒い思いをしてフェルンの棘森になんか行きません」

　肩をすくめてみせる。その時にはもう、消えてしまったはずの微笑が再び口元を覆おおっていた。

「氷結鏡界はじきに千年という節目の時を迎むかえます。皇姫サラが天結宮ソフイアの最上階で扉を開くことで、結界の崩ほう壊かいはさらに加速する。そうなれば皇姫からユミィへの結界譲じよう渡とは避さけられない」

「その時こそが異篇卿わたしたちの狙ねらい。天結宮ソフイアの最上階を占せん領りようし、とってかわって双ふた子ごの重結界『楽園幻げん想そう』が穢歌の庭エデンを閉とざす」

「……もうじきですよ。そういえばノイエとノエシスは？」

『イグニドいた、見つけたよ』

『うん、見つけたね。早く早く来てってば。例の本、暗号解読に成功したよ』

　イグニドの書しよ斎さいに、愛らしい二つの声がこだました。

「やあノエシス。もうすっかり良さそうですね。具合はどうですか？」

『もう完全完かん璧ぺきっ！　今日のぶんの訓練だって泣かずに頑がん張ばれたもん。それより聖女エルマリアの“〝ネクサス写典”〟、秘文解読に成功したの。これで穢歌の庭エデンのアレに向かう最短経路が解明できるよ！』

「それはすごい。ご褒ほう美びに特製クッキーを焼いてあげましょう」

『やった！　ノイエ、クッキーだよ』

『クッキーだね。イグニド早く早く、こっちおいでってば！』

「はいはい」

　ソファーから立ち上がるイグニドに躊躇ためらいや嫌いや気けの表情はまるでない。それこそ双子に呼ばれるのを心から楽しんでいるように。

「理解できないわね」

　芸術めいた脚きやく線せん美びをほこる両足を組み替かえながら、ナタラーシャ。

「あの双子のワガママに付き合うのがそんなに楽しいかしら」

「嬉うれしい、という感覚が近いですね。我が子の発育を見守る母親の心境です」

　帽子の鍔つばをわずかに上へ傾かたむける異篇卿イグニド。

　天てん井じようの明かりに照らされた素顔。巫女ユミィと酷似した容姿の少女がそこにいた。



    

  
    
      「私は、塔の自分より少しだけ未来を歩いています。そのぶん母性が強く出ているのでしょうね、ああいう子供が愛いとしくてたまらない」

「母性って、あんたね……」

「私に似合いませんか？」

　そう聞き返す横顔は、とうてい言葉では表現できない狂きよう気きを孕はらんでいた。

「似合うかどうかなんて考えたこともないわ」

「私もです。似合うかなんて二の次でいい。私はただ……塔の自分に復ふく讐しゆうして、奪うばわれたもの全てを取り返したい。それだけです」

　歪ゆがんだ微笑みで。

　歪んだ言葉を歌うように口ずさみ、彼女イグニドは自分の部屋を後にした。

「……シェルティスを……もう二度と穢歌の庭エデンの最深部には行かせない。行かせてはいけないんだから」

　その手に、針のごとく細い双そう剣けんを携たずさえて。
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　天結宮ソフイア２９１階。

　昇降機エレベータの扉が開いた先に、蒼あおく輝かがやく氷ひよう壁へきの回かい廊ろうがあった。

「っ……なっ、ななっ……なに……っ……よ、こここ……コレは…………っ」

「これ……は寒さ、ヤ……ヤバス……ぎだ、ろ……」

　フロアの空気に触ふれた途と端たん、まずエリエとヴァイエルの唇くちびるが一いつ瞬しゆんにして紫むらさき色いろに変色した。

「噂うわさ……以上ですね。これは……少々厳し……い、かと」

「だから言ったじゃないか」

　全身を大きく震ふるわせる華宮カグラの背中をさすってやりながら、モニカ自身もまた自分の身体からだが寒気に総毛立っていることを自覚した。

　……寒い？

　……違ちがう。これはもはや、そんな生なまやさしい単語じゃ言い表せない。

　寒気を感じる限界すらこえて、もはや肌はだには痛みしか感じない。

　天井も横よこ壁かべもない、どこまでも延々と続く氷の世界。

『楽園』と呼ばれる最上階。これより下の階層とは何もかもが趣おもむきを異にするそのフロアは、もはや別世界のような異質さだ。

「だ、だだだ……だけど…………」

　歯の根の合わぬエリエが、白い息を吐はきながら頭上を仰あおぎ見た。

「────きれい」

　遮さえぎるもののない頭上には白夜に似た光。

　その輝きの下には、そびえ立つ蒼そう氷ひようの氷壁がどこまでも連なっている。氷壁の表面はあらゆる宝石よりも鋭するどく美しく研とぎ澄すまされ、鏡のごとく世界を映す。

　吐と息いきも。

　身体の熱も。

　記憶も意識も何もかもが、この世界では凍こおりつく。

　あらゆる防寒着も意味をなさない。あらゆる生物、あらゆる物質、そして幽ゆう幻げん種しゆ。全て例外なく凍いてつかせ、その心と時を封ふう印いんする結界──氷結鏡界。

「言っただろ。この楽園という部屋は、名前のとおり優やさしいものではないと」

　たった一人平然と前を進んでいくのは主天ツァリ。

　氷の風に銀色の法衣をはためかせ、時すら凍らせる冷気を歓かん迎げいするかのように微笑すら浮うかべている。

「……じゃ、じゃあ……なんでそんな名前……つけたの？」

「エリ姉にもいずれわかるさ。それより足あし下もとの氷で転ばないように気をつけるといい。滑すべって転べば氷の角に頭をぶつけて大惨さん事じだぞ？」

「は、はい……」

「そうそう。その調子だ」

　恐おそる恐る氷の回廊の奥へ。

　幾いく重えにもおよぶ鏡と分ぶん岐きのせいで複ふく雑ざつ怪かい奇きな迷めい宮きゆうを彷さま徨よってる気分だけれど、ツァリという主天はそれにすら迷った様子もなく足を進めていく。

　そして──

「サラ、連れてきたぞ」

『楽園』の中心にたどり着く。

　湖とも見まがう広大な泉の中心に、ひときわ巨きよ大だいな蒼氷結けつ晶しよう。淡あわく透すきとおった結晶の中心に、純白の法衣がぼんやりと浮かんで見える。

　皇おう姫ひサラ。

　全てを凍てつかせる蒼氷に身をゆだね、たった一人で氷結鏡界を祈いのり続ける女性。

　……皇姫様。

　……わたしは、本当にここまでたどり着くことができたのか。

　冷えきった全身。なのに、握にぎる手の平は熱い汗あせがじわりと滲にじみ出てきて止まらない。

『フェルンの棘とげ森もりから、よくぞここまで無事にいらっしゃいました』

　まるで肉声のように鮮せん明めいな念話だ。

　未熟な術者が扱あつかえば雑音で聞き取りづらい念話も、皇姫というフィルターを通すことでここまで清せい涼りような音質に生まれ変わってしまうのか。

　──だけど、だからこそ。

　……皇姫様はこんなにも声が幼いのか？

　同年代か、それより幼い少女の声にしか聞こえない。

「大変なご使命のなか申し訳ありません。護士候補生モニカ、本日は皇姫様に無礼を承知でお伝えしたいことがございます」

『そう畏かしこまらないで』

　念話から、皇姫がクスッと微笑ほほえんだ気配が伝わってきた。

『時間もありませんので単刀直入にこちらからお尋たずねします。あなたは、いえ……あなたたちは、私に穢歌の庭エデンへの扉を開けるよう伝えに来たのですね』

「…………なぜそれを」

『穢歌の庭エデンに堕おちた二人を助けるとすれば、その方法しか無いからです。誰だれが私のもとへやってくるか。何人かには事前に目星をつけていました』

「そうでしたか──」

　となれば当然、シェルティスと近しい間あいだ柄がらの人間に絞られる。彼の所属する部隊がそう思われるのは……なんだろう、こんな時なのに少しだけ嬉しい。

『あなたがフェルンの棘森で異篇卿と接せつ触しよくしたのも、ツァリを経由して教えてもらいました。盗ぬすみ見同然の失礼な行こう為いではありますが』

「……申し訳ございませんでした。敵であることを知りながら、部隊の仲間を助けられるという甘言に乗せられたことは自覚しております。どのような処しよ罰ばつをも────」

『構いませんよ。巫み女こと、そして部隊の候補生を案じることは部隊長として当然の行為だと思います。なので、私もそれを踏ふまえて質問させてください。どんな内容か予想がついていると思いますが』

「はい」

　……サラ様なら必ず訊きいてくると思ってた。

　ユミィとシェルティスの二人を助けるためには、浮遊大陸オービエ・クレア側から穢歌の庭エデンへの扉とびらを開けるしかない。だが、そうしてしまえば────

『穢歌の庭エデンへの扉を開ければ、そこから幽幻種がやってくる。扉を開くというのは喩たとえであって、実際は結界に穴を空けること。ガラス瓶びんに穴を空ければガラス瓶全体に亀き裂れつが走り、力をこめればガラス瓶そのものが砕くだけてしまいますね？　結界も同じです』

　扉を開ければ氷結鏡界そのものに傷がつく。以前にあったような幽幻種の大侵しん攻こうが再び起こるかもしれない。

『扉を開けた途端に幽幻種の大群が待ちかまえているかもしれない。あるいはそうでなくても、穢歌の庭エデンに堕ちれば確実に幽幻種との戦せん闘とうが待っている。無数の幽幻種を相手にして、あなた自身の命がまず危ぶまれる。それでも？』

「わたしの命は、もう何度も彼に助けられていますから」

　華宮が、ヴァイエルが、エリエが、そして主天ツァリが見守るなかで。モニカはしっとりと首しゆ肯こうした。

　助けて、助けられて。

　弱いわたしたちはそうやって生きていく。それしか生きる方法を知らないから。

『あなただけではない。あなたの部隊の仲間の命の保証もない』

「ここにいる二人は、それを承知で私についてきてくれた仲間です」

『だとすれば────』

「ねー、もういいんじゃない？」

　古ぼけたツナギ姿の少女が、巨大な氷結晶の前に進みでていた。

「あたし、今さらそんな問答いらないと思うの。皇姫様だって時間がないって言ってたじゃない。それってシェルティスたちを助けたいから急がなくちゃって思ってるんでしょ？」

『ええ』

「シェルティスとユミィのこと、見殺しにする気じゃないんでしょ？」

『もちろんです。彼には塔とうを救ってもらった借りがありますから。ユミィもそう、彼女を失うわけにはいきません』

「だったら──」

『白状しますと、あなたたちがやって来ようと来まいと、私は最初から二人を助けだすつもりでいました』

「…………そうなの？」

　ぽかんとエリエが口を半開き。

『はい』

　微かすかに、皇姫の声が弾はずんだようだった。

「じゃあなんで、モニカにそんな質問ばっかりしてたの？　時間ないんでしょ？」

『それは──』

「許してやってくれエリ姉。この子は昔からそういう子なんだよ。誰かが傷つくなら自分が死んでやると真顔で言うくらい、頭が自己犠ぎ牲せいで一いつ杯ぱいなのさ」

　触れる指。

　詰つめ寄ろうとする少女の肩かたに手をかけて、ツァリが横顔だけをこちらに向けた。

「このフロアの扉を開けば幽幻種が這はい出てくる。そこにお前たちがいたら危険だろ？　だからお前たちを追い払はらうことで結果的に安全な場所まで避ひ難なんさせて、自分一人で救出に向かうつもりだったんだよ」

　……そうなのか。

　……だから皇姫様はあんな質問を何度も何度も。

　わたしが問いに屈せば扉を開けないと追い返して、そのうえで自分だけ穢歌の庭エデンに向かうつもりで。

『ツァリ、あなたは昔から私のことを喋しやべりすぎです』

　皇姫の声に混じる溜ため息いき。

『とはいえ、モニカ』

「は……はい！」

『あなたたちが折れる気のないこと、先の表情で十分に伝わりました。エリエが言ったように、これ以上あなた方に覚かく悟ごを尋ねる必要はないでしょう』

　ピシッ。

　エリエのすぐ足下で、真白い氷の大地に亀裂が走った。亀裂は次し第だいに大きくなり、そこに生まれた溝みぞから人間大の氷像がせり上がってくる。

　少女の像。

　それを一目見るや、後ろにいた華宮が声を張り上げた。

「マハの黄金術式!?」

　透とう明めいだった氷像が、みるみるうちに色味を帯びていく。と同時に、荒あら削けずりだった像の表面部分が美しく繊せん細さいな形に整っていくのがわかる。

　時間にして一分弱。

「……荒削りですが、こんな具合で大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　氷の像であったはずの少女が、自分の胸に手をあてて微笑んでみせた。

　翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは儚はかなくも宝石のようで、光のあたる角度で七色に移り変わる髪色は水鏡さながらに幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを帯びている。

　──まだ十代中なか頃ごろじゃないか。

　──この子が……塔の頂点に立つ皇姫サラ様だっていうのか。

　なにしろ巫女ですら誰だれ一人ひとりとして素顔を見たことがないと言われてる。モニカ自身、皇姫は若くても三十代と想像していた。

「あらためまして、サラです。氷で作った人形という無礼は許してくださいね。一応、見た目も声も氷ひよう塊かいにいる本物と同様のつも────」

「紗砂ちゃん!?　うわ、やっぱり紗砂ちゃんだ!?　え？　なに？　もしかして皇姫様って紗砂ちゃんだったわけ！　うそぉ!?　あたし全然知らなかった！」

「ちょ、ちょっとエリエ!?　そ、そんな飛びつかれると氷の身体からだなのでバランスが……」

　エリエに抱だきつかれてよろめく皇姫。

「──こほん。ではあたためて、護士候補生モニカ」

「はい」

　名指しされ、足先から頭まで緊きん張ちようが一気に駆かけめぐった。

「あなたと、あなたの部隊をわたしの護衛に指名します。ついてきてください」

「…………」

「穢歌の庭エデンに向かうこととなりますが大丈夫ですね」

「こら大将、惚ほうけてるんじゃねえよ」

「ひゃ、ひゃいっ！」

　真後ろのヴァイエルに頭を小こ突づかれて、ようやくモニカは放心状態から復帰した。

　……わたしが？

　……よりによって皇おう姫ひ様の護衛に？

「で、ですが皇姫様にはこちらの」

「ツァリは門番です。私たちが穢歌の庭エデンに向かった後の無人のフロアで、穢歌の庭エデンの扉から侵しん入にゆうしてくる幽ゆう幻げん種しゆを排はい除じよする役が必要ですので」

「……な、なるほど」

　穏おん和わに諭さとされることが逆に恥はずかしい。

　……わたしと皇姫様の違ちがいか。

　皇姫はただ穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうすることだけを考えてはいなかった。自分の専属護衛を塔に残すのも全すべて計算の上。見た目はこんなにも若くても、やはり見すえている先が違う。

「望むところです。ヴァイエル、華宮もいいな！」

「やれやれです」

「くっそ、あの小こ僧ぞう。戻もどったら飯奢おごらせてやるからな」

　機マ械キ珠ナをフル起動させる華宮。ヴァイエルもまた、戦闘用の拳鉄甲ナツクルダスターを両手に装着済みだ。

「そしてエリエ」

「うんうん、あたしは!?　あたしは!?」

「あなたはお留守番です」

「……えー」

「思ったとおりの反応ですね」

　色白の肌はだをほのかに紅くして皇姫が噴ふきだした。

「でもちゃんと、あなたには別のお願いを用意しています。天結宮ソフイアの地下に何があるかご存じですか？」

「んと、倉庫と演算施し設せつでしょ。大母真数マザーコンピユータの容量と廃はい棄き熱がめちゃくちゃ大きいんで、それを冷やすための機材と格納場所が必要って聞いたことある」

　すらすらと答えるエリエ。

　本来それも非公開のはずだが、彼女の交友関係の広さを考えれば誰だれから聞きだしたと言われても不思議ではないのだろう。

　皇姫サラも、彼女が知ってて当たり前という表情だ。

「実はそこに、昇降機エレベータでは表示されない機密エリアが存在します。知ってるのは私とツァリと千せん年ねん獅し・巫み女この第一位。あとは少数の技術者だけ。場所はツァリが知っていますので、あなたにはそちらに向かってほしい」

「おぉぉぉぉぉっ!?　機密エリアいいねー。あたしそういうの大好き！」

「そこに修復してもらいたい人型機械体アンドロイドが眠ねむっています。過去あらゆる技術者が挑いどみ、修復できなかった極限難易度の技術結けつ晶しよう。でもエリエ、あなたならもしかすれば……」

「人型機械体アンドロイド？　うん、わかった！　で、肝かん心じんの地下への行き方は？　あたし上に昇のぼる昇降機エレベータはわかるけど、地下倉庫に行くまでの昇降機エレベータがわかんない」

「あの、それならば──」

　エリエの隣となりに立つ護士の少女が控ひかえめな仕草で手を挙げた。

「サラ様、私が彼女に同行するというのはどうでしょう」

「華宮？」

「私なら、機密エリアの場所だけ教えてもらえれば地下への行き方は問題ありません。何より天結宮ソフイアの内部ですので、エリエ一人では誰かに見つかった時の事情説明が大変です。塔の関係者が同行した方がいい。もちろん許可を頂けるのならの話ですが」

「行っとけ行っとけ。こっちは迷子二人を捜すだけのお遣つかいだ。俺と大将二人いれば十分すぎて釣つりが来る。──だろ？」

「そうだな」

　ヴァイエルの視線を横目に感じながら、モニカもまた頷うなずいた。

「私たちの任務もエリエへの依い頼らいも皇姫様からの勅ちよく命めいだ。『どちらも軽かろんじることはできないし、どちらかに重きを置くこともできない。どうせなら両方やってみようじゃないか』それでよろしいでしょうか」

「問題ありません。では隊を三つに。穢歌の庭エデンへ向かう部隊が私とモニカと拳鉄甲ナツクルダスターを嵌はめた彼。ここに残るのがツァリ。最後に、天結宮ソフイアの地下にある機密エリアに向かうのを華宮さんとエリエに任せます」

　行きましょう──憂うれいを帯びた双眸で告げるや、こちらを待たずに皇姫が泉のほとりへと歩いていく。

「この先は泉ですが」

「はい。潜もぐりますので一層冷たくなりますよ。浮遊大陸オービエ・クレア北ほく端たんの凍とう結けつ湖が温泉に思えるくらいの極ごつ寒かんですので、ショックで心臓麻ま痺ひを起こさぬよう」

「……俺、ちと急用を思いだしたんだが」

「だめだ」

　後ずさろうとするヴァイエルの儀ぎ礼れい衣を掴つかみ、モニカもまた皇姫を追いかけた。

「モニカ、ご無事で」

「迷い猫ねこを二匹ひき捕つかまえてくるだけだ。すぐ戻るよ」

　精せい一いつ杯ぱいの作り笑え顔がお。

　──ぽちゃん。

　足先を泉に浸ひたした途と端たん、電流にも似た寒気が全身を一いつ瞬しゆんにして駆けめぐった。

「……っぐぅ!?」

　そんな……鉄製の靴くつを履はいてるのに、寒気がこんなにも早く浸しん透とう？

　自然の冷たさじゃない。皇姫と巫女が何百年という祈いのりによって練り上げてきた沁しん力りよくの冷気。これが穢歌の庭エデンを凍結させてきた氷結なのか。

「これ……は、マジ、で……きちぃぞ」

　膝ひざまで泉に浸つかったヴァイエルの額から大量の脂あぶら汗あせ。その汗あせすら一瞬にして凍こおりついていく光景に、モニカは今度こそ絶句した。

「引き返しますか？」

　すでに首もとまで泉に浸かった皇姫がふり返る。



　真っ青に血の気を失った顔色で。



「────っ！」

「どうかしましたか」

「さ……サラ様」

「顔色が悪い？　ええ、辛つらいですよ。氷像の身体とて感覚は本体と共有しています。……皇姫サラとて寒いのです。許されるならすぐにでも引き返して暖を取りたい。それをじっと我が慢まんしているだけです」

　悲しげな笑み。

　皇姫が見せた、彼女の計り知れぬ苦しみの一いつ端たん。それを目まの当たりにして、

「………………悪わりぃ。俺の覚かく悟ごが足りなかった」

　ぽつりとヴァイエルが呟つぶやいた。

「もう二度とあんたの前で弱音は吐かねぇ。だから、申し訳ねぇけど少しだけ俺らのワガママに付き合ってくれ」

「あなた、そういえば名前を聞いていませんでしたね」

「ヴァイエルだ」

「覚えておきます。彼は本当に良い仲間に恵めぐまれたのですね。……あなたを見てると凪なぎを思いださずにいられない。あの駄だ犬けんも『悪ぃ』が口くち癖ぐせだったから」

　消え入りそうな声で呟いて、皇姫の姿が水中へと消えた。

　…………ヴァイエルを見習うか。

　……わたしも、腹をくくるのはこれが最後だ。

　この先どんなことがあっても驚おどろかないし、動じない、屈くつするものか。

「行くぞ」

　息を胸いっぱいに吸いこんで、モニカは水中へと身を投じた。

　──蒼あおい。

　魚も海かい藻そうも、岩もない。

　ただひたすらに蒼い水の世界が広がっていた。

『すぐ着きます』

　脳のう裏りにこだまする皇姫の念話。

　その言葉どおり、一分も泳がぬうちに真白く光り輝かがやく扉とびらが見えてきた。

『あれが穢歌の庭エデンに続く……』

『そうです。穢歌の庭エデンへの連結点であり、無数の世界と繋つながっている捻ねじれた世界の扉──禁断水すい晶しようはそう言っていました。元々は神性存在が世界間を巡めぐるための扉。時間すら飛びこえる次元のスキマなのだと』

『時間を……!?』

『ええ、ですから穢歌の庭エデンから戻ってきてみれば一秒しか経過してなかった。あるいは逆に何十年という月日が経たっていたということも可能性としては零ゼロでない。そういった捻れを極力抑おさえるのが私の役目。あなたたちは──』

『護衛します。ありとあらゆる幽幻種から』

『────』

　サラ様？

『……いえ、失礼しました。思えばこうして誰かと協力するという感覚を久しく忘れていたがあまり、物思いに耽ふけってしまいました。こんな時だというのに』

　扉を向いたままの皇姫。

　その横顔は、何かを懐なつかしむように遠いどこかを見つめていた。

『ありがとうモニカ、ヴァイエル。二人あなたたちがいなければ私は一人で穢歌の庭エデンに向かっていた。この気持ちを思いだすこともなかった』

『い、いえ。……わ、わたしはそんな大それた貢こう献けんなんか……その、恐おそれ多くて』

『畏かしこまらないで。今は皇おう姫ひと候補生でなく一つの部隊の仲間だから』

　一瞬の微笑ほほえみを余よ韻いんに、水鏡色の髪かみの少女が表情を引き締しめた。

『扉を開放している時間が長いほど氷結鏡界の崩ほう壊かいも進みます。……長くは保もちません。逃にげ遅おくれれば私たちも還かえれなくなる』

『心しています』

『──穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうすると同時に私が二人の位置を遠視で辿たどります。それと同時に魔ま笛てきを浄じよう化かする結界を張りますので、モニカに協力を願います。残るヴァイエル、接近してくる幽ゆう幻げん種しゆの撃げき退たいを頼たのみます』

　光の扉に皇姫が触ふれる。

『いきましょう……穢歌の庭エデンに。約束の地が眠る場所へ』



　　　　



「無事に戻もどってくることを祈りましょう。私たちには私たちの任務があります」

「……うん」

　三人の消えた泉。

　波打っていた水面みなもが再び沈ちん静せい化。辺りに静せい寂じやくの帳とばりが下りていくのを、エリエはじっと見守っていた。

「ツァリさん」

「なんだ？」

「紗砂ちゃんが皇姫様だって知ってたの」

「長い付き合いさ。あの子のことなら私が一番詳くわしいよ」

　前まえ髪がみを指で梳くしけずりながら、ツァリ。

「なんだー、それなら早く言ってよ。だって紗砂ちゃんが皇姫様だなんて知ってたら」

「周りに自じ慢まんしてたか？」

「こんな寒い場所にいるなら暖かいマフラーもってきたのに。だってめちゃくちゃ寒いし、ずっと我慢してるのって辛いじゃない」

「…………なるほど」

　主天の答えは苦笑だった。

「うん？」

「いや、私の負けだと思っただけさ。呆あきれるほど長く一いつ緒しよにいたはずなのに、私をはじめ誰だれもその発想を思いつかなかった」

「え。でも普ふ通つうじゃない？」

「そうさ。でも私も歴代の巫女も、氷結鏡界の冷気の前では衣類なんて役に立たないことを知っていた。だからマフラーなんか役に立たないとハナから決めつけて、あの子に贈おくろうなんて考えもしなかった」

「…………」

「あの子が戻ったら渡わたしてあげてくれ。きっと喜ぶ。……いや、喜び方を知らないからきっと慌あわてるだろうな」

「わかった！　じゃあさっそく居住区で良さそうなのを──」

「待、ち、な、さ、いエリエ」

　走りだそうとする彼女の首根っこを掴む華宮。

「その前に私たちは仕事ですって」

「あ、忘れてた。いやーありがとありがと。やっぱ華宮がいると安心だね」

「良いコンビじゃないか」

　法衣の内側から、一枚の紙きれをツァリが取りだした。それを几き帳ちよう面めんに四つ折りにし、エリエに手て渡わたす。

「目的地までの略図だ。いくつか通過しなければいけないゲートがあるが、それはユトを追って向かわせる。アレも皇姫に負けず劣おとらず塔とうの内部に詳しいからな」

「そうなの!?」

「あの子は探検好きだから。隙すきあらば塔の内部をうろちょろしてるよ」

「ほい了りよう解かい。じゃあ行ってくるね！」

「ちょ、ちょっと待ってってばエリエ！　私を置いて走っていくのは反則です。寒いからってズルイですよ！」

　全速力で駆かけていくツナギ姿の少女。その後ろを慌てて追いかけていく護士候補生。どちらも若いながら、皇姫サラが以前より目を付けていた機械技術者だ。

「……さて」

　その背中が見えなくなるのを確かく認にんし、ツァリは背後へと向き直った。

　三人が消えた泉。

　真っ青だったはずの水面から、濃こ紫むらさき色いろの蒸気が沸わきたつように泡あわとなって昇のぼってくる。さらにその奥────血の色を思わせる無数の眼め。

「もう扉の開放をかぎつけてきたか。まったく貪どん欲よくな獣けものたちだよ」

　不敵に唇くちびるをつりあげて、自ら泉のほとりへと進んでいく。

　その足取りに臆おくした様子はない。

「かつては楽園を福音で満たしていた歓よろこびの獣。誰よりセラに忠実であったお前たちの、その嘆なげきと悲ひ哀あいがセラを苦しめていることになぜ気づかない？」

　ゆらりと。

　主天が、その右みぎ腕うでをゆっくりと前へ突つきだす仕草。まっすぐ向けられた指先の向こうには、極寒の水中から浮ふ上じようしてくる無数の幽幻種の姿があった。

「望むのならば挑いどんでこい。反逆者ネクサスの力でもって応じてやろう」



    

  
    
      　第五章　『穢歌の庭エデン─Armariris─』






　　　　１



　わずかに薫かおる花の風。

　下りてきたばかりの雪山から吹ふく風が、無数の花弁をはるか宙へと舞まい上げる。

　それは緋ひ色いろの花。

　初夏から夏にかけて花を咲さかせる色いろ鮮あざやかな多年草だ。

「アマリリス……」

　そんな花の楽園にしゃがみこむユミィ。

「ん？」

「この花、全部アマリリスっていう花だと思う」

　足あし下もといっぱいに広がる花畑。

　ほとんどが緋色の花だけど、中には白やピンクに緑もある。その花弁が風にさらわれて、無数の粉雪さながらに舞い踊おどるのはなんて幻げん想そう的な光景だろう。

「綺き麗れい……」

　宙に舞う花弁を一枚手ですくって、ユミィが独り言のように呟つぶやいた。

「こんな場所が穢歌の庭エデンにあるなんて」

「……そうだね」

　肩かたに降り積もる花弁をシェルティスはじっと凝ぎよう視しした。真っ赤な花びら。魔笛を浄化する洗礼系の沁しん力りよくと同じ緋色というのは……これは偶ぐう然ぜん？

　……この花そのものが沁力でできてる？

　……いや。それだったら僕の魔笛と反応してるはず。これ全部が本物の花？

　だとしたら何千、いや何万本の花なんだろう。

「ねえシェルティス」

　やおら、立ち上がったユミィが周囲を見み渡わたした。

「このお花畑、こんなに広かったっけ？」

「僕もそれが気になってた」

　さっきまで少し広めの花畑程度にしか感じなかったのに、いざ足を踏ふみ入れた途と端たんに風景が一変したのだ。

　地平線まで続くアマリリスの楽園。

　すぐ真後ろにあったはずの雪山が、眼を凝こらしてようやく地平線のそのまた先に霞かすんで見える。ある地点を境に、花畑の空間が一気に拡張したとしか思えない。

　……これじゃ帰り道もわかんない。

　……このまま真まっ直すぐ進んだところで何ど処こに繋つながってるかも定さだかでないし。

　気がかりなのは機械水晶イリスだ。

　黄ア昏ー竜マに促うながされるまま丘おかを下りてユミィと合流できたはいいけれど、そのせいで凪なぎという少年に機械水晶イリスを預けっぱなしだ。身を守る武器は右手の剣けん一本。機械水晶イリスがいない以上、この剣の刀身が折れたり傷ついた時は二度と復元できない。

「禁断水晶がどこかにいるの。でも、まさかこんなに広いなんて……」

　不安そうに周囲を見回すユミィ。

　緋色の楽園はどこまで歩いても終わりがなく、まるでこのまま世界の果てまで続いてるような印象さえ受ける。

　──このどこかに禁断水晶が眠ねむってる。

　──それを起こして解放すれば禁断水晶の消しよう滅めつは免まぬかれる。だけどそれは世界から守護者が消えることでもあり、幽ゆう幻げん種しゆに対して人はまったくの無防備となる。

　そのために、禁断水晶の解放に先んじて穢歌の庭エデンを浄じよう化かしておく必要がある。



　一──さらに数百年の時をかけて氷結鏡界で穢歌の庭エデンを浄化する。

　二──穢歌の庭エデンの最深部で、第七真音律によって魔ま笛てきそのものを崩ほう壊かいさせる。



　与あたえられた選せん択たく肢しはたった二つ。

　だけど二番目の選択肢、魔笛そのものを消滅させる方法を選べば、魔笛によって生かされている自分もまた…………

　ユミィはそれを知らない。二つの方法があることまでは知っていても、その具体的な手段に第七真音律が関わっていることまでは知らないはずだった。

　黄ア昏ー竜マの言葉を信じるなら、巨蛇ミクヴエクスがユミィに伝えるのを止めている。僕から彼女に伝えると約束したから。

「ねえシェルティス、そういえばね」

　気づけば、隣となりを歩くユミィがじっと自分の顔を覗のぞきこんでいた。

「さっき話したことの続き。わたしが落下した雪山で、そこの教会にセラの虚きよ像ぞうの実像だっていう巨蛇ミクヴエクスがいたって話の続きなんだけど」

「……うん」

「その話だと、穢歌の庭エデンを消滅させることができるらしいの。でもその方法は二つあるのに一つしか教えてもらえなくて、残りの方法は──────」

　ユミィの唇が不意に止まった。

「シェルティス」

「……後ろに下がって」

　誰だれか来る。

　目配せだけで彼女を背後に下がらせ、剣を携たずさえた自分が前に出る。

　……この足音。

　夕焼けに染まった花園で誰かが走ってくる気配。

　なのに、気配こそ感じるものの姿はどこにもない。これだけ見晴らしの良い場所で、姿は見えないのに足音だけが聞こえてくる現象はいったい？

　剣を身構えたまま真正面を睨にらみつける。

　呼吸すら止めて全神経を足音の方角へと集中させて──

「あー、やっぱり誰かいた！」

　楽園に響ひびく少女の声がしたのは、その時だった。

　すぐ目の前の空間が、まるで陽炎かげろうのように大きく歪ゆがみだす。やがて歪わい曲きよくする空間に小さな小さな人ひと影かげが生まれ、それが空間の拡張とともに大きさを増していく。

「や！　こんにちは！」

「……うわっ!?」

「ねね、君どうしたの？　この花畑に何か用？」

　モスグリーン色の瞳ひとみで見つめてくる彼女。

　収まりの悪い金きん髪ぱつをショートカットにした幼顔な女の子だ。年ねん齢れいは……十五か十六か。見た目はすごく幼いものの、その双そう眸ぼうは知的で活発な好こう奇き心しんに満ちている。

「え。い、いや……」

　今どうやって現れたんだ？

　それにここは穢歌の庭エデン。こんなところに薄うす地じのシャツにミニスカートという軽装の女の子がいること自体が不自然だ。

「あたしミオっていうの。君の名前は？」

「…………」

「君の名前は？」

「……シェルティスです。こっちの彼女はユミィ」

「ふむふむ。シェルティス君とユミィちゃんね。今日はどういうご用件？　あ、もしかしてお花畑の見学？　いいよねー、お花。あたしも好きでベランダに鉢はち植うえで育ててるんだけど、なかなか芽が出ないの。クルルは『水のあげすぎよ』って言うけど、ネイト君は『水が足りません』て言うし。もー、どっちのこと信じればいいのかわかんないっての！　でしょ？　そう思うよね？」

「……あの、何が何だか」

「あ、わかった。もしかしてお花を育てたことがないんだね。そりゃもったいない。綺麗だし匂においもいいし絶対オススメだよ！　そっちの可愛かわいい子は君の彼女？　ねね、それならあたしがオススメの花の種を────」

「……いや、あのぉ」

　一つだけわかったことがある。このまま彼女に話させ続けたら、きっといつまで経たっても禁断水晶にはたどり着けない。

「僕ら、人を捜してるんだけど」

「人捜し？　なーんだ先に言ってよ！　あたし花こ畑こは詳くわしいよ。何でも聞いて！」

「禁断水晶」

「きんだんすいしょー？」

　ぽかんと、口を丸くしてミオという少女が首を傾かしげる。

「んー。誰だろ。その人ってどんな人？」

「……女の子です」

　一歩。後ろで様子をうかがっていたユミィが、おそるおそる顔を覗かせた。

「たぶん……髪かみの毛は赤くて。すごくちっちゃな女の子」

「わかった！　アマリリスちゃんだね。それならこの先で寝ねてるよ！」

「アマリリスちゃん……て」

　偶然？

　ミオという少女が叫さけんだ名は、この花畑に咲さいてる緋ひ色いろの花と同じものだった。

「そそ。あの子はアマリリスちゃんていうの。なんだ、二人ともあの子に会いたいの？」

「うん」

「どーして？」

　……どうしてと言われても。

　あらためて問われると難しい。まず穢歌の庭エデンからの脱だつ出しゆつ方法を聞かなくちゃいけないし、穢歌の庭エデンを閉とざす氷結鏡界のことだって聞きたい。穢歌の庭エデンを浄化する方法は本当に二つだけなのか。

　……第七真音律エデン・コードで魔笛そのものを崩壊させれば、僕自身も。

　……だけど、そうでなかったらユミィが皇おう姫ひサラにかわって何百年も結界を継けい続ぞくさせなくちゃならない。

　本当に？　僕らにはそんな二つの選択肢しか残ってないのか……？

「ねね、君はどうしてアマリリスちゃんに会いたいの？」

「……聞きたいことがたくさんあるんだ」

　深い緑のまなざしを、シェルティスはまっすぐに受けとめた。

「僕たちは、どうすれば一番納なつ得とくできる未来を選ぶことができるのかって」

「それをアマリリスちゃんが知ってるの？」

「自分で考えろって言われるかもね」

　苦く笑しようをうかべ、シェルティスはおおげさに肩かたをすくめてみせた。

「もちろん僕のことは僕が考える」

「でも、それならどうしてアマリリスちゃんに会いたいの？」

「その前に本心を聞いておきたいんだ。彼女と会って本当の気持ちを全部教えてもらって、それでようやく僕自身が納得できる答えを見つけられる気がするから」

「……アマリリスちゃんは寝てるよ。気持ちだって聞けないかも」

「寝言だけでも聞ければ十分さ。何から何まで聞いたら、それこそさっきみたく自分で考えろって話になる」

　視線の交こう叉さ。

　そのままどれほど見つめ合ったことだろう。

「…………うん、わかった！　シェルティス君のこと信じちゃう！」

　小ぶりな指をピンと伸のばす少女。

　彼女が指さした方角は、今まで自分たちが歩いてきた方向だった。

「え？　向こう？」

「そーだよ。二人は気づかないで通りすぎちゃってたの。だからあたしが追いかけて来たんだから。さあ今すぐ後あと戻もどりだよ、戻った戻った！」

　……後戻りと言われたって。

　……僕とユミィが禁断水晶アマリリスに気づかないで素す通どおりしてただなんて。

「行こう、シェルティス」

「……ユミィ？」

「たぶん本当だと思うの。ミオちゃん、ありがとう」

「はいはーい。じゃあまたね」

　満面の笑えみで手をふる彼女。

　その小こ柄がらな姿が、真っ赤な夕焼けの光の中へとほどけるように消えていく。

「……幻げん影えい？」

「この花畑は、禁断水晶アマリリスが自分の身を守るための結界だって言われたの。だから今の女の子も、もしかしたら結界の案内人なのかなって」

「じゃあさっきの質問も？」

「うん。あたしたちが禁断水晶アマリリスにとって悪い人かどうかを知りたかったんじゃないかな。でも大だい丈じよう夫ぶそうだからって居場所を教えてくれたんだと思う」

　少女が消えた虚こ空くうをユミィが見つめる。

「シェルティスほら向こうだよ。頑張ろ！」

「ユミィ気をつけて、走ると危ないよ」

　弾はずむ足取りで駆かけていく彼女を追いかけた。

　どこまで歩いても走っても緋色の楽園が続くだけ。そう思っていたけれど──

「……樹き？」

「ねえシェルティス、あんなの最初はなかったよね」

　地平線の彼方かなた。アマリリスの咲き乱みだれる花畑の一角に、天にも届かんとする高さの大樹がそびえ立っているのが見えた。

　──なんて雄ゆう大だいな樹。

　どれだけの高さがあるのか想像もつかないうえ、周りを一周するのにも徒競走ができてしまいそうなくらい幹も太い。

「……あれ？　なんでだろ。似てるわけでもないのに天結宮ソフイアのこと思いだしちゃった」

「偶ぐう然ぜん。僕も同じこと考えてた」

　二人顔を見合わせ、どちらともなく頷うなずいた。

　あの大樹の根元に禁断水晶アマリリスが眠ねむってる。誰だれがそう言ったわけでもないが、樹に近づくにつれて高鳴る心臓の鼓こ動どうがそう確信させてくれる。

　鮮せん明めいになっていく大樹の影かげ。瑞みず々みずしく茂しげった葉一枚一枚が肉眼でもはっきりと確かく認にんできるまでに迫せまった、その刹せつ那な。

　──ぞくりっ。

　突とつ如じよとしてソレは緋色の楽園に現れた。

「シェルティス？」

「だめだユミィ、後ろに下がって！」

　前に出ようとする彼女を左手で制し、残る右手で剣けんを構える。



　ピシッ……キッ……パリッ………………



　夕焼け一色だったはずの空が急速に暗くなっていく。燃え上がるような赤と空の青、そして日にち没ぼつの黒が混じりあう。

　──黄昏たそがれ色の天上？

　──だけど空の色が急に変わるのはまだしも、この破は砕さい音は!?

　空が割れていく。

　虚空に透とう明めいな亀き裂れつが生まれ、その亀裂が広がった先に『何か』がいた。

「幽ゆう幻げん種しゆ……いや……違ちがう？」

　少年だった。

　黄昏色の空が砕くだけ、そこから降りてきたのは少年の姿をしたモノだった。

　……聖者ヘケト・ラスパ？

　立ちはだかる闖ちん入にゆう者を前に、シェルティスの脳のう裏りをよぎったのがセラの虚きよ像ぞうの一体だ。フードで顔全体が隠かくれているのは共通。全身にローブを羽織っているのも同じだ。

　が。

　吹ふきすさぶ突とつ風ぷうでフードがわずかにめくれ上がり、わずかに覗のぞいた素顔は紛まぎれもなく人のものだ。それも自分と同じくらいの少年の輪りん郭かく。

　幽幻種じゃない。だとしたらコイツは？

『────』

　ボロボロに擦すりきれた黄昏色の法衣。

　肩から先の生き地じは大きく破け、それを緋色の糸でもって継つぎ接はぎしてかろうじて原形を留とどめているが、もはや服というより布きれと呼んだ方がいいかもしれない。

　──表情はフードに隠れたまま。

　だがその全身からにじみ出る圧力は、明確なほどの敵意に満ちている。



　Sem girisi qhaonあなたの誇り高き翼は　 denca sm mihhya頭上のいと高きまでも lef hid ,舞い上がる　 ravience branous最も雄々しき者よ



　なんだ？

　この術者が口ずさんだのは呪じゆ詛そ。それとも別の何かか？

「……魔ま笛てき……じゃない？　じゃあ巫み女この──」

「ううん、巫女言語でもないよ。こんなの天結宮ソフイアでも聞いたことない！」



    

  
    
      

　イ短調禁音名詠・全ての傷つきし子供たち

　イ短調忘音名詠・全ての忘れ去られた子供たち



　──ず。ずずっ……ずるっ。

　少年の姿をした術者の足あし下もとで、その影から異形の双剣が浮うかび上がってくる。

　右手に、髪の毛ほどの太さしかない黒の刀身。

　左手に、樹の根っこのごとく歪いびつで曲がりくねった深しん紅くの刀身。

「影から双剣を取りだした!?」

『────』

　無音で双剣を構える術者。

　わずかに腰こしを屈かがめて重心を落とした。そうシェルティスが理解した直後、黄昏色の術者の姿がかき消えた。

「っ……ぐ！」

　気配と勘かんだけを頼たよりに真横へ跳ちよう躍やく。と同時に右の剣でもって虚空を薙なぐ。

　──ギシッ

　鈍にぶい音を立てて競りあう剣と剣。黄昏色の術者が振ふりあげた黒の刀身を、シェルティスの剣がすんでの所で受けとめた状態だ。

　……一いつ瞬しゆんで僕の真横に!?

　……いつここまで接近した！

　感知不能。気づいた時には真横に立たれていた。……そんな馬ば鹿かな。千せん年ねん獅しや錬護士筆頭、それに空白イグニドを相手にした時だってそんなことはなかったのに。

『────』

　すくい上げるような黒の刀身をかわす。

　と同時に全身をしならせて密着してくる術者。肩から腕うでを独こ楽まのように回転させて深紅の刀身を振り下ろすや、立て続けに黒の刀身を猛もう烈れつな速度で突つきだしてくる。

　その剣を上にはじき返そうとした刹那。

　相手の姿が消えた。

「また……か！」

　楽園に響ひびくユミィの絶ぜつ叫きよう。

　背後に生まれる殺意に背筋を粟あわ立だたせながら、シェルティスが無我夢中に大地を蹴けって花畑を転がった。

　宙に舞まう緋ひ色いろの花弁。口に土の味を感じながらも、回転する視界の中で黄昏色の術者を睨にらみつける。

　──攻こう撃げきした瞬間に別の場所に移動したのか!?

「くそ、こんな時に機械水晶イリスがいないなんて！」

　一つハッキリした。

　この異常な移動速度。自分がまるで反応できないのは単純な速さじゃない。もっと特とく殊しゆな方法で接近し、特殊な方法で回かい避ひ行動を取ってるからだ。

『────』

　異形の双剣を地面に突きさす術者。

　こちらをまるで無視するように大地にひざまずき、その指先が大地を愛おしむように撫なでさする。



　quo xeoi xaln, glim getie clar lef teo【解放の小鍵かぎ】



　小柄な術者の小柄な影が大地から浮かび上がった。

　それも、今度は複数。

『────』

　術者の影から生まれた夜色の狩しゆ猟りよう犬。その表皮は幽幻種の濃こ紫むらさき色いろよりも濃こく、さながら夜と同化するかのような色合いだ。

『…………ハイ……ジ、ョ』

　術者の手がまっすぐこちらを指さすと同時、二体の狩猟犬が同時に駆けだした。

「シェルティス！」

「来るな、こいつら僕を狙ねらってる！」

　近づこうとするユミィから逆方向へ走りだす。

　……どういうことだ。

　……さっきからユミィは度外視で僕だけを狙ってくる。

　穢歌の庭エデンに堕おちた時と真逆だ。あの時の幽幻種たちは一いつ斉せいにユミィを狙っていたのに、今度は自分だけが集中して狙われる理由が思いつかない。

「はっ！」

　牙きばを剥むいて飛びかかってくる一体目の顎あごを拳こぶしで打うちぬき、続けざまに跳躍する二体目の真下をくぐり抜ぬける。再び跳躍の構えを見せる狩猟犬。その一瞬の溜ためを見計らい、シェルティスは大地を蹴り上げた。

『！』

　巻き上がる土砂。眼前で立ちのぼる砂すな煙けむりを前にした動どう揺ようを突き、動きを止めた犬の鼻先に剣の柄つかを打ちつけた。

「これで二体！」

　が──

　くずおれる狩猟犬のその先で、黄昏色の術者が三み度たび消失した。

「くそっ！」

　術者の双剣が奏でる風切り音だけを頼りにふり向き、今にも振り下ろされようとする黒の刀身を受けとめる。

　ギ……ギチッ…………

　鼓こ膜まくをつんざく鍔つば迫ぜり合いの音。刀身と刀身とが正面からぶつかりあい、金属が摩ま耗もうする鋭するどい悲鳴が響きわたる。

「……お前……は、いっ、たい……何者……なんだ！」

　幽幻種でないのは確かだ。

　答えが返ってくるわけない。シェルティス自身そう思いこんでいた矢先、少年の姿をした術者の口がわずかに開いた。

『…………マ…………、キ………………』

　魔笛？

　いまコイツ魔笛と言ったのか？

「お前、まさか」

　僕の魔笛に反応しているのか。確かに出合い頭がしらからそうだ。魔笛を宿してる自分に対して敵意を放ち、逆に隣となりにいるユミィにはまるで無反応。

　だとしたらこいつは──

「待て、僕は敵じゃない！　確かに魔笛は────」

　魔笛の反応を幽幻種だと認識して襲おそってきてるのか!?

　だとしたら、この術者がユミィを狙わない理由も頷うなずける。

「お前は……」

　禁断水晶アマリリスが眠ねむってると思しき大樹の手前で現れた。さらには魔笛を宿した対象だけを敵として認にん識しきしてる。

「待って！　もしかして、あなたが禁断水晶アマリリスの護衛なんですか!?」

　やおら、夢中で状じよう況きようを追っていたユミィが声を張り上げた。

　──やっぱり同じ考えにいきついたんだ。

　禁断水晶アマリリスに近づく幽ゆう幻げん種しゆを排はい除じよするための護衛なんだ。巫み女こに千年獅がいるように、この術者が禁断水晶アマリリスの専属護衛。

「シェルティスやめて、その人は敵じゃない！」

「わかってる。だけど……」

　こっちが何か発したところで聞き入れる相手じゃない。

　まさしく守護者。眠り続ける禁断水晶アマリリスから全すべての外敵を排除するための絶対防衛者だ。何を言ったところで聞き入れてくれるとも思えない。

『────』

　剣けんを擦こすり合わせていた結界の守護者が、ふっ、と余よ韻いんを残して地にしゃがみ込む。足首を狙って水平に薙なぐ一いち撃げき。足を浮かせてかわし、距きよ離りを稼かせぐために後方へ跳躍。

　と同時に守護者の姿も忽こつ然ぜんと姿を消す。

「──こいつ！」

　消しよう滅めつの一部始終を凝ぎよう視しし、ようやく消滅と出現のメカニズムを理解した。

　……だとしたら次に現れるのは。

　見すえたのは自分の足あし下もと。

　大地に触ふれた靴くつ先さきを穴が空くほど見つめた直後、そのすぐ先の大地が波打った。

「そこだ！」

　浮ふ上じようしかけた守護者の右の剣を、シェルティスの一いつ閃せんがはじき飛ばした。

　影かげを媒ばい介かいにした転移。

　──この守護者は影を媒介に空間を繋つなげてるんだ。

　異形の双剣も自分の影から、そして漆しつ黒こくの狩猟犬を引きずりだしたのも自分の影を媒介としていた。現れる時は足下の影からだから、敵対する自分からは相手が突とつ如じよとして接近していたように錯さつ覚かくしていたというわけだ。

　剣は互たがいに一本。

「──っ！」

『────』

　無音の呼気を吐はきだし、歪いびつな深紅の剣と氷結晶の剣とを互いに打ちあって────

「だめっ！」

　目の前が、淡い黄金色オフゴールドで染まった。

「二人ともやめて、戦っちゃだめ！」

　守護者の振り下ろした切っ先の前に少女は飛びだしていた。

　両手を広げた完全な無防備で。

「ユミィ!?」

「お願いだから！　わかって、わたしたちあなたの敵じゃないんです！」

　守護者の剣は止まらない。

　樹の根さながらに奇き怪かいに曲がりくねった刀身が、眼前の少女の胸むな元もとへと容よう赦しやなく突つきささったのをシェルティスは確かに見た。

『────────』

「……………………」

『────────』

　気の遠くなるような沈ちん黙もくを隔へだてて。



「…………ありがとう」



　胸を剣に刺さし貫つらぬかれたはずのユミィの声だった。

『────』

「ありがとうございます。わかって……くれたんですね」

　ふり向く巫女。

　深々と剣で貫かれたはずの胸に、シェルティスが覚かく悟ごしたような傷は何一つとして見あたらなかった。

「シェルティス、ほら見て」

「剣が？」

　少年が手にした剣は、その柄のみ。刀身から先が、まるで日にあたった残雪のようにサラサラと溶とけて消えていた。

『────』

「あ、あの……わたしたち、禁断水晶アマリリスさんに会いに来ただけなんです。何も悪いこととかする気じゃなくて……え、ええとだから」

『────』

　守護者である少年が、ある場所を指し示した。

　それは大樹の根元。

「あ──っ！　ね、ねねシェルティス！」

「わかってる」

　行け。守護者はそう言っているのだ。

　……ユミィの完勝。

　……まさか結界の守護者まで説得しちゃうなんて。

　苦く笑しようする気も起きぬまま、シェルティスは構えていた剣を下に降ろした。

　でもいつだってそうだ。

　苦しむ姿を何とかしたい。傷つくのは見たくない。その一念だけで巫女になるのを決意して、そして本当になってしまったのが彼女なんだから。

　今の戦いだってそれを貫いただけ。

　ならもしも、第七真音律エデン・コードで穢歌の庭エデンを崩壊させる代だい償しようをユミィが知れば？　誰だれかが犠ぎ牲せいになるなんて選せん択たく肢しを彼女が認めるはずがない。

　そして彼女は皇おう姫ひの後こう継けい者しやになることを決意し、何百年という年月をかけて穢歌の庭エデンを浄じよう化かする選択肢を迷わず選ぶのだ。

「シェルティスどうしたの？　早く行こうよ。もうすぐだから」

「……うん」

　気楽に頷いたはずなのに、言葉には力が入らなかった。

「あのさユミィ。さっきの少年、ここらへんを指さしてたよね」

「うん。でもこんなに花が密生してたら……」

　足の踏ふみ場もないとはこの事だ。

　大樹の幹の真下までアマリリスが競きそうように生えていて、どれも大輪の花を咲さかしているから地表が隠かくれてしまってる。

「もしかして大樹を登のぼれってことじゃないよなあ」

　とにかく巨きよ大だいな樹。

　雲にも到とう達たつしてるのではないかと思うほどの樹高は、もはや見上げるだけで目眩めまいがしそうなほどだ。

「登るの？」

「背に腹は代えられないって言うしね。それじゃユミィ、先に。僕が下から支えるから」

「……へ？」

「下で待ってる間に何が現れるかもわからないし、こういう時に二人でバラバラに行動するとまずいんだよ。大だい丈じよう夫ぶだって、ちっちゃい頃ころは僕より木登り上う手まかったじゃん。落ちそうになっても僕がすぐ下で命いのち綱づな持ってるから」

「…………」

　大樹の上と根っこを交こう互ごに見比べるユミィ。

「あ、あの……わたしが下じゃ……だめ？」

「僕が上だと、登りながらユミィを見られないじゃん。僕が下だったらユミィの様子もわかるし。登りながらアドバイスも出しやすいから良いことずくめなんだ」

「……え、ええと……確かにそうなんだけど」

　法衣の端はじっこを握にぎって何やらもじもじと。

「う、うん。もちろんシェルティスの言ってることは正しいと思うの」

「だろ？」

「でも……え……っと…………わたしの恰かつ好こう……これだから」

　消え入りそうな声で呟つぶやいて、巫女が自分の法衣を指先でつまんでみせた。

　白を基調とした可か憐れんな法衣。

　世界でたった一つ、ユミィのためだけに作られた衣い装しようだ。当然にサイズはユミィの体型にピタリと合わせ、さらには動きやすさを重視しているから生き地じも薄うすめ。つまりは、ハーフパンツを穿はいてたって下から覗のぞけばお尻しりのかたちが丸わかりで────

「……………………」

「ち、違ちがうの！　ほ、ほらちゃんとハーフパンツは穿いてるもん！　で、でも……やっぱり、下から見られるのはちょっと……」

　顔を真っ赤にして手をふるユミィ。

　……うん。

　僕も忘れよう。一いつ瞬しゆんすごい姿を想像しちゃったけど、忘れよう忘れよう忘れよう。

「じゃあ僕一人で行ってくるから」

「……ごめんね」

「とにかく急いで禁断水晶アマリリスを見つけてくる。聞きたいことは山積みだし、浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどる方法を見つけないと」

　モニカに華宮カグラ、ヴァイエル。

　……みんなまだフェルンの棘とげ森もりかな。

　……ここんとこ、ずっと心配かけっぱなしだ。

　思えば異篇卿の拠きよ点てんに突とつ入にゆうする時からだ。あの時も自分だけが遠えん征せいに参加して、天結宮ソフイアに残ったメンバーには心配をかけていた。

　フェルンの棘森の巡じゆん回かい任務だって僕一人のために……

　そして今回。セラの虚きよ像ぞうを追い返すことに成功したものの、こうしてユミィまで巻まき添ぞえに穢歌の庭エデンに堕おちてきた。

　……本当にごめん。

　……戻ったら何時間でも何十回でも謝る。だからもう少しだけ。

　穢歌の庭エデンでどれだけ時間が経過しているのかわからない。員章の時計機能だけ見れば数時間だけど、これだってアテになるのかどうか。

「登ってくる。ユミィはここで待──」

「あああああああぁぁぁぁっっっ!?　だ、だめだめだめ！　シェルティス止まって、足を下ろしちゃだめ！」

「……え？」

　すんでのところで、踏み下ろそうとした右足を空中で静止。

　ユミィがこうも表情を変えるってことは、僕の足あし下もとに何かがあるというわけだ。派手なものや大きいものではないだろう。それだったら自分が真っ先に気づく。

　じゃあいったい何が？

　…………

　……寝ね息いき？

　すぅすぅ、と一定のリズムで聞こえる安らかな呼吸音。

　まさか。

　恐おそる恐る足を持ちあげる。

　靴をどかした真下に、夕焼けよりも鮮あざやかな緋ひ色いろの髪かみが。

「……禁断水晶アマリリス？」



    

  
    
      　無数の花弁が宙に躍おどる楽園で。

　天にも届かんとする大樹の根元に「彼女」はいた。

『────』

　身体からだをくの字に曲げて寝入る女の子。

　七歳？　それとも八歳？　いずれにせよ十歳には届かないだろう。服らしき服は一いつ切さいまとっていないかわりに、緋色の長ちよう髪はつそのものが至高の天衣であるかのように全身を優やさしく包んでいる。

　──この子が禁断水晶アマリリス。

　なんて幼いんだろう。ユトと同じか、せいぜい少し上くらいじゃないか。

　皇姫サラに氷結鏡界という究極の結界を授け、穢歌の庭エデンを千年もの長きにわたって封ふう印いんしてきた神性存在とは思えない幼さだ。

「……ユミィが教えてくれなかったら危なかったかも」

　足下にいたのに気づかなかった。それはおそらく、この女の子が周りの花とほぼ完全に一体化して寝入っていたからなのだろう。

「でも全然起きる様子がない？」

　穢歌の庭エデンを眠ねむらせる氷結鏡界。

　その核かくである禁断水晶アマリリスもまた深い深い眠りに囚とらわれている。

「あの……ね」

　背後にいるユミィがおずおずと。

「たぶん逆だと思うの。禁断水晶アマリリスにとっては起きてる方が夢で、今みたいに寝ている時間の方が現実なんだと思う。…………辛つらくて冷たい現実」

　身体をくの字に曲げて眠る女の子。

　ユミィの言うように、その姿は寒さに震ふるえてるようにも見えた。

「でも禁断水晶アマリリスはわたしを何度も助けてくれたの。起きてる時は穢歌の庭エデンと戦って、疲つかれて寝てる時にまでわたしが心配で力を貸してくれた。そうじゃなきゃわたし、セラの虚像となんて絶対に戦えなかった」

　女の子の額にかかる前まえ髪がみをそっとはらってやるユミィ。

「……ありがとう。いつも浮遊大陸オービエ・クレアを守ってくれて」

『────』

「わたしたちが浮遊大陸オービエ・クレアに逃のがれて暮らしてきた何十年何百年、あなたはこんなに暗くて深い場所に、たった一人で残って結界を支えてくれてたんだよね」

『────』

「……ごめんね。辛かったよね」

　まぶたを閉じて唇くちびるを噛かみしめる法衣の少女。

　巫み女こだからこそ、禁断水晶アマリリスと共に結界を支え続けてきたからこそ理解できるものがある。それが彼女の謝罪の理由。



『……っ、て……いた』



　そんなユミィの前に現れる人ひと影かげ。

『待っていた。この場所に、私のところに来てくれるのを』

　緋色の髪をした幼い少女。

　ユミィが抱だきよせる禁断水晶とまるで同じ容姿で────

「あ？　あ、あれ。禁断水晶が二人!?」

『これは念話。今こうして話している私は、私が眠っている間に誰かが来てくれた時のために残した伝言。本当はちゃんと話したかったけど、今の私は穢歌の庭エデンと一いつ緒しよに眠るしかできないから』

　そびえたつ大樹を背に、少女。

『それにしても、ここに来たあなたは誰だれかしら？　せっかく来てくれたのに、あなたが誰なのかも私は知ることができないのがもどかしいわ。でも結界の中心にたどり着いたということは、案内人と守護者に認められたということだもんね。紗砂シヤサ？　ツァリ？　あるいはシャオかカインツか。……それともネイト、あなたなの？』

　知っている名前もあれば知らない名前もある。

　ユミィと同じように禁断水晶に選ばれた人間なのか、あるいは別の事こと柄がらで禁断水晶と関係の深い人間なのか。

　けれど──

『ううん、やっぱり違う』

　少女は自ら首をふって否定した。

『この世界にとっては、あの三年前こそが始まりだった。偶ぐう然ぜんにしては出来すぎていて、必然と呼ぶには残ざん酷こくすぎる邂かい逅こう。次代の皇おう姫ひとなるべき少女を庇かばった無名の少年が、穢歌の庭エデンに堕ちて魔ま笛てきを宿した。あの瞬間こそが始まりだった──────私の前にいるのはあなたたちなのね。ユミィ、そしてシェルティス』

　その言葉に。

　シェルティスは、無言で両の拳こぶしを握りしめていた。

「……ああ」

『そう。よかった』

　伝言でありながら相づちまで。たどり着くのが僕たちだって自信があったからこそ、そんな仕草も幻げん影えいに組みこんでいたんだろう。

『あなたであることを祈いのってた。私の伝言も、これはあなたのために用意した専用念話といっても過言ではない。私が与あたえられる全すべての知ち恵えをここに──』

　胸むな元もとへと手をやって禁断水晶が口元をやわらげる。

　笑うような、泣いているような。

　微笑ほほえむような泣き顔で、禁断水晶はじっと自分を見つめてきた。

『もっとも、あなたからすれば「よかった」なんて思えないでしょうね。一度のみならず二度までも穢歌の庭エデンに堕ちるなんて、きっと先にも後にも例がない。どうやって堕ちてきたのかも気になるわ。予想できる理由もいくつかあるけど、それよりは浮遊大陸オービエ・クレアに戻る方が先決かしら』

「戻る方法があるってことか!?」

『穢歌の庭エデンを浄じよう化かさせるという根本的な方法を除くなら、天結宮ソフイア側から扉とびらが開くのに期待するしかない。ユミィはともかく、魔笛を宿したあなたが氷結鏡界を通過するにはそれしかないわ。紗砂かツァリか、楽園の扉を開くことのできる者を待ちなさい』

　浮遊大陸オービエ・クレア側から来てもらう以外にない。

　……僕だけじゃ、どうあがいても脱だつ出しゆつできないってことか。

『永かった。紗砂の後こう継けいとなる巫女が現れてくれるのを、私も紗砂も……いえ、浮遊大陸オービエ・クレアそのものが待ち望んでいた。千せん年ねん獅しとは千年眠らざる獅子。巫女とともに結界を守りぬく要。それがユミィ、そしてシェルティス。あなたたちに託たくされた役目………………そう、思っていた』

　そびえたつ大樹へと少女がふりかえる。

『だけど“〝あの日”〟に全てが一変した。シェルティス、あなたが穢歌の庭エデンに堕おちて第七真音律エデン・コードを宿した日から』

　天にも届かんとする枝葉を見上げる彼女。

『第七真音律エデン・コードの正体を、あなたはもう知っているかしら？　もし知らないのならここで私が全てを伝えることができる。だけどもし…………もしも既すでにあなたが知っていて、かつユミィが隣となりにい──────』

「待った」

　禁断水晶を制止するのと同時に、シェルティスは深々と息を吐はいた。

「……僕から話したいんだ」

『────そう、知ってしまっていたのね』

　静せい寂じやく。

　少女の返事は、永遠にも感じられる沈ちん黙もくだった。

『私ね、考えてることがあるの。もしかしたら私という守護者も世界には必要ないのかもしれないって。あなたが第七真音律エデン・コードを宿したように、少しずつ、少しずつ、世界が自立しようとしてるのかもしれない』

「…………」

『だからあなたが決めなさい。浮遊大陸オービエ・クレアの意志がユミィに集約されるように、穢歌の庭エデンの意志があなたという人間に集約される。それを繋つなぎとめるか崩ほう壊かいさせるか。……どちらであっても、あなたの悲想は癒いやされることがない。だからこそ、せめてあなたに全てを委ゆだねます』



　穢歌の庭エデンと共に消えゆく選せん択たくか。

　数百年という皇姫の枷かせをユミィに与える選択か。



「……方法は」

　かすれた声でかろうじて紡つむぎだす。

「本当に、それしかない？」

『────』

　大樹を向いていた禁断水晶が、こちらに再度ふり返った。

『……黄昏竜アマデウスから何か言われなかったかしら』

　何かなんて言われても。

　あんまり沢たく山さんのことを伝えられて、どの言葉がソレなのか心当たりが多すぎる。

『……ごめんなさい。私が伝えられることも決して多くはないの』

　まぶたを閉じ、自らの細い肩かたを弱々しく抱だきしめる少女。

『特にシェルティス、あなたにとって最良の未来に続く選択を示すことができなくて、本当に申し訳なく思ってる』

　その声に嗚お咽えつが混じった。

『ごめんなさい……。私が未熟な存在であったばっかりに。守護者でありながら紗砂という人間の手を借りて結界を維い持じして……そしてまた、あなたたちに重い枷を与えてしまうことになる…………こんなはず……じゃ、なかったのに』

　つっ──と禁断水晶アマリリスの頬ほおを伝っていく水すい滴てき。

　涙なみだの記き憶おく。

『ごめんなさいごめんなさい……ごめんなさい！　私、頑がん張ばろうって誓ちかったのに。こんな私でも、幽ゆう幻げん種しゆに負けない世界にしたかった…………こんな私でもできることがあるんだって、そうすれば姉さんにも心配しないでって伝えられたはずだったのに……』

「姉さん？」

『…………』

　唇を噛みしめて少女がうつむく。

　神性存在ということを忘れるほどに、その仕草は人間と酷こく似じしていた。

『私は──』

「もう、いいよ」

　ユミィだった。

　微睡まどろみの内にいる少女の本体を抱きしめながら、うつむく少女の幻影に優やさしく語りかけていた。

「だいじょうぶ。全部言わなくたって伝わる。あなたの生まれた元の世界が別にあって、そこにお姉さんがいるんだね？　そのお姉さんも神性存在なのかな？　でもあなたはわたしたちの世界に来て世界を護ってくれていた。本当に立派に護ってくれてたよ。巫女わたしが言うんだから間ま違ちがいないよ。でも、そうね。少し疲つかれたんじゃない？　サラ様だって一ひと月つきに三日間は休みを取ってたのに、あなたは千年間休みなしだもん」

『…………』

「元の世界に戻もどっても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　びくっ、と神性存在の身体からだが身じろぎした。

「この世界はわたしたちの世界だもん。わたしたちが自分で何とかする。あなたは元の世界に帰って大切な人に会ってくるべきだと思う。……会えないって辛つらいよね。わたしがそうだったもん。すごく気持ちわかるから」

『────』

「消えた……？」

　少女の幻影が、周囲に溶とけこむように希き薄はくになっていく。

「うん。抱きしめた時からそんな感じがしてたの。もう消えちゃうんだろうなって。でも、きっと最後の力を振ふりしぼって話を聞いてくれたんだと思う」

　眠ねむりにつく禁断水晶の本体を見下ろすユミィ。

「ねえシェルティス……わたしの言ったこと、間違ってるかな」

「さっきのこと？」

「禁断水晶アマリリスがいなくなった後、わたしたちの世界は本当に大丈夫なのかな。『何とかする』なんていい加減すぎちゃったかなって」

「……どうなのかな。でもその前に穢歌の庭エデンと幽幻種を、それこそ『何とか』しなくちゃいけないんだろ」

「あ、そうだった！　そうだね、わたし忘れっぽいなぁ」

　えへへとユミィが照れ笑い。

　──嘘うそだ。

　巫女が幽幻種のことを一いつ瞬しゆんでも忘れるわけない。忘れられるはずがないんだ。

　……もう決まってる。

　……彼女の心では、もう『何とか』の方法が決まってるから。

「ユミィ、その話は無事に浮遊大陸オービエ・クレアに戻ってからにしよう。僕も話さなきゃいけないことが山積みでさ。ていうかイリスだって回収にいかないと」

「あれ!?　そういえば静かだなって思ってた。イリスどうしちゃったの？」

「気づいてなかったんだ……」

　ユミィらしいといえばユミィらしいけど、ここに機械水晶イリスがいればスネるか怒おこり出すかのどっちかになってたんだろうな。

「イリスは凪に渡わたしたままになってて」

「……凪ってだれ？」

「あ、そっか。ええと何て言えばいいんだろ──」



『………………来…………る』



　俄が然ぜん、まぶたを閉じたままの禁断水晶アマリリスがそう呟つぶやいた。

『……逃に……げ…………！』

「え？」

「ユミィ、後ろへ！」

　呆ぼう然ぜんとする彼女を退かせ、それと入れ違いに前へ躍おどりでる。

　──無数の気配。

　その発生源は、今まさにユミィが立っていた花園の真上からだった。夕焼け色の天上に混じる濃こ紫むらさき色いろ。キャンバスに絵の具を垂らしたかのように、一いつ滴てきのしずくに過ぎなかった濃紫色がじわじわと夕焼けの夜空に滲にじんでいく。

　いや、侵しん食しよくしていく。

「とうとうここまで……」

　この場所さえ魔ま笛てきに汚お染せんされつつある。

　禁断水晶アマリリスの力が弱まっている？　それとも別の要因があるのかはわからないが、一つだけ確かなのは結界に留とどまってはいけないということだ。

「けほっ……っ、く……こ、ほっ……！」

「ユミィ!?」

「……こ……さっ、きより……」

　喉のどに粘ねばりつくほど濃こい魔笛。

　死し臭しゆうと腐ふ臭しゆうと血臭と、そして身を凍こおらせる寒気とが入り混じった霧きりを吸いこんだ途と端たん、ユミィが身体をくの字に折り曲げて咳せきこんだ。

　──くそっ。

　──こんな時に僕は。

　ユミィに肩を貸すことも禁断水晶アマリリスを拾い上げることもできない。

　エルベルト共鳴。

　沁力と魔笛の反発から発生する力。ユミィに触ふれるのを拒こばむ火花として現れることもあれば、浮遊大陸オービエ・クレアを高度一万メートルまで浮ふ上じようさせる奇き蹟せきの源ともなった第三の波長。

「だ……め。禁断水晶アマリリスを……助け……」

　咳きこむユミィが、よろめきながらも足あし下もとの禁断水晶アマリリスを拾い上げようと身を屈かがめる。

　その時だった。

　──ゴッ！

　大地の鳴動。

　依い然ぜんとして眠り続ける禁断水晶アマリリスの、真下の大地が裂さけた。

「あっ……！」

　楽園の亀き裂れつから真っ逆さまに禁断水晶アマリリスが転落していく。その先に待つのは漆しつ黒こく。より深く暗い穢歌の庭エデンの深しん淵えんだ。

「い、いやぁっ！」

「だめだユミィ、行くな！」

　亀裂を覗のぞきこもうとするユミィを制止し、シェルティスはあらためて周囲を見回した。

　夕焼けの空は魔笛に覆おおわれて一面が濃紫色。花はな咲さく大地も次から次に亀裂が生まれ、細分化した地面が穢歌の庭エデンの深淵へと堕おちていく。

　──もう保もたない。



『シェルティス！』



　その声は。

「イリス!?」

　濃紫色の空を切りさいて飛来する機械水晶イリス。

　光を失った灰色の結けつ晶しようじゃない。宝石のごとく輝かがやく起動時の輝きだ。

『やーやー、危機一いつ髪ぱつですねえ』

「どっちがだよ！」

　暢のん気きな声の機械水晶イリスを空中で受けとめる。

　だけど凪はどこだ？　こうして修復してくれたはいいけど、それをこっちに投げてきた本人の姿がどこにもない。

『離はなれた場所で幽幻種を誘ゆう導どうしてくれています。今のうちに退たい避ひをとのことでした』

「だけど、それじゃ彼が」

『……いいんです。とにかく彼のことは置いておいて脱だつ出しゆつを優先させましょう。でなければ彼の行こう為いだって無む駄だになる』

「────」

『この結界の先に複数の沁しん力りよく波長が出現しています。おそらく幽幻種たちが反応したのもソレでしょう。誘導しますので彼女たちと合流を』

「待って、穢歌の庭エデンに誰だれかが来てるってこと？」

『皇おう姫ひサラ。天結宮ソフイアにある扉とびらを開けられる唯ゆい一いつの人物です。あと二つの沁力は詳しよう細さい不明ですが、その付き人かと思われます』

「……わかった」

　このタイミングを逃すと浮遊大陸オービエ・クレアに帰き還かんする方法はない。

『二時の方向。五十メートル先の丘おかを目指して走って！』

「ユミィこっちだ」

　禁断水晶アマリリスが落下した亀裂を今も見下ろす巫女。そんな彼女にも届くよう声を張り上げ、シェルティスは誘導されるまま駆かけだした。

　……僕らが撤てつ退たいするのが先か。

　……それともこの花畑が完全に消しよう滅めつするのが先か。

　天上はますます黒く、最初に堕ちてきた穢歌の庭エデンの大気とまるで同じ様相を呈ていしている。唯一まともに残っていた地じ盤ばんすら幾筋もの亀裂が走り、そこから地じ滑すべりのように大量の土砂が穢歌の庭エデンへ堕ちていく。

　転落したら、それこそまた穢歌の庭エデンの深部へ自由落下だ。

　そうなれば皇姫サラとの合流も絶望的。

『次、わずかに左へ。大きな亀裂があるので飛びこえて。足下の地盤が崩くずれかけていますのでご注意を』

「わかった」

　一瞬ふり返り、ユミィに目配せして再び視線を前方へ。

　機械水晶イリスの指示どおりのルートを駆けぬけ、眼前で巨きよ大だいな口を開ける亀裂を飛びこえようと太ふと股ももに力をこめて──

『待って！　亀裂の真下から魔笛反応が急きゆう浮ふ上じよう』

「なっ……!?」

　足下の大地から、濃紫色の霧が間欠泉さながらに噴ふきだした。巻き上がる魔笛。そのさらに奥で、無数の赤い眼がこっちを睨にらみつけているのがわかる。

　──キリがない。

「シェルティス動かないで！」

　魔笛の噴ふん火かを、輝く緋ひ色いろの沁力がことごとく洗い流した。魔笛だけではない。その裏に潜ひそんでいた何十体という幽ゆう幻げん種しゆたちも同時にだ。

「さすが」

『すばらしい威い力りよくです。本当に浄じよう化か術式はもう言うことがないくらい。ほらシェルティス、負けないよう頑がん張ばって』

「あたりまえだ！」

　上空から飛来する個体。その翼つばさをすれ違いザマに両断。と思いきや、浄化しきったはずの亀裂から再び魔笛が勢いよく噴きだした。

「そんな!?　わたしちゃんと浄化したはずなのに……」

『新しい個体です。穢歌の庭エデンの深部で幽幻種を殲せん滅めつしようとしてもキリがありません。沁力に反応して次々と襲おそってきます』

　まともに相手をしてたら逃にげきれない。

「退こう。イリスもユミィも、無理に戦わなくていい。倒たおすより逃げること優先で！」

『逃とう走そうルートを再設定。多少遠回りになりますが、幽幻種の侵しん攻こう経路からもっとも外れたルートを予測して進みます。……目の前の亀裂はもう幽幻種の巣と化してます。大きく右から回りこんでください』

　剣けんを片手に、背後に神経を尖とがらせながら丘を駆け下りる。

　舞まい散る緋色の花弁。あれだけ咲さき誇ほこっていたアマリリスの花も、次々と魔笛に侵しん食しよくされて萎しおれていく。

　……プロジェクト・エデン。

　……全すべてを浄化する計画も、まだ穢歌の庭エデンの深部には及およんでないのか。

　千年という月日を費やしてなお魔笛の濃のう度どが濃い。巫み女こであるユミィが一息吸いこんだだけで猛もう烈れつに咳きこむ有毒性。禁断水晶アマリリスが堕ちていった深部となれば、その毒素はどれほどになるか想像もつかない。

『シェルティス、右斜ななめ後ろから一体！』

「はっ！」

　ふり向きざまに剣を横薙なぐ。狙ねらい違たがわず剣の切っ先が核かく晶しようを砕くだき、乾かわいた音を立てて幽幻種の姿が消えていく。

　……こいつらが福音の獣けものだったなんて。

　……禁断水晶アマリリスと同じ神性存在だったものが、こうも禍まが々まがしい姿になるのか。

『ユミィの真上に三体、斜め前の亀裂にも二体が潜んでます』

「一番安全なルートって言ったじゃないか!?」

『ですから、これが一番敵の少ない道なんです。最初のルートだと敵の数はこの比じゃなかったですよ』

「くそっ、もう結界がやばいってのに！」

　大地の半分以上が穢歌の庭エデンに沈しずんだ状態だ。残る地盤だって、いつ一気に砕けて亀裂に呑のみこまれるかわからない。

「シェルティスっ！」

　ユミィの悲鳴。

　大地に走った小さな亀裂に足を挟はさまれてユミィが転てん倒とう。さらに真下の大地が大きく揺ゆれ動うごいているのが見えた。

　──最悪だ。

　今ここで真下の大地が割れたら、動けないユミィに逃げる術はない。さっきの禁断水晶アマリリスと同じように穢歌の庭エデンの深部へ堕ちていく。

「ユミィ！」

『だめですシェルティス、真下！』

　ユミィのことに警けい戒かいがゆらいだ一いつ瞬しゆんだった。

　彼女に伸のばした腕うでが、真下から浮上してきた獣の爪つめに切りさかれた。

　紅。

「ぐっ……くぁ！」

　上着ごと肘ひじの内側をやすやすと切りさかれ、噴ふん水すいのごとく真っ赤な血が噴きだした。

「シェルティスッッッッッ！」

「……ユミ……ィ……動かな、いで……助け……」

　眼に入った血しぶきを拭ぬぐい、剣を左手に持ちかえて幽幻種を相手取る。……完全な失態だ。ユミィのことに気を取られるあまり隠かくれていた獣に気づかなかった。

　止血。

　目の前の幽幻種の撃げき破は。

　ユミィの救助。

　やるべきことが多すぎる。

「邪じや魔まするなァァッ！」

　飛びかかってくる獣の顎あご先さきを真上に蹴けり上げ、浮ういた胴どう体たいを袈け裟さ斬ぎり。核晶を砕かれながらの捨て身の突とつ撃げきを回かい避ひし、視線を再びユミィのもとへ。

「……しぇ……てぃ……」

　そこで見たのは、真っ二つに割れた岩がん盤ばん。

　そして、その岩盤の端はしにかろうじて手で掴つかまって宙づりになっているユミィだった。彼女が手を離せば一気に転落していく。

「────」

　迷わなかった。

　一瞬でいい、エルベルト共鳴の炎ほのおで手が灼やかれたとしても、一瞬でも触ふれることができればユミィを引き上げられる。

『シェルティスだめ、無茶です！　エルベルト共鳴が────』

「やるしかないだろ！」

　血まみれの右手は動かない。

　まともに動く左手に握にぎっていた剣を大地に放ほうり投げ、大地の窪くぼみにかろうじて掴まっているユミィのもとへ。
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「魔ま笛てきか!?」

　背後で響ひびく奇き怪かいな音色。

　大地の窪みに隠れていた小型の幽幻種が姿を現し、怨おん念ねんの塊かたまりともいうべき呪じゆ詛そがその口からあふれ出る。

　……ユミィを助ける方を優先する。

　魔笛を宿した自分には効かない。

　ユミィだって同じことだ。今の彼女ならセラの虚きよ像ぞうでも現れないかぎり魔笛を浴びたところで脅きよう威いにはならない。

『違ちがう、狙いはユミィが掴まってる岩盤です！　岩盤を崩ほう壊かいさせてユミィを穢歌の庭エデンに落下させるつもりなんです！』

「まさかっ」

　髪かみの毛よりも細い魔笛の光が、みるみるうちに重なり織り合わさって奇き妙みような文様を大地に描えがき上げる。

　その対象はユミィでなく、彼女がかろうじて掴まっている岩だった。

『止めて！』

「くっ……」

　走っては間に合わない。

　大地に転がる剣を拾いあげ、左ひだり腕うでの膂りよ力りよくだけで幽幻種の核晶めがけ投げつけようと全身を力ませて────

「見てられないな」

　不意に。

　目の前で、幽幻種が緋色の閃せん光こうに包まれた。

　魔笛を祓はらう光の塔とうに閉じこめられた嘆なげきの獣が、その身にまとう魔笛ごと核晶を浄化されて悲鳴も上げずに消えていく。

　……ユミィじゃなかった。

　……今の術式は。

「シェルティスこっちだ！　その亀き裂れつを飛びこえてこっちに来い！」

　桜色の髪をした少女が、手にした十字棍ロザリオをまっすぐ向けてくる。白の儀ぎ礼れい衣をまとう細身で可か憐れんな雰ふん囲い気きの女性護士だ。

「────モニカ！」

「話は後だ。早くしろヴァイエル、ここもじき崩くずれるぞ！」

「っせぇな。わかってんだよ」

　自分の真横を駆かけぬけていく大おお柄がらな候補生が、岩場に掴まっていたユミィを片手で軽々と引き上げる。

「……あ、ありがとうございます」

「礼は後だぜ巫女サマよ。とにかくほら、うちの大将のとこまで走った走った！　おら小こ僧ぞう、てめぇもさっさとついてこい！」

　広がっていく亀裂を飛びこえるヴァイエル。

『皇おう姫ひサラから念話を受信。浮遊大陸オービエ・クレアへの扉とびらが不安定だそうです。遣つかわした二人の後を追いかけて』

「──了りよう解かい」

　皇姫の付き人の二人がモニカとヴァイエルだったことに、自分でも驚おどろくくらい冷静に対応できていた。

　……来てくれると信じてた、なんて偉えらそうなこと言えないけど。

　……でも、来るなら部隊の皆みんなだって気がしてた。

「ヴァイエル、その傷──」

「あ？　魔笛なら皇姫サマが一発浄じよう化かだったから問題ねぇよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでそう返事するヴァイエルの儀礼服。

　服は背中の布が溶とけ、両手の拳鉄甲ナツクルダスターは無数の細かい裂れつ傷しようで罅ひびだらけだ。目をこらさずとも、全身のいたるところに幽ゆう幻げん種しゆの爪を受けた赤いミミズ腫ばれ。

　……ここまで来るのにどれほどの戦せん闘とうを。



    

  
    
      　沁しん力りよく刻印を施ほどこした儀礼衣が溶けるほどの魔笛を幾いく度どとなく浴び、金属製の拳鉄甲ナツクルダスターに亀裂が走るほど激しい戦闘をくり返してここまで来た。

　寡か黙もくな背中が何より雄ゆう弁べんにそう物語っている。

「──ありがとう」

「礼は前走ってる大将に言えよ。俺ぁ付いてきただけだ。あんの大将、てめーを助けたいんだって涙なみだ流しながら──」

「ば、ばかばかやめろヴァイエル、な、なな……何を言ってるんだお前は！」

　背中を向けるモニカが狼ろう狽ばいの声。

『やあモニカ。穢歌の庭エデンのこんな深部までとは、うちのシェルティスがご迷めい惑わくをおかけして大変だったでしょう』

「大変なのは継けい続ぞく中だ」

　怜れい悧りな灰色の瞳ひとみを細める部隊長。

　と同時、最さい後こう尾びのヴァイエルが通過した大地が大きく波だった。

『来ます』

「構うな！　サラ様の扉が保もたない今、時間をここで浪ろう費ひするのは得策じゃない。下手をすれば二度と浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどれなくなる！」

　砕くだけて孤こ島とうと化した地じ盤ばんから地盤へと飛び移っていくモニカ。

「モニカ、その扉の場所は」

「もうすぐ目と鼻の先だ。この丘おかを下りきった場所にサラ様も待ってる。ただ、やはり結界に穴を空けたせいで不安定になっているとか──」

「……ありがと」

　頷うなずき、左手で剣けんを握りしめた。

　背後で生まれる何十という気配。イリスの言葉を信じるなら敵のもっとも少ないルートを辿たどっているというのに。

「それにしてもキリがない！」

　迫せまりくる幽幻種をかわし、時に撃げき退たいしていく。体力的にはユミィが不安だがそれも杞き憂ゆう、走りながら沁力術式で幽幻種を次々と撃うち落としている。

　そして。

　アマリリスの咲さく楽園に終わりが見えた。

「ついた、この花園を越こえたところにサラ様が──」

『真下に巨きよ大だいな魔笛反応あり。猛もう烈れつな速さで接近中……速い…………これは！』

　刹せつ那な。

　蒼あおく輝かがやく機械水晶イリスが、突とつ如じよとして勢いよく点てん滅めつしだした。

『世界喰ぐらいの王、もうこんなところにまで!?』

　直後、大地を食いやぶるようにして巨大な竜りゆうが四体飛びだしてきた。いずれもその尾おが奇怪に伸しん縮しゆくをくりかえし、その先端が大地の下に繋つながっている。

「……竜の幽幻種が四体！」

「でけぇ。こいつらヤバイぞおい」

　立ちはだかる巨大幽ゆう幻げん種しゆを見上げる二人。

『まともに戦ってはいけません。本体はここから三百メートル下にいる超ちよう巨大幽幻種です。この竜はあくまで末まつ端たん細さい胞ぼう。倒たおしても何度だって再生します』

「じゃあどうすればいいんだ」

　浮遊大陸オービエ・クレアへの帰き還かんを前に立ちはだかる最後の難敵。

　魔笛。

　四体の竜の口が開き、その奥から怨念がかった呪詛が轟とどろく。それが全すべて別種の音色ということは、四種類の魔笛が全方位から放たれるということになる。

　腐ふ敗はいか？　猛もう毒どくか？　それとも昏こん睡すいか洗脳か。どれ一つとっても致ち命めい的なのに、全てを浴びればどうなるかなんて考える気にもなれない。
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　世界に黒の帳とばりが下りた。

　全ての光を遮さえぎる魔ま笛てきの輝きが、四体の竜の口こう蓋がいから一いつ斉せいに降りそそぐ。

「くそっ！」

　……僕が受ければ魔笛は防げる。

　……だけど僕一人で庇かばいきれるのか？

　立ちならぶ三人の前に進み、腕うでを十字に交こう叉ささせて防ぼう御ぎよの姿勢。魔笛であれば自分が受けとめられる。だが放射範はん囲いが広すぎる。庇いきれない────

「お手伝いします」

　水鏡色の髪をした少女だった。

　質素なシャツとスカート姿をした幼い子。三人を庇う位置に立つ自分よりも、さらに前に自ら躍おどりでる。

「君は……」

「久しぶりと言っておきましょう、シェルティス・マグナ・イール。錬護士への昇しよう格かく式以来ですか」

　風圧に髪をなびかせた子が一いつ瞬しゆん微笑ほほえみ、迫る魔笛に自らの腕を突つきだした。

　────キィィィッッ。

　澄すみきった音とともに何かが砕ける。

　四頭が放った魔笛が涼すずやかな風だけを残して完全消しよう滅めつ。と同時に、

「サラ様…………う、腕がっ!?」

「ああ。これですか」

　ふり返る少女に、左ひだり肩かたから先の部位は存在しなかった。

「どうせこの身体からだは氷像です。沁力だって、ここに来て戻る程度しか与あたえていなかったので仕方ありません。むしろよく防いでくれました」

「……そんな」

　あっけらかんとした少女の答えにモニカが絶句。

「モニカ。皆をあの扉まで誘ゆう導どうしてください」

　残った右腕で皇姫がまっすぐ先を指さした。

　輝きの扉。

　黒い濃こ紫むらさき色の魔笛に晒さらされてなお、煌こう々こうと輝く光の道がそこにはあった。

「あなたたちが扉を通過し次し第だい、こちら側にいる私が扉を閉めます」

「…………でも」

「頼たのみましたよ？　そしてシェルティス」

「っ！」

　まさかこの場で、巫み女こをさしおいて自分が声をかけられるとは思わなかった。

「あなたに話したいこともありますが、それはまた先に……。今は一刻も早く脱だつ出しゆつしてください。ユミィはともかく、魔笛を宿しているあなたが浮遊大陸オービエ・クレアに帰還する方法はあの扉しかありません」

「…………」

「さ、行って」

『計測は完かん了りようしています。現在、敵は真下の世界喰らいの王のみ。皇姫が抑おさえている間に脱出可能です』

「なら決まりだ、さっさと行くぞおら」

　モニカの背を叩たたき自ら走りだすヴァイエル。続いてモニカ、ユミィ。三人の背中を確かく認にんし、最後にシェルティスも走りだした。

　……あの女の子が皇姫サラ。

　……千年前に氷結鏡界を発動させた紗砂・エンデンス・凜リン・ケールというのが本名か。

　エリエが友だちと言っていたのも彼女。

　三年前に塔とうを追放された時は、もう二度と会う機会なんてないと思ってた。それが今、たとえ分身といえど自分を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで穢歌の庭エデンまで助けにきてくれた。

　モニカ、それにヴァイエルもそうだ。

　……ユミィだけじゃない。

　……僕は、こんなにもたくさんの人に助けてもらってる。

「ありがとうございます。僕にもう一度チャンスをくれて」

　一瞬、ほんの一瞬だけ足を止める。

　背を向ける皇姫に深々と頭を下げ、シェルティスは今いちど走りだした。

「シェルティス早く、扉がもう崩れかけてる！」

　光の扉とびらにたどり着いたユミィが息を切らせながら張り叫さけぶ。

『戻りましょう、浮遊大陸オービエ・クレアへ』

「──ああ」

　頷き。

　そして、シェルティスは浮遊大陸オービエ・クレアへの扉に飛びこんだ。



    

  
    
      　エピローグ　『天結ぶ塔─Sheltis─』






　天結宮ソフイアB1・地下倉庫。

「いやはや、これは予想以上の広さです」

　浮遊する機マ械キ珠ナを従えて、華宮カグラは通路を道なりに進んでいた。

「でも退たい屈くつ。行けども行けども真白い壁かべと迷めい路ろみたいな通路があるばかり。部屋は単調で、その内部には鍵かぎのかかったコンテナがあるばかり……」

　塔の最上階から塔の１階まで急下降。そこから職員用の昇降機エレベータに乗り換かえて地下１階に到とう着ちやく。そこから先はひたすら十字路をまっすぐ進んでいるだけだ。

　……そのはずなのに。

　……なんでまた、あっちの二人はこうも楽しそうに歩いてるのやら。

「ねーねーエリ姉。あっちに大きな緑の箱があるよ！」

「おお。あれはまた大物なコンテナじゃない。ユト大発見よ！」

　窓ガラスごしに内部のコンテナを眺ながめては大はしゃぎする二人。たっぷり一時間は同じことをしてるはずなのに、

「ねね、華宮華宮！　あの緑のコンテナの中身なに？」

「緑は備品ですね」

「あの白いコンテナは？」

「白は医い療りよう品」

「あの黄色いのは？」

「あれは食料……さっき一通り教えたでしょうが」

「ムリムリ、あんなの一回じゃ覚えられないっての」

　気楽な様子でエリエが手をふってくる。

「でもあなた、天結宮ソフイアで使ってる通電強化ボルトのサイズと型番シリーズを一目で覚えちゃったじゃないですか。あれ何百個あると思ってるんですか」

「ああいう身近な素材は覚えやすいのよ。ねーユト」

「ねー、エリ姉！」

「しっかしまあ、……これも目的のブツと会うためなら我が慢まんしましょう」

　一体の人型機械体アンドロイドの修復。

　それだけなら機工局の技術者が毎日のように手がけている仕事だが、皇おう姫ひサラの勅ちよく命めいとあらば話は別だ。

「過去あらゆる技術者が直せなかった人型機械体アンドロイド。それはつまり人類の技術の限界に挑いどむということ。……うん、実に良い。まさに私にふさわしい任務です。ねえエリエ？」

「え？　ああうん。あたしも赤のコンテナはお菓か子し箱ばこだと思う」

「全っ然聞いてないですねっ!?」

　だめだこれは。

　まともに相手しようとすると自分までペースが乱れてしまう。

「……ちなみに赤は護士の儀ぎ礼れい衣とか武器が格納されてます」

「おーおー。なっとく。それでお菓子箱は何色のコンテナなの？」

「そんなものはありません」

「……えー」

「……えー」

　露ろ骨こつに顔をしかめる二人。まったく、まるで姉妹きようだいみたいにそっくりな表情とは。

「しょうがないなぁ。じゃあ次に来る時はお菓か子しは持参だね」

「次？」

　エリエが何気なく呟つぶやいた一言が、妙みように頭の隅すみに引っかかった。

「次とは」

「二ア羽ルのビ白レ鳥オに機械箱置きっぱなしなのよ。今日ここに来る予定なんてなかったし、紗砂ちゃんのいう人型機械体アンドロイド見て必要な修理道具調べて取りに戻もどろうかなって」

「道具なら、その人型機械体アンドロイドの安置所に揃そろえてあるという話ですが」

「んーんダメ。あたし自分のお気に入りじゃないと手にしっくりこないの。ボルト閉めてても力が入らないのよ」

「……まったくもう。プロフェッショナルは道具を選ばずですよ？」

「えへへ、まーいいじゃない」

　暢のん気きに通路を進んでいくエリエ。

　だが華宮は知っている。彼女の言う「自分のお気に入り」とやらが決して誇こ張ちようでも冗じよう談だんでもないことを知っている。

　……あれは、いつくらいでしたっけ。

　ジャンクショップに必要な機械器具を買いにいった時だ。ゴミ箱いっぱいに入ったネジの山の中からネジを選ぶ時の彼女の目。

　五時間。たった一本のネジを選ぶのに彼女が費やした時間だ。

　同種同形のネジの中から、僅わずかでも先せん端たんが歪ゆがんでいたり軸じくがズレているのを外す。次に金属表面の摩ま擦さつ係数と錆さび具合。華宮が理解できたのはそこまでだが、エリエはさらに彼女なりの選別方法でネジを取しゆ捨しや選せん択たくしていた。

　……そういう意味で、彼女は確かにプロフェッショナルではないのでしょうね。

　……納期も予算も手て間ま暇ひまも何もかもが彼女の前では無意味なんだから。

　一晩で高性能人型機械体アンドロイドを仕上げたと思えば、たった一個の機械部品を造るのに一ひと月つきをかけることもある。そこにエリエだけの価値観があるのは疑いようもない。

「もうすぐ次の昇降機エレベータですよ。人型機械体アンドロイドでも何でもさっさと拝見するとしましょう」

「────」

　返事がない。

「あ、あのエリエ。『おー』とか『うんうん』とかの相づちを期待してたのですが」

「…………」

「エリエ？」

「あ、うん。ごめんね」

　彼女はたった一言、独り言のように呟いた。

「ねえ華宮、いまシェルティスの声が聞こえなかった？」



　　　　



　天結宮ソフイア２９１階。

　……ぽちゃん。

　冷たく輝かがやく泉の岸辺に手をかけ、一息で身体からだを陸に持ちあげる。

「…………っ。こ、これは……しんどいね」

　なんて冷気だ。

　数十秒浸つかっていただけで全身の感覚が麻ま痺ひしてる。さすがは穢歌の庭エデンを閉とざし続ける神性なる凍気。フェルンの棘とげ森もりで寒さの極限は体験済みと思っていたが、これと比べれば向こうは常とこ夏なつの楽園だ。

「だ、だだだ、だから言っただろう。か、かか……感謝してもらいたたたいものだ」

「モニカ唇くちびるがふるえてる」

「……し、しししかたたないだろう」

　全身を震ふるわせるモニカの唇は紫むらさきを通りすぎて土気色だ。けど、周りを見てもユミィやヴァイエルの口元も似たようなものになっている。

　……きっと僕もなんだろうな。

「お帰りなさい皆みなさん」

　小さな足音を響ひびかせて近づいてくる法衣姿の女性。彼女に対し、真っ先に反応したのが同どう僚りようであるユミィだ。

「ヴィオラ？　あ、あの……どうしてここに。今はサラ様が結界を維い持じする期間じゃあ」

「そのサラ様に呼ばれたんですよ」

　にっこり笑え顔がおで頷うなずく彼女。

　巫み女この第三位、ヴィオラ・ノヴァ。

　一枚布に頭を出す穴だけをあけた貫かん頭とう衣い風ふうの法衣が特とく徴ちようの巫女だ。春蕾シユンレイとさほど変わらない背せ丈たけと華きや奢しやな体型、それに相そう貌ぼう。遠目には子供とも間ま違ちがわれそうな容よう貌ぼうだが、実際は自分より十歳近く年上だという話を聞いている。

「ユミィさんをはじめ、皆さん無事で何よりでした。あらかたの事情はサラ様から念話で聞いていますが、大変だったようですね」

「……それでここに待機を？」

「もちろんお出で迎むかえという意味もありますが、大きな理由はさっき伝えたとおりです。……そちらのシェルティスさん。以前に妹がお世話になりました」

「え？　あ、は、はい。こちらこそ」

「サラ様からのご提案で、結界譲じよう渡との期間を少し早めようという話になりました。それで結界の引ひき継つぎに来たところ、ちょうど皆さんの帰き還かんと重なったわけです」

　重なるタイミング。

　ヴィオラの言うとおり、皇姫サラが意図したことだろう。自分たちの帰還と合わせてヴィオラを最上階に招いたに違いない。

　……だとしたら皇姫サラの思おも惑わくというのは。

「ユミィさん、あなたも疲つかれたでしょう。自分の部屋でゆっくり休んでください。といってもメイメルさんや春蕾さんがすぐに訪ねて来ると思います。なにせ穢歌の庭エデンに堕おちて戻ってきたなんて滅めつ多たな経験じゃありませんから」

「は、はい！　ところでヴィオラ、ほかの巫女と千せん年ねん獅しはわたしたちのこと知ってるんですか。…………えと、穢歌の庭エデンのこと」

「サラ様からの念話が行ってるはずです。でも結界系の術式が得意なメイメルさんは爛ランさんの治ち療りようで忙いそがしいとのことで、急きょ私が結界担当になりました」

　治療。

　決して穏おだやかでない言葉に、場の空気に緊きん張ちようが走った。

「爛が負傷!?　まさかセラの虚きよ像ぞうとの戦いですか！　命に別状は！」

「いえ。勝手に天結宮ソフイアを飛びだした件で教育おしおきしすぎたらしく、爛さんがピクリとも動かなくなったと聞きました。その蘇そ生せいに忙しいのだと」

「……そう」

「嬉うれしさの裏返しです。爛さんが塔とうを飛びだしたことを知ったメイメルさんの心配ぶりは大変なものでした。ああみえて素す直なおに感情を表現するのが苦手な人なんです。──まあ、それはさておき。それでは皆さん。また近いうちに」

　ひときわ巨きよ大だいな蒼氷結けつ晶しようへと素足で歩いていく巫女。淡あわく透すきとおった結晶の中心に、一人の女性がぼんやりと見てとれる。

　皇姫サラ。

　その結晶にヴィオラが手を触ふれた途と端たん、まるで水面みなものように結晶の表面が波だった。

　──あれが結界譲渡の儀ぎ。

　──あの結晶の内部で第七天音律ソフイア・コードが唱うたわれているのか。

「懐なつかしいな」

　眩まぶしいものでも見るようにモニカが目を細める。

「わたしが憧あこがれて、とうとうたどり着けなかった場所だ」

「あの場所が？」

「うん。結界を担当する巫女が結晶の内側で祈いのりを捧ささげ、期間を終えたら出てくるという手順になってるはずだ」

　結晶の深く深く、内側へと沈しずんでいくヴィオラ。波打つ波は紋もんが静しずまる前に、彼女にかわって一人分の影かげが結晶の深しん奥おうから浮ふ上じようしてくる。

「────」

　ぽちゃん。

　小さな水しぶきの音をこだまさせ、『彼女』が銀色の地面に降り立った。

「お待たせしました」

「…………」

　誰だれ一人ひとり応こたえられない。

　巫女の誰一人として、千年獅の誰一人として素顔を見たことのなかった皇姫サラが、あまりに無造作に素顔を晒さらして微笑ほほえんでいたからだ。

　さっきの氷像とまるで同じ姿で。

「巫女ユミィ」

「は、はい！」

「候補生モニカ、ヴァイエルそしてシェルティス」

「……はい」

　部隊を代表してモニカが一礼。

「大たい儀ぎでした。本当に、この場に集つどう誰一人の犠ぎ牲せいもなく穢歌の庭エデンから帰還できたことはこの上ない喜びと、そして幸運だったと思います。……明日あした正午に皆さんとお話ができる機会を設けますので、それまで身体を休めてください。念のためお伝えしますが、今回の件は明日の正午まで誰だれにも話さぬよう」

「はい」

「承知しました」

「では解散としましょう」

　順に頷くや、三人一様に足早に昇降機エレベータへ向かっていく。一刻も早く休みたいから。そして極ごつ寒かんの最上階から脱だつ出しゆつしたいからだろう。

　たった一人ぽつんと残されて。

「…………」

　シェルティスは、今一度サラの方にふり向いた。

「あなたも休んでください。疲れたでしょう」

「……わかりました」

　モニカたちを追おうとして。

『休むのならば２９０階に空いている部屋があります。私のとは別に、今は誰にも使われていない個室が一つ。そこならば誰にも邪じや魔まされません。傷の手当てだろうと仮か眠みんだろうと、あなたと私が二人だけで話していようとね』

「っ!?」

『念話です。あなたとイリスにしか聞こえないよう対象を絞しぼっています』

　口を固かたく閉じた無言の表情の皇おう姫ひサラ。

　だが念話の口調は、こちらの驚おどろきを楽しんでいるように弾はずんでいた。

『今のあなたは塔の上層部から目をつけられている。どのみち天結宮ソフイアの内部をうろつくわけにはいかないでしょう。塔に戻もどってきたということすら知られないよう、どこかに身を潜ひそませておいた方がいい』

　……そのとおりだ。

　イグニドとの共きよう闘とうで一時的にフェルンの棘森を離はなれたが、本来はまだモニカたちと生ビ態オ生ト育ー野プの巡じゆん回かいに従事するべき期間。

　自分が戻ってきたとなれば、命令違い反はんでも何でも容疑をかけることができる。

『ですから２９０階がちょうどいいのです。あなたにとっても私にとってもね』

　氷の地面を素足で歩いていく彼女。

　凍いてつく氷の棘とげが足裏を鋭するどく刻みつけ、彼女が歩いた後の道はうっすらと赤く染まっていた。

『穢歌の庭エデンで禁断水晶アマリリスには会いましたか？』

「はい」

『……そうですか』

　変わらぬ無表情でありながら、その念話には軽くない感情がこめられていた。

『千年。永かった。本当に…………あの時のことを覚えているのは、もう世界で数人しかいません。だからこそシェルティス。あなたと二人きりで話がしたかった。この千年で私が培つちかってきたこと、知り得たこと、そしてそれ以上に……謝りたいこと。その全すべてを伝えておきたい』

　前まえ触ぶれなく、先を歩く彼女が歩みを止めた。

「……託たくしていいですか？　あなたに、この浮遊大陸オービエ・クレアの全てを託していいですか？」

　念話でなく。

　自らの肺と喉のどと唇くちびると、そして心を震わせて少女は訊きいてきた。

「託す……ですか」

「ええ。なんて無責任なことかとは思いますが、時間がありません。私が結んだ氷結鏡界は、じき崩ほう壊かいを迎むかえます。約束の千年が経たとうとしている。……本来なら穢歌の庭エデンを完全に浄じよう化かできるはずだった永き約束の終しゆう焉えんが…………」

　痩やせこけた胸に手をあてる皇姫。

　その口元に浮うかぶ微び笑しようは、さながら泣き腫はらした素顔を隠かくす仮面であるかのように虚むなしく、そして弱々しいものだった。

「完かん璧ぺきだと思われた氷結鏡界。けれど、そこにはたった一つの誤解がありました。……私が叶かなえられなかった理想を、今、あなただけに伝えておきたい」



    

  
    
      
　あとがき






　黄昏はじまりの先に待つものは果てなき夜か、それとも────



　お久しぶりです、細さざ音ねです。

　たくさんの応援に支えていただき、エデンも二桁目、突入しました。

　エデン１巻の刊行が今も昨日のことのように思いだせるというのに、それがこうして10巻という大きな数字にたどり着くことができ、何だかほっとしています。

　というのも、デビュー作『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』はちょうど10巻が最終巻なんですよね。なので、この10巻は自分でもやっぱり思い入れが深い節目の巻なのだと感じます（それに合わせたわけではないけれど）。本巻のサブタイトルも黄昏というキーワードが絡んでいまして、これは『夜のはじまり』くらいの意味合いでしょうか。

　さあ、いよいよ……か。

　物語そのものは最終局面が見えてきたけれど、穢歌の庭エデンの少年にとっての最終試練はまさにこの時、この巻から幕を開けました。あと少し、最後までその道のりを見守って頂ければ幸いです。

　そして、既すでに告知のとおりダブルコミカライズ企画も連載中です。

『氷結鏡界のエデン（画：‥木き村むら勇ゆう貴き先生）』──月刊少年シリウス様（講談社）にて。

『不完全神性機関イリス（画：‥滝たき太た郎ろう先生）』──月刊コンプエース様（角川書店）にて。

　凜々しく、そして迫力あふれる漫画版エデン、かっこ可愛かわいい完全家政婦機関（？）が活躍する漫画版イリス。

　本編イラストのカスカベアキラ先生はじめ、木村先生、滝先生という心強いチームメイトに恵まれたことに感謝し、小説本編も負けないよう精しよう進じんいたします……！



　次回予定。

　12月の『不完全神性機関イリス３巻』を挟んで、来年３月くらいに11巻を予定しています（願わくば、お時間ある方は『イリス』シリーズも是非！）。

　また、『氷結鏡界のエデン11　最終双剣─ユミエル・ノイズ─』でお会いできますよう。



　二〇一二年　八月

細音　啓



    

  
    
      氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン10

黄昏たそがれ讃さん歌か─オラトリオ・イヴ─



細さざ音ね　啓けい
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